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無モジュラス1成分珍建築・土木耀シり纂ーン・シーリング材 

SH790 
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作業がはかどる1成分形！ 
特長●使いやすく信頼性の高いI成分形 

●長期保存が可能な新包装 

●優れた追従性と抜群の耐久性 

用途●建築用途：外壁可動の目地、 

ガラス回り目地など 

●土木用途：高架橋接合部の目地なと。 

－ 、ー 

産業への新しい提案とその開発技術がテーマです－ 

Tarau 

Silicone ⑧トーし・ンリコーン株武会社 
本店・東京営業部ff03-243-15f 1‘代表）東京都中央区日本橋室町2-8（三井ビル6号館） 大阪営業部Bo6-376-1251（代表） 

営業所：名古屋052 -563-395］九州092-712-6158 仙台0222-27-9528 広島昭22-49-7811 北陸0762-23-1585 東関東0436-22-5743 北海道011-231-5281 



鱗昇Jり 
「こんなシーラントが欲しかった」 

時代のニーズに応える画期的な建築・土木用シリコーン・シーリング材で支 
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荷姿ら、 1成分』多のイメージを一新。 40缶入りでた 

既存の2成分形用コーキングガンで簡単に使うことがで 

きます。またソーセージ状のフィルムパッケージ(400 cc 

入り）もそろえました。 

すぐれた作業性と様々な特長をもつ信越シリコーン・シ 

ーラント80。信越シリコーンの25年余にわたる技術と実 

績から生まれた新しいシーリング材です。 

．特 長 

】）~成分形シーリング材ですから 施エが簡単です。 

．混合機が不要と同時に混合ミスによるトラブルから 

解消されます。 

●2成分形シーリング材に見られる混合時に於ける、 

気泡の巻き込みが無く、シーリング材表面の美観も 

向上します。 

.2 成分形シーリング材と比較し、すされた自己接着 

性を付与しています。 
2）低モジュラス、シリコーン・シーラントですから 

●耐寒・耐熱性、耐候・耐水性、耐久性にすぐれています。 

●低モジュラス・高伸張ですから、ジョイントの動きに 

対する追従性がすぐれています。 

●無酸型ですから、金属やコンクリートを腐蝕しません。 

● JIS-A --5758の耐久性区分では、もちろんハイレベル 

の「9030J にランクされるシーリング材です。 

（呼び名：S R-1 -9030-A--N) 
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1成分形シーラントの長所「作業性の良さ」と2 成分形 

のすぐれた「特長」を兼ね備える理想的なシーリング材 

が誕生しました。 

信越シリコーン・シーラント80,時代のニーズに応える 

画期的なシーリング材です。 

1 成分形ですから混合の手問とロス、そして混合ミスが 

解消されるばかりか、気泡の混入の心配もな〈なり、シ 

ーリング材表面も一段ときれいに仕上がります。 

さらに、特長は低モジュラス・高伸長。ジョイントの動 

きに対する追従性がすぐれていますのく 厳しい条件下 

でも、 その信頼性はずば抜けています。 

I4-'' 

SIUtun 

信越イヒ学／シリコーン事業本部 sP奮：こ「縄 
東京都千代田区大手町2-6 -I（朝日東海ビル）〒I 00 

負 TEU03) 242-1211（代）  / 



野口興産株式会社 
防水シーリング材卸業 
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東京都荒川区西日幕里5-7-6 (806)0175 
倉庫・練馬区豊玉北2 -10 (993)6936 

タマはノグチにマカせたぜ 

無
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迅速配達 

ーどごニコ コー キノグ材） 吹付塗装材） 

●塗膜ウレタン材料 ●チオコール ●吹付タイル 

●シート防水材 ●シリコーン ●吹付I)シン 

●ェポキシ注入材 ●ウレタン ●その他全般 

●その他副資材 

◆化研マテリ7I嚇式会社 
〒105 東京都港区西新橋3-6-5（入江ビル） 

I E L .(03)432-7 6 5 4（代表） 

倉庫 〒105 東京都港区西新橋3 -14-5 
KAKEN MATERIAL LTD . TEL .(03)438-1 3 3 5 

6 



●屋上防水工事 
●外壁防水工事 
●シーIJング工事 

b
・ 

東日本建設防水協同組合員 
東日本シーリング工事業協同組合員 
ゴムアスファルト防水工事業協同組合員 
全日本プレノ、フJ建築防水協会会員 
東京都知事許可 般53第36279号 

z 株式会社シりクヌ 
取締役社長 出水秀夫 

東京都渋谷区代々木1 -28- 1 

TEL 03 (370) 0 1 2 1 (代) 

あらゆるシーリング工事は当社に 

お任せ下さい。 
いくら材料がよくても、よい施工が 
なされなければいけません。当社で” 
は数多くの実績を誇っております。 

■責任施エ■ 
●住友スリーエム施工代理店 
●ョコハマゴム 

●信越化学 
●東芝シリコーン 

●その他建築特殊硝子 

(*)丸本工業所 
本 社 仙台市扇町~-3 ---6 0222（代）(94)6662 
盛岡出張所 盛岡市安倍館町~2-43 0196（代）(45)2283 
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山内ゴムは、これからも、お客様と共に歩み続けます。 

サータイト＃1000,#2000 アクリル弾性吹付材 

トップシーラーU2 ウレタン系2液シーリング材 

トップシーラー＃5000 アクリル系シーリング材 

トップシーラー＃5000 N 凍結融解安定品 

トップシーラー成形品 ブチル系成形シーリンク材 

トップシーラー＃30 ブチル系1液シーリング材 

ペトラテープ 防蝕テープ 

ゴム工業株式会社 
枚 方 市 招 提 田 近 2 1－ 目 7 番 地 T 573 電話0720ー56一1131 

東京都中央区入重洲】丁目4 番21号（共同ピル） 〒103 電話03－一273 - 1871 

名古屋市中村区名駅4丁目2番28号（名古屋第2埼玉ビル） 5Z 453 電話052-561一5401 

仙台市中央4 丁 目10 一14（エノトセーフピル） 〒980 電話0222--671一駒25 

松山市三番町5 丁目13番10号（第2加藤ピル） 〒790 電話（1899--33一5091 

石川県金沢市進和町13番地2 〈城西会館） T 921 電話0]醍一91一1050 

福岡市博多区博多駅前3丁目2番8号（住友生命博多ビル内） 〒810 電話092-473-1647 

枚 方・鹿 沼 
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ハイケ三コーク 戸I、イウレタシ 
（ノンタール系塗膜Iを方水材） 

No.l000 級 

No.30 00 級 

No.4000 級 

No.5 0 00 級 

特殊建材 
V ストップ ： 無収縮性急結止水セメント 

波型止水板 ： 無機質粗粒面波型止水板 

‘由l陛コーキング’ 

―液性ブチール系 
ニ液性ポリウレタン系 

ニ液性ポリサルファイド系 
ー液性アクリル系 

個）株式会社ハイケ三*ル 
本 社 東夙都晶川区荏原7丁目 7番17号 

費 (03) 781-9984(代) 9142 
786- 0165 

平塚工場 神奈川県平塚市四の宮中島2736 - 2 
^ (0463)21-2950・ 2674 〒 254 
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生きた建造物には生きたシーリング材を 

◆ポリサルファイド、ウレタン、アクリル 

などの老化、亀裂にニユーコーク＃1 000 

◆飛行場滑走路、駐車場などの目地に、 

ニユーコーク＃2000（土木用） 
灘」…H 

い
「
再
 

シーリング材のコンサルタント 

株式会社ノーベル樹脂化学 
エ場：埼玉県川口市東領家4 -19-4 
電話：0482 (23 ) 45 ~ ~（代） 

シーIソング工事 
ウレタン塗膜防水工事 

特殊JiもI'用防水工事 

細田工業株式会社 

代表取締役 細 田 直 司 

東京都港区芝大門2 一1 -8 

T 105 電話03(432) 8 7 3 1 代 
東京都知事許可（般・53 ）第33027号 

一 9 一 



一度使ってみて下さい、品質施工性とも 

一目瞭然です 
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責愛．瀦稽淫響と可良慧」舞議I 

2 ;●ソシ,7= No. 500（変成シリコーン系） 

z ，ずンシで7' No. 300（ポリサルフアイド系） 

z ,Iンン叱ア・No. 200（ポリウレタン系） 
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東’京iL・胡ツ加Lイ、ン；60主 ＝一 
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◎日本添加剤工業株式会社 
営 巣 部 
大 阪 支 店 
名古屋支店 
本 社 工 場 

朿 京．郡 板 僑 区 前 野liii. I の 21 5 電話(965) 5 7 3 1（代） 

大阪市西区江戸堀1の5 - I3（日な会館ピル内〕 電話(443) 6 2 3 1 ~ 3 
著ラi肩丁iド膏ど天加ぼ2 あ二 40（ソプ元ビル3 日 電話(451) 6808'8632 

東 京 都 板 橋 区 前 野 町 1 の 21 - 5 電話(960) 8 6 2 1~6 

「
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コ製品 
製鉄化学のシ「Jコーン製品はシリコーン化合物 
の製造およびその利用技術で世界をリードする 
西独のワツカ一・ケミカル社との技術提携によ 
るもので‘す。 

兜 

、 

ワツカー 
~ 

C 

―液型シーリングけ（シリコーン系） 

~．． ~~ ~． ~． －~．. 

ョと’J''JつIr-
セイテツ、シリコーンシーラントは常 

温で硬化する安定なー液型のシリコー 

ンラバーで接着、シーリング、 コーキ 

ングジョイントなどの目的で建築用、 

土木用、船舶用あるいは一般工業用と 

して広く使用されています。種類は無 

酸型（A 一79)および酸型（S一04）が 

あります－ 

浸透型嬢水・防水材 

m アョJL 
アクアシール.190s（トッブコート用） 

アクアシール・シーラー 
（アンダーコート用） 

・吸水防止性抜群，ノ ●耐アルカリ性能良好ノ 

●耐久性良好．ノ ．通気性保持．ノ 

●耐汚染性優秀ノ ●接着性良好ノ 

⑩）製鉄化学工業株式会社 

化学品事業部・営業部 
大阪市東区北浜5 22 11 0S(220)8560 

化学品事業部・東京営業部 
東京都千代田区九段北~ 」I3容03(230)8547 

SONY ) 

ソニーシーラントは、蝉性にすぐれた 
強力シーリング材です。合成コ’ムと合 
成樹脂を主成分とL、パーフェクトな 
までの接着力と保持力を完成しました。 
建築・車両・船舶・航空機・化学工業 
など、あらゆる産業のカゲの力として 
活躍しています。 

高性能シーリング材 

翌． 

■ 
湖か 

幅広いニーズにお応えすろ豊富な晶揃えh 

●車両、パス、トラック、トレーーラーパン、コンテナ ‘亡ゴ 

尋茅iニ「3な1貿 >'04A ールにし 
’窓サッシと壁、トレーラーバン、コンテナー、 冷「 

凍ケース、トタン・スレート屋根の継目などの接 
合シールに、, 

ブチル・L6005A1 

’エ場や住宅の各種屋根、壁など、内外婆の接合シ 
ールに。 

1液型ウレタン・L6500 
'ALO 板、P0*反、モルタル毛2品、コンクリート製品 

の目地シールに” 

アクI),レ・L6400 

’ガラスをはじめ金属、木材、タイル、プラスチッ 
クなどの接合シールに。 

シリコン・L630 1 
●金属のジョイント、ガラスグレイジング、サーッシ 

コ」ーナー、プラスチックや木、コンクリートなど 
のシールに, 

ブチルテープ・R500 1 

喫喜1曹B 
響 

曹 

月 

自 
七
 

大阪営業所1●(06)363 2071 -3 

簾 

ソニーケミカル株式会社 
本社 〒I 03 東京都中央区日本橋室町~ 6 

雪 (03)277-044I(f5 

名古屋営業所廿(052)937-539I--- 2 
福岡出張所廿(092)73I-I077 



優れた性能・使いやすさに威力を発揮する 

シ力7レックスIa 
ポリウレタン・I 液型 

時間を大切に使いましょう 

●I液ですから混合の手 

間がありません。 

●常に均一の品質を持つ 

た材料が得られます。 

●優れた接着力を持ち半 

永久的にゴム弾性を有 

します。 

匠i) 
⑨ 

性能の良さは、豊富な施工実績が 

示しています。 

建築・土木さらにプレハブ住宅等 

に巾広く使用されています。 

・、・u
( 

●カートリッジ320c0入 り ●~5Kg缶入り 

●5 Kg缶入り 

A 日本シーカ株言t会社 
本 社 

大阪営業所 

名古屋営業所 

富山営業所 

札幌営業所 

仙台営業所 

福岡営業所 

工 場 

TI 05 

T530 

T460 

T930 

TOSS 

T980 

TSI 2 

〒254 

東京都港区新橋4 -- 2 1 1 ・第29森ビル T E L (00) 436-6031（代表） 

大阪市北区野崎町7一B － 梅田バークビル T E L (06) 315一7851（代表） 

名古屋市中区大須4 -2 一58‘大和ビル T E L (052)261-3401・ 4961 

富 山 市 本 町 7 - 7 ・オキタビルT E L (0764)42-3232（代表） 

札幌市中央区北2条西2丁目・加森ビル-1 TEL (01D221-6331（代表） 

仙台市五橋2 一4 -27 ・宮城県米ビル T E L (0222)67-2501（代表） 

福岡市博多区博多駅前3-19-14‘ビーエスビル博多 T E L (092)472一1684-5 

神 奈 川 県 平 塚 市 長 瀞 I - I T E L (0460)21 -1101（代表） 

-12 ー 
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第18 号 目 次 Vol. 13 No. 18 

－会長あいさつ，相談役・顧間近況報告 （15) 

0 休質改善の促進を・・・・・・梅沢芳朗 O 大火と防災 伊藤憲太郎 O ブエルト・リコの思い出 渡辺三郎 

◎市況安定は各論から 青木 済 ◎雑 感 狩野春一 O 万年留年生の今日このころ 西 忠雄 

0 身辺雑記ゼンソクの記 小池辿夫 O 電車の中で 加藤正守 

’ェ業会1年のあゆみ （19) 

■56年を展望するー関連業界動向を中心として一 広報委員会 （20) 

■座談会ーシーリングの補修とメンテナンス」  (45) 

■i ASS 8防水工事の改訂にあたって（統） 

■随筆・東京散歩 

◇J1S A 5758 (建築用シーリソグ材） 
受審準備始まる 総務委員会（65) 

◇シーリング材の価格動向 調査委員会（68) 

◇シーリソグ資格制度について 
 シーリング管理士検定委員会（70) 

◇強化された日本シーリング工業会 
認定管埋士養成カリキュラム 
 シーリング管理士検定委員会 (71) 

◇建築用シーリング材の標準色 （72) 

◇建築用シーりング材参考標準設計価格 （73) 

◇建築用シ・ーりング材市販製品一覧表 （74) 

◇昭和55年度日本シーリングエ業会機構表 （昭） 

(59) 

加藤 正守 （66) 

◇H本シーりング上業会会員名簿 （94) 

◇口本シーリングエ事業団体連合会の歩み 
 山本 勇 (1(XD 

◇口本シーりングエ事業団体連合会会員名簿 (101) 

◇関連会社，団体一覧 (1YD 

◇「シーりング技術管理士」に関する規約 （109) 

◇「シ・ーリング管理士」に関する規約 （109) 

◇シーリング技術管埋士，管理士名簿 （111) 

◇編集後記 (115) 

’誉響 

．緯奉用シリコーンシーラント 

三星シリコーンシーラント 
●建摂用ポりサルフアイド系シーラント 

三星シールPS 
●違襲E」ボリウレタン系シーラント 

三星シールAU 
●水性アクリ’I係シーブント 

三星シールAC 
●建築用油性コーキング材 

三星コーキン 

星シーリンり”材 

撃」》！『 
'' 

け蛍 
n. 

●ブチルゴム系シーラント 

三星シールブチル 

一 ’ -

,.．~ 

I叫柵費 
,‘，皿 

避
 

」， 

三星産業株式会社 
1 社I f“豆都う・’t山里1'山小’・ほ「3lb2811W. 、L ＝・． し・,~ -
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実績のハマタイト 
建築用シーラントの代表的存在になりました0 
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体質改善の促進を 

においては，各企業共，企業体質の改善を強力に進めて 

おります。 

私共の順客業界である建設業界においても，今後の建 

設需要の低成長化への対応策として，TQCあるいはV 

E の思想，乎法を導入し，秘断的に体質改善に取り組ん 

でおります。 

シーリング業界においても，各社それぞれに,生産性 

向上，品質の安定化など体質改善に努めていることとは 

思いますが，材料を安値で販売し，それでことたれりと 

いう商法が横行している限りは，真の体質改善が進んで 

いるとは考えられません。 

顧客が真に求めているもの，即ち単に材料としてのみ 

でなく，シ・ーりング機能としての保証を，合理的な価格 

で蜘●できる体質を作り上げて行くことこそが真の体質 

改善であると考えます。 

その意味から,材工ー体化など当工業会の果すぺき役 

割は益々増大していると認識し，従米に増して活動を強 

化して行く所存であります。 

会員各位，工事業の方々におかれましても思想の転換 

による企業体質の改善と業界の体質改善に向けた積極的 

な参両を願って止みません。 

日本シーI)ング工業会 
会長 

梅 沢 芳 朗 

甘’阻〕年， 6年ぶりの景気 

後退，インフレの進行など 

酷しい経済環境下にあっ 

て，私共シ・ーリング業界は 

－ー 了灘■ 原料‘経費高・材工価格安 

」‘一 ぐ により各企業の採算が悪化 

してきた上に，公J停業の減少などにより需要が低迷す 

るという困難な問題に直面し，従来に増して一層の体質 

改普を迫られました。 

特に，公共投資が財源面からの制約で今後大きな伸び 

が望めないことなどから需要低迷を一過性のものとして 

でなく永続性のものと埋解した場合，低成長下における 

生き残り策としての体質改善は一層急務となります。 

第1次石油ショックを境として低成長に移行した業界 

難 '
 

大火と防災 。 
' -

日本シーリング工業会 ・i 
相談役 

伊 藤 憲太郎、 

建築法令の改正までもたらした兵庫県の有馬温泉の大 

火,あれから福島県の磐梯熟海温泉の大火を経て今度の 

栃木県の川治温泉の大火まで，筆者の記憶を辿って見て 

も3つの大惨事がここ22-' 3年の間に起こっている。、、 

つも同じ災害を繰りかえすだけで，この種のニュースソ 

ースは尽きそうにない。 

筆者は建築の大火が起こるたびに，昭和7年12月16日 

に突発した百貨店白木屋（現在の東急百貨店口本橋店） 

～一 一~ ~～~,

「月’「帯自一言炎役 

の大火を想起する。鉄骨・鉄筋コンクリート造の耐艦・耐

火を誇る大建築の大火は，それが勿論建築の内部火災に

止まったとはいえ，建築界の受けた衝撃は大きかった。

監督官庁である警視庁保安部建築課（今日の東京都都

市計画局建築指導部）では，当時の課長北沢五郎博士自

ら陣頭に立って警視庁舎の立案を急ぎ,翌8年3月には 

「百貨店建築規則」としてその施行を見たのである。同 

規則では，屋内における火災の延焼の拡大防止と避難に 

重点を置かれたが，客用階段の防火と避難通路の確保， 

即ち各階における階段の個数とその配級，階段幅員の最 

小限度の設定と各階における階段幅員の合計のその階の 

床面積の合計に対する割合など全く新しい内容が盛られ 

た。就中各階階段の自閉装置と特別避難階段の設置は画 

期的なものであった。以上各種の規定はこの災害後東京 
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難一 
において新・増・改築される百貨店に適用されるもので 

あるが，特にこの規則は当時の憲法9条に基く警視総監 

の独立命令として制定されたもので，既存の百貨店に対 

しても遡及して適用することができたため，当時東京に 

存在した10指に余る百貨店についても，上肥の規定が適 

用されて改修が行なわれたことは注日すぺきことであっ 

た。 

筆者は日頃，温泉旅館に限らず，多数の人々を収容す 

る建築に災害（特に火災）が起った場合，そこに飛び込 

めば絶対安全と言う空間を設置したらどんなものだろう 

かと思っている。それは火災現場と開放的な空間によっ 

て絶縁された室であったり，廊下であったり，階段であ 

ったりしてよいが，何れも最終的には安全な場所に通ず 

るものであることが必要である。いつ来るかわからな、、 

地震，いつ起こるかわからない大火に備えるためには， 

必要最小限の経費の負担も己むを得ないと考える。 

られ，観光地と違った景勝の地です。しかもプエルト・ 

リコ人は悪評の高いロス，ハワイ，香港などの出稼ぎ人 

の印象がありましたが，現地人は頗る陽気で音楽を愛 

し，とても好感のもてる島民でした。総てが素晴らし、、 

雰囲気の中で，私ごとになりますが会期終末にG. E で 

始めて設けた’四年度マーケティング・プロフュショナル 

質を授与され，今だにその感激を味わっており，また世界 

十指に入るゴルフ場でプレーを楽しみ得たことも，思、、 

出のーつであります。会期終了後6都市3週間の出張全 

日程を終えて，帰社後G.Eから，会期中のスライドとと 

もに流したミュージックを,一枚の30cm 12レコードに 

収録し，それを参加者全員に贈られましたが，この意味 

するものは，貴重な一週問の思い山と，倍旧の企業努力 

を切望する親心と推測し感心しました。 

1 囂舞議「■響 

市況安定は各論から 

日本シーリング工業会 
常任相談役 ‘ 

済 青 木 
ー ’" -‘ ー ー ー ープ ’ー・‘・ ・ ・ ‘ ' －・ 一．、． ．ニ  ノ 

プ工ルト・リコの思い出 

一一難」 
日本シーリング工業会 
相談役 

渡 辺 郎 

'80年代の2年目に入り，昨年より更に諸事多難な年と 

なるでしょう。シーリング業界も同様に「需要低迷→過 

当競争ますます熾烈」にならねばよいがと希っておりま 

す。さて，昨年私は東京芝浦電気()とともに親会社て海 

るアメリカのG. E 主催の国際セールス会議に， 当社の 

副社長以下12名と共に参加しました。その会場が，プエ 

ルト・リコの首都サンファン市内の一流ホテルで，世界 

各国総勢28(〕名が参集し，7 口間り9年の反省と’幼年の販 

売戦略など，真剣な討議と開発,改良製品の発表など盛 

沢山の日々を送りました。思いがけない会場となったプ 

エルト・リコは， ドミニカ，ハイチのあるイスパニョ・ー 

ラ島の近くに浮かぶ小島で，17世紀風の趣が濃厚にただ 

よっており，島全体がリゾートとして開発され，カリブ海 

に浮ぷ避暑地であり，公営の浜辺がいたるところに設け 

週3口（月水金）,工業会事務局へ出勤，火・木曜日 

は小庭の植木と盆栽の手入れ（独善趣味）,土・日曜日の 

午後は町会事務所で同好の士との囲碁の会（頭の体操）, 

この他月2回旧友とのゴルフ（回帰願望）と知己との交 

友・維事などが程良くスケジュールを埋める近年の気楽 

なライフサイクルに感謝して過しております。 

工業会の運営も年毎に広範多様化し，活動の活性化と 

共に会議の度数も多くなり，小生も同席して傍聴するこ 

とが多い。役員の諸氏は夫々の所属会社の貴任ある地位 

の多忙な方々ばかり，会の業務は全くの無料奉仕，にも 

かかわらず大変熱心に会務の遂行に専心される姿勢には 

常々敬服致しております。 

このような結凍の良い業界でありながら，市場では全 

く足並が揃わず，昨今は益々悪化の傾向にある模様,関 

係者の困惑，焦慮の様は現役時代の経験を省りみて，関 

心なしではいられない想いです。いずれの業界でも，対 
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応策の総論は賛成されますが，各論となると中々実効が 

挙がらないのが通例のようです。広域,多面に亘る市場 

では，運動会の綱引のように号令一下というわけには、、 

かないと思います。然し個々の市場では限られた数社の 

競合で決まることであるので,関係者は疑心風聞を捨て 

てあくまで根気良く直接の話合で協調に努め,先づ以っ 

て各論を固めることが肝心ではないかと考えます。会員 

各社が市況安定意欲に徹するならば，総論は次善にまと 

まると信じます。 

折しも新」's表示許可取得の時期にあたり，生産設備 

の権備費，管理経費などの増加で製品のコストアップは 

避けられない時であります。一・層の協調により一日も早 

い業界の安定を願うものであります。 

奮’ 

~ 
~ 

、 ，

'；、i 襲羅 麟§鴛麟織

万年留年生の 
今日このごろ 

'

‘

」

ー

ー

 

-．日本シーI)ング工業会名誉顧問 

工学博士 

西 忠 雄 

定年を済ませて第2の人生に入ってから，既に7年半を 

縄た。といってもフィールドは延長線にあって，その間身 

辺に特に変化はないが,何かと多忙で縄まった仕事に打 

ち込めない憾みは大きい。朝は嘗っての逆コースの電車 

に乗るお蔭で,最初から坐って行けるのが何より有雌く, 

車中の読書や原稿の校閲など大いに処理に役立つ。暇が 

あったら読みたいと思っていた新書,選書の類から専門 

雑誌なども片っ端から読める楽しみは量的にも大きい。 

各種学協会の委員関係もひと頃に比ぺればすっかり疎 

遠となり，その点肩の荷を降した感じであるが，一抹の 

淋しさもないとはいえない。これと入れ替りに, 3年程 

前から20(〕人近い教職員と共に35x〕人に余る学生を預っ 

て,些か老後？には似つかわしくない心労とたわいな、、 

雑事に追い廻される昨今である。それでも努めて毎年1 

回位は海外にでることを楽しみとも糧ともしている。口 

幅ったいが，ものをグローバルに見る術も身につくと、、 

うものではないだろうか。最早万年留年学生の気持とで 

もいえる昨今，楽しくもあり，歯がゆくもありか。まず 

は健在である。 

痴
調
引
－
・
 

日本シーリング工業会名誉顧間 
工学博士 

狩 野 春 一 

11月17 H，咋I-Iのゴルフに疲れて朝食がおそくなっ 

た。天気予報を視ていたら画面がブレたのに眼がついて 

ゆけず軽い眩蛍を覚え,歳の重みかな？と不安になって 

心細かった。傍においた新聞に眼が移ったとき,昨日行 

なわれた国際女子マラソンで，スミスとガローとの昭血 

辺の競り合いの写真が眼を射た。またスポーツ面には加 

歳程も年下のガローを抜いてゴールインするスミスの大 

写しがあった。そしてスミスは43歳で二人の子の母親で 

あること。歴代第3位の大記録であることの外，ガンを 

克服して完走した50歳のデリア俊子の喜びもほめてあっ 

た。偉いクと思うよりも戦嘩を覚える感激であった。 

歳や環境を超越し，ガンを克服して自己の志す所,そ 

の極限に挑む勇気こそ向上と健康への途と思った時,ま 

だα）代の青年？ (20内外年若）にオメオメ負けられな、、 

ような気になって舷世も不安も全く忘れたスガスガしさ 

だった。 

身辺雑記 
ゼンソクの記＝ 一薫 一二 

日本シーリング工業会顧間 

東京工業大学教授 

、一一三一血一一．戸ij\井い轟
何時になく強烈な発作に襲われて呼吸困難に陥ったの 

は，'"I…年】Dj」刀日の朝6時少し前であった。この2年ほど 

鳴りを潜めていた気管支喘息が,また怪しげなる気配を 

示し始めたのが，確か8月末項ではなかったかと思う。 

夏前から体調をくずし気味であったのに加え，不順な夏 
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i」一ー本員麟役唾，問近況懇費曹 
と哨息患者の最も恐れる奇妙な低気圧の通過に見舞われ 

たのは，全くの不運であった。 

秘蔵の携帯用吸入薬が，一瞬の安らぎをも与えてくれ 

ないことを知った時，我慢もこれまでと覚悟を決め，窓 

の隙間から入ってくる風の中で，懸命に腹式呼吸を試み 

ながら，家内に119番へ依頼させた。 

七救急車が左折します。通して下さい 母日頃， 

横暴とさえ思える救急車が，これほどまでに慎もしく身 

近に感じられる振動に身をゆだね，酸素吸入を受けなが 

ら耐えた。 

当直医の静脈注射が,期待したほどには効Hを表わさ 

ないのをもどかしく感じながら，明日，福岡への講演旅 

行中の用心として，発作止めの特効薬でも貰って帰ろう 

と，外米患者の受付時間のくるのを小児科外来のベッド 

を借りて待った。が ，その2時間ほど後には，入院 

患省として生れて初めての点滴を受けていた。 

喘息の患者ほど，人騒がせなものはない。発作が収ま 

ってしまうと，ケロッとして全く普通の人と変りがなく 

なる。薬の副作用とか内臓疾息の併発さえなければ，こ 

れで病人かと本人ですら思えるほどである。御多忙中お 

見舞戴いた方A,に対して，多少言分けじみて恐縮だが， 

これは経験者なら御理解戴けると思う。 

もっとも，隣のペッドにいる60歳・寸過ぎのオッサン 

は，相撲でいえば三役クラスの公害喘息で, 1 か月に7 

万円なにがしかの支給を受けているという。勿論，治療 

費は無料。この人ほどに病状が進むとJ喉のゼイゼイ，ヒ 

イヒイは,呼吸の証明であって驚くに足らない。しょっ 

ちゅう淡がからんで，携帯用吸入薬は1日に3-,4回そ 

れも1回にダプルかトりプルという多量を使う。ウルト 

ラCと称する本格吸入は2'-'3 日に一・度，その間に点滴 

と、、った調子である。おかげで，副腎皮質ホルモンの 

副作用で顔はパンパン，ウエストがl mlocniと，三役の 

貫録ト分といったところである。もう7か月も1続して 

おり，今年の正月もこの病院で迎えたという。今度の正 

月も多分そうではないかと思われた。 

それに比べれば，小生などはやっと新弟子検査に合格 

した程度のアマチュア同然なのではあるまいか。この病 

気はなかなか廃業させてくれないが,決して序の口,序 

~"v "v 、～~、～~vv’~、‘‘、’、‘’、‘ソ、～、～、”～●’“、”●、‘"'""'"“、”‘'“、・’●’"‘●・、・‘・”●’"‘．・“'“、 

二段と山世しないよう注意し，日頃の摂生を怠ってはな 

らないと，反面教師の隣で決意を固めたものです。 

15日間の入院後，11月11日に無事退院しました。万全 

を期すとすれば，あと1週間を要するところというが， 

そうもしておれない事情もあり，少し無理に脱出した感 

はある。その分だけ自制しなければと，過労と酒をいま 

しめている。前者は怠惰な本性と共存共栄といえるが， 

後者はあくなき欲望との熾烈な戦である。1 年365日, 

酒の切れたことのない小生が，カルシウムイオン水など 

飲みながら刺身を喰ってる図など，全くサマにならな、、 

がこの際は辛抱々々。 

この小文が諸兄の目に触れる頃には，多分，恐らく， 

いや絶対に，従前通り飲んだくれている筈。何卒こ心配 

のなきようお願い致します。 

先づは,ゼンソクをゼンソクで駆け抜けた快気の御挨 

拶まで。 
' 

電車の中で 

日本シーリング工業会顧間 
千葉大学助教授 

加 藤 正 守 

9時頃の千葉行に乗る。時間帯が多少ずれているのか 

腰かけられるのがありがたい。年のせいではない。読書 

とときには居睡りの時間でもあるからである。口経新聞 

を読む。先づ裏の 「私の履歴書」 「交遊抄」から読始め 

る。人間の生き方と交遊の尊さに,少なからず興味がひか 

れる。立っているときは読書はしない。専ら広告の見出 

しを眺める。旅立ち,ふりむけば君がいて，国鉄もなか 

なかスマートになったものだ。中年の哀歓か。若者は殆 

んどうちの学生だが話しかけてくるものは少ない。話し 

かけられると嬉しくなってサービスに努めるのも，年の 

せいだろうか。同僚との話も弾む。それぞれの専門の話 

専門によるものの考え方など教えられることが多い。 

帰りは俳誌を読む，気分転換にもってこいだ。投句の締 

切りが迫ると推敵を重ねる。電車の中は情報蒐集または 

交換の場であり，時間である。頭の体操の時間でもある。 
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55. 1 
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10 

11 

02 級シーリング管理士再講習く12月9日於福岡県青少年文化センター）受講者 

27名 

〇新年会（1刀21日於西熟海ホテル） 

〇機関誌シーリング17号発行 

0 郵政省建築部シーリングエ事共通仕様書の検討始まる（1月23日於同省標準設 

計室） 

02 級シーリング管理士再講習（1月27日於広島紅葉会館）受講者24名 

○第3回1級シーりング管理士および第1同シーリソグ技術管理士養成講習会同 

試験の実施(2月2 H'- 5 日於南箱根生産性研修会館） 

・1 級シーリング管理士＝受講者60名，受験者63名（前回受講者3名），合 

格者38名 

・シーリング技術管理士＝＝受講者51名,受験者48名，合格者27名 

0 経営者懇談会（2月19日於鉄道会館ルビーホール） 

0 建設省建築共通仕様書改訂案答申（1次案） 

0l 級シーリング管理士再講習(3月1日於新大阪チサンホテル）受譜者27名 

02 級シーリング管理士再講習（3月2 日於新大阪チサンホテル）受講者40名 

01 級シーリング管理士および2級シーリング管理士再講習（3月15日於主婦の 

友会館） 

受講者=1級シーりング管理士32名I 2級シーリング管理士23名 

〇シ・ーリングニュースぬ10発行 

〇全国組織態勢の強化について方針を決定した。 

〇第17回通常総会(5月22日於東郷記念館） 

O 新顧間として小池辿夫先生（東I大）加藤正守先生（千葉大）を迎えた。 

0 経営者懇談会（6月2日於湯島会館） 

〇郵政省での説明会実施(7月14日於同省全国設計課会議） 

〇建設省営繕部建築課の要請によるシーリングの調査に協力 

〇シーリングニュースぬ11発行 

〇日シエ東京支部第1回通常総会開催 

O 建設省「建築工事施工監理指針シーリングエ事」改訂（案）作成開始 

0J Is 表示許可工場受審のための講習会（9月9日～10日於家の光会館） 

講師：（束京通産局）＝岡田邦夫氏， （エ業技術院）＝大久保和夫氏, く建 

材試験センター）＝小松幸雄氏 

受講者48名（22社） 

〇建築ガスケット協会の協会規格作成委員に技術委員を派遣 

〇座談会“シーりングの補修とメンテナンス． を開催（於銀座オリンビック） 

0 （社）日本カーテソウォールエ業会のシーリング分科会に技術委員を派遣 

○シーリングニュース助．12発行 

〇合同分科会（東京支部合同）I 特別講演会（ョーロッパのシーリング事情）を 

開催19日於湯島会館） 講師＝大成建設囲鶴田裕氏 

〇第2回シーリング 

防水技能検定実技 

試験実施 

〇東シ協（苅谷新理 

事長）組合再建へ 

スタート（2月） 

〇建築ガスケットS 

Is 改定原案工技 

院に答中（2月） 

〇第2回シーリング 

防水技能士合格発 

表（3月） 

1 級＝137名 

2級＝299名 

〇'80日本DIY・＆ 

・ホビーショー開 

催（9月） 

〇日本建築学会材料 

施工委員会第二分 

科会新委員決定＝ 

仕入氏，小池氏， 

渡辺氏など 

〇注入用ェポキシ, 

建築ガスケットJ 

Is など今年度内 

公布に（工技院） 

- 19 一 



56 年を展望する） 
→関連業界動向を中心とレて＋-

広報委員会 

ーIJング材需要動向 

建築産業にとっては好材料の少なかった55年であった 

が，シーリソグ材販売量は仲び率がやや下ったものの順 

調な伸び傾向を続けている。 

シーリング材全体の販売量は49年以降毎年10％以上の 

伸びを示し，55年も前年比15.1％増の41925 トンとなった。 

その中でも中心的分野である建築用シーリング材は加年 

以降毎年数％から20%台の伸び率を見せている。しかし 

伸び率は53年の前年比22.4％増，54年の同15.1％に比ぺ 

るとやや低くなり,12.8％増の32(〕訪トンとなった（表11）。 

こうしたシーリング材販売量の伸びは建築産業を中心 

とした各産業界でのシーリング材に対する認識の高まり 

による需要の増大が主な要因となっている。中でも建築 

関係ではプレハプ化構法による単位当り使用量の増加， 

許容伸縮率を考慮した目地設計の適正化による目地幅, 

月地数の増加，さらにシーリング材の普及により建築他 

業種（飯金，大エ，左官など）での使用量増加も見のが 

せない。また，土木用途および自動車関係，fly関連 

などでの需要も年々増え続けている。 

56年のシーリング材需要はこういった要因の他に，メ 

ンテナンス工事用のものも合め,油性系を除いてほぼ順 

調な伸び傾向を示すものと思われる。しかしユーザ・ーの 

評価の変化および価格面から基材別の伸び率格差はさら 

に拡大されるものと思われる。 

量的にはほぼ順調な足どりをたどっているシーリング 

材ではあるが，拡販のための過当競争激化による受注価 

格の低水準化や施工業者の体質の弱さなど,業界が改善 

しなければならない問題も多い。しかし材料，技術面で 

は56年は明るい見通しもある。材料面では54年に制定さ 

れた新JIS対応品が徐々に市場に出回り，品質の向上， 

強化が見込れる。またJASS (I-I本建築学会建築工事 

標準仕様書）の改訂が本年2月には発表される見通しと 

なっている。さらに施工技術向上という面では53年度か 

ら始まったシーリング工事の技能検定試験では71X〕名を 

越えるシーリング防水施工技能士がすでに誕生し，本年 

の試験でも多くの技能十が誕生するものと思われる。 

このように,材料，技術両面での充実化が見込まれる 

ことは56年のシーリング業界にとって明るい材料であ 

る．ここ数年順調に伸びてきた販売量の増加傾向は，今 

後建築着工からみれば低迷が予測される。しかし建築産 

業の不況の中にあるもののメンテナンス物件の増大,土 

木， DIY その他用途の拡大など新需要の増大によっ 

て，56年も2桁台の伸びは維持できるもの・と思われる。 

シーリング材全般の伸びの中でも基材別には多少様相 

が異なり，ユーザーの性能要求の変化,新基材，新製品 

の登場によってさまざまな動きがみられる。 

基本的な動きとしては油性系の減少と弾性系シ・ーリン 

グ材の増加である。油性系の減少傾向は年々大きくなり 

建築用シーリング材の中でのシェアはかつての過半数を 

大きく割り，55年ではついに15.7％となった（前年は 

18.7%)。逆にもっとも伸び率の高かったのは前年同様 

にポリウレタン系で前年上巳8.3％増となっている。 

統いてポリサルファイド系（同18.0%増）， シリコ・ー 

ン系（同12.5％増）となっている。 

シリコーン系は昭年に74％増，54年に37％増と急増し 

たのに続いて，55年の伸び率は12.5％とやや下ったもの 

の450(ルであり順調であるといえる。中でも数年前から 

ー加ー 
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本格的にヒ市された2成分形がシリコーンの中でも30% 

近いシェアの1200トンと急増したのは注目されるq 2成分 

形は最近になって超高層の大型物件での採用が急増して 

おり，またガラスグレーヂング用のポリサルファイド系 

にとって代るなど明るい材料が目立っている。ただし石 

目地などにおける被着体の汚染問題など解決をせまられ 

表―1 シーリング材の年別販売推定量（単位トン） 
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ている問題は今後の課題である。さらに1成分形のルー 

ト販売の伸びも続いており，用途の汎用化と，ガラス関 

係における安定した需要などシリコーン系にとっては好 

材料が多い。 

ポリサルファイド系は55年が7850トンの前年」一L18.0％増 

で前年の伸び率（17.5%)をわずかながら上回った。好況 

期の30％に近い伸びこそなくなったものの‘粥生シーり 
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22, 090 
24, 350 
25, 555 
31, 170 
36, 440 
41, 925 

（注） 日木ツーリンダ工業会の推定iこよる。 

（変成ツリコーソは54年400トンを250トノに訂正） 

ング材の中でもっとも古い歴史と実績を持 

っていることは変らず,全建築用シ・ーリン 

グ材中のシェアも24.5形ともっとも高い。 

最近は大型物件こそ少なくなったものの， 

その長い歴史によって用途の底辺が広がり 

ますます汎用化の道をたどっており，かつ 

ての油性に代って建築用シーリンク’材の中 

心的地位を占めている。 

ポリウレタン系は53年の40.4%, 54年Sつ 

49.9％という驚異的な伸びこそなくなった 

ものの，55年も建築用シーリング材「「Iもっ 

とも高、、伸び率(28.3彩増）の6750トンでさら 

に増加している。シリコーン系と同様に上 

市されてから日の浅い1成分形が好調でポ 

リウレタンの中でも26.7％を占める1800トン 

となっている。1 成分形は一戸建ブレハプ 

住宅や小規模物件などの建材関係ルートが 

相変らず好調であり，この分野はさらに増 

加が見込まれる。2成分形は従来の油性系 

用途に代る弾性シーリング材としての需要 

が年々増加しており，特にPC板目地にお 

いては完全に用途が確立されたと言っても 

よい。弾陛シーリング材の中でも価格的に 

優位に立っているのもその要因であると考 

らえれる。 

アクリル系は主要用途であるALC板の 

出荷量伸び率が下ったとはいえ建材の中で 

も比較的好調を保って、、るため55年は54年 

の5.3形増を越え, 10.1％増の4350トンとな 

っている。近年では低価格である利点を生 

かして建材関係の一般用途にも一部使用さ 

れており，量的な面では大きな変化はな、、 
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と思われる。しかしALC板山荷量が，頭打ち傾向を見 

せてきたことはアクリル系にとって56年の動向は楽観を 

許されないといえよう。 

プチル系はシーリングエ事において大量に使われるこ 

とはないが，広範囲な用途で使用されている。販売量は 

前年と同じで建築用では横ばいとなっている。主用途の 

鈑金関係を中心とした金物ルートが安定している。 

SBR 系も55年は横バイの400トンで少量ながら地味な 

用途での安定需要となっている。 

油性系は年々販売量が減少し，55年も前年比5.0%減 

の5035 'ンとなり，建築用シーリング材中のシュアも15.7 

％と大きく落ち込んだ。長い実績と低価格であるという 

利点があるものの，シーリング材に対するユーザーの要 

求性能の高度化によって大規模物件で使用されることは 

少なくなっており，今後も需要が回復することは期待し 

にくい。 

4年前に上市された変成シリコーソ系は，従来の弾性 

シーリング材にとって代るぺく積極的な市場拡大をはか 

っているが，実績が重視される建築業界では急増は難し 

く, 55年む仲び率こそ前年比120.0形増となっているも 

のの量的には550トンとまだ少量である。建築用シーリン 

グ材中のシュアもわずかであるが，ユーザーのこの材料 

に対する期待度は大きく,今後もっとも注目される材料 

のーつである。 

．建築業界の動向 

」’II"-"'I 

i 2 -i 建設投資の動 き 

建設産業の不況感はぬぐえない現況にあるが，政府の 

公共投資拡大策などにより，昭和54年度はわずかながら 

回復傾向が見られた。54年度の建設投資は名目で好兆 

7587億円（前年比11.9％増）,実質(50年価格）で36兆 

3044億円（同0.9％増）となった。このように名目では 

大きな増加を示したものの原油価格高騰などの要因によ 

る建設資材価格の上昇を反映し，実質の伸びは小さくな 

っている。このうち政府建設投資は名目で18兆7090億円 

（前年比6.3％増），実質で14兆1787億円（同3.1%減）で 

あり，民間建設投資は名目で前年比15.8％増の29兆497 

億という民間経済の好調を反映したものとなった。特に 

民間企業設備投資が活発であり，民間建築の非住宅の伸 

びが15.0％増と火きな伸びを見せた。 

しかし55年度は民間住宅や企業の設備投資の不振など 

建設活動の停滞により,年度当初の見通しを下回り，最 

終的には名目で50兆1900億円（前年比5.1％増）にとど 

まるものと思われ,実質では34兆5500億円（同4.8％減） 

となり,第1次石油ショック後の49年度以来6年ぶりに 

前年度を下回ることになった。特に住宅建設は大きな落 

ち込みを見せ当初見通し（142万戸）を下同り131万戸程 

度にとどまるものと見られている。 

56年度の政府予算においても2年連続で公共事業伸び 

率がゼロになるなど厳しいものがあり，民間工事も息切 

れ現象が山ているだけに，建設業界にとって新年度はか 

つてない厳しい年であるといえる。 

表一2 昭和55年度建設投資見通し 

（単位：偉川、％) 

53 年度 54 年度 55 年慶 
増 り~ 率 

54/51 55/54 

総 額 一一 
477, 587 
(363, 044) 

101, 900 
(345, 500> ( 1協 轟

 建 築 
251, 963 
(213, 478) 

290, 020 
(220, 253) 

299, 200 
(207, 500) 

〔lIl〕 n
」
 

土 木 

再 掲 

174, 897 
(146, 164) 

187, 567 
(142, 791) 

「一 

7

.

2

(A2 .
3)

 

い
」
 

政 府 

民 聞 

175, 934 
(146, 290) 
250, 926 

(213, 352) 

187, 090 
>141, 787) 
290, 497 
(221, 257) 

119, 200 
(135, 000) 
202, 700 

(210, 500) 
議」 

5. 5 
(△4.8) 

42 
(A4,9) 

〔参 考〕 
民間非住宅 
＋民間主木 

112, 559 
(95, 275) 

135, 427 
>104, 487) 

149, 000 
(104. 400) (2錦 (認 

【注） 1． ト段（ ）内は実質価（昭和50年度価格）である。 

2・曽器緒器'器青蟹雄ご繋鴛雛讐f論貼器k響 
I日した．ものであるため、者中の計数で算IhLたものと必rしも ・敢しない． 

2-2 建築着エの動向 

建築用シ・ーリング材の需要動向にもっとも大きな影響 

を持つのは，わが国建築産業の推移であり,その数字的 

な表れである建築着工面積の動向であろう。昭和48年ま 

での高度成長にのった驚異的な伸びが石油ショックによ 

る景気のひえこみで大きく落ち込み, 49年の建築着工床 

面積は29%減となった。51年からようやく同復傾向をみ 

せて54年まで毎年数％ずつ増加し，54年は前年比5.7% 

増の2億4530万げとなったものの48年の水準には戻っ 

一22 ー 
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ていない。しかし，55年に入ってふたたび景気にかげり 

が見え始め，現時点までに発表された着工統計によると 

第1四半期が前年同期比3.0%増であったものの第2四 

半期が同7.0％減，第3四半期が，同4.0%滅と落ち込 

み，減少傾向を見せており，56年も楽観は許されない厳 

しい状勢となっている （図-1,表-3 )~ 

さらにこのうちシーリング材との関連が深い不燃建築 

物だけを見てみると，多少様相を異にしている。柵年に 

前年上ヒ37.8%減と激減し,その後51年から徐々に回復し 

54年は前年上ヒ10.5男増の1憶4042万rnZとなっており,全 

建築着エを上まわる回復率となっている。また55年に入 

ってからも第1四半期が前年同期比2.8％増，第2四半 

期が同1.9%減，第3四半期が同8.3％増で,平均すると 

横ばいか徴増傾向で全体の中では明るい数字と言える。 

これは木造住宅建設の民間部門の大幅な幕ち込みに対し 

て公共建築が，政府の景気浮揚策によって持ちこたえて 

いるためと思われる （図-2，表一3 )~ 

住宅建設は，48年の190万戸から以後毎年150万戸前後 

で低迷しており53年に154万9362戸とようやく上向、、た 

ものの，54年は前年上E13.6％減の149万3023戸となり，ふ 

たたび150万戸を剖った。現時点までの状勢ではこ、の勢 

いはさらにはずみがつき, 55年は131万戸程度にとどま 

るものと予想される。これは景気の冷え込みからくる民 

間個人住宅の大きな落ち込みが影響しているものと思わ 

れる。 

表-3 

霧二 

しかし ・戸当り住宅規模は54年は過去最高の92. 'Im1 

（前年度比5.2％増）となりI この面では55年度も増加 

する傾向にあると言える。 

政府では55年度は住宅対策事業費として5兆1022億円 

（前年度当初比8.3形増）を計上しており， これによっ 

て第3期住宅建設5カ年計画最終年度の事業が推進され 

ている‘, 

51年から55年度までの第3期住宅建設5カ年計画は， 

54年度までの進捗掬兄が642万1500戸（進捗率74.7%）で 

公営，公団住宅建設に若干の遅れはあるものの，強い持 

家需要に対応して公庫住宅を大幅に増加するなどの措置 

により大むね順調に進んでいる。 

政府の56年度事業では公営住宅が, 5万5000戸で前年 

比1万5000戸減，住宅金融公庫では51万戸で2万戸減 

となっている。 

住宅公団では56年度は前年より2000戸減の3万8000戸 

の建設計画となっている。また公団住宅も居住環境向上 

の住宅需要に応じて，賃貸住宅で大型3 DK 化，分講庄 

宅で3 LDK 化するなどしており,一戸当り住宅規模を 

2 mL拡大する予定となっている。 

また「良質，安価な住宅を」という国民の要請に応え 

るため51年度から進められてきた~ハウス55」計画の研 

究開発は54年9月で終了し, 55年10月にはミサワホーム 

が製品を上場し,企業化段階に移行している。 

さらに，消費者保護および住宅の品質向上を図るため 

建築着工統計く建築統計月報より） ※次頁に続く （単位千房） 
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鷹麟議麟澎 
長期間にわたり住宅性能を保証し，かしの補修を円滑化 

するための住宅性能保証制度は,これまでに実現のため 

の条件の検討,制度の実施運営に必要な調査・検討を行 

なってきた。56年度はその成果を踏まえつつ新築一戸建 

持家住宅を対象として本制度の創設，普汲を図ることに 

濁 
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昭和 

図―1 建築着工面積（総床面積） 
（図1 -4 とも建築統計年報, H報より。55年はー部推定）, 

（千万mり 

」！霤ミ菩盤巌燕1ミ菩；峯i 
に．’ふ’'',""’. 、・ 驚奪！i童ili」i,！難i．…I 

なっている。 

いずれにしても住宅建設分野では戸数が減少してきて 

いるものの,規模，構造,設備などの向上が着女と図ら 

れており，雨漏り,水回り処理などにおいてシ・ーリング 

材の役割は年々大きくなっていると言えよう。 
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図―3 木造建築着工統計 
(55年は9月までが実績，以後白い部分は推定） 
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2-3 プレハブ住宅建築 

シーリング材需要のかなり大きな分野であるプレハブ 

住宅建設は，54年度において前年.510.7形増の160, 487戸 

にとどまった。全着工新設住宅に占める割合（プレハブ 

化率）は10.8％であり，これもほとんど変っていない。 

55年度も新設住宅着工の落ち込みから考えれば大きな 

表―4 プレハブ住宅販売戸数（プレハプ建築協会調べ） 

ヲ 

期待は持てず，さらに56年度もこの厳しさが続くものと 

見られている。 

54年度のプレハブ住宅建設動向を細かく見てみると, 

まず基模別では, 」戸建が前年比3.5％増であったのに 

対し，低層連統 （アパートなど）が同1.9％増，中高 

層では同8.6％のマイナスとなっている。中高層住宅の 

70％を占める公共建築の低迷と前年比26.3%減となった 

単位：戸 

50 年度 51 年度 52 年度 53 年度 54 年度 

プ

販

 

籍
 

164,052 152, 324 158, 133 159, 430 160, 487 

伸び率（%) A 7,1 3,8 0,8 0 7 

(B )全着工新設 
注宅数（暦年） 

1,356,286 1,523,844 1,508,262 1,549,362 1,493,023 

(A)/(B ) 12.1% 10.0% 10.5% 10.3% 10.8% 

(C )プレハブ住宅 

生産能力数 38協I 

352

,932

(242) 

314, 125 
(223) 

274, 7
23

(2~9)
 

253

,679

(19% 

(A)/(C) 乾，B%
 

43.2% 5113% 50.0% 63.2% 

i主J 1 工新設住宅数（旦） は、 律設省・建築着工続‘『」こ上るもので，－暦年 
したのは、 マーヒハマ1事モ胆売’可孜と全署工”『皿「Eてiとを討比する1" 

iふ＝舞L」，－ぐのTれをβケHI み左志 で手る。 
i鵬刀故、じJの ‘ ’ 円の歌7は山’歌である‘， 

表15 プレハブ住宅階層別，構造別販売戸数（完エ） 

民問需要の冷え込みが大きく響いていると 

いえる。一戸建住宅の中でも特に変化の激 

しいのがコンクリート系で，53年度に前年 

比32.4％増と好調であったものが，54年皮 

は逆に5.5％減の5808戸と落ち込んでいる。 

構造別に総合した見方をしてみると，木 

質系が一戸建0.2％増，低層連続12.7%減 

となっており，この分野では低層連続の落 

ち込みが日立っている。鉄鋼系は一、戸建で 

5.1.％増，低層連続で9.1彩増となっており 

比較的好調を保っていると言える。ただし 

（ブレハブ建築協会調ぺ） 

単位：戸 

こn‘丁＝F# 
JUサ→Jュ 

11‘午I右二 
J'+1 又 

＝り加‘右’ 
り‘サ一Jュ 

巴り・午“F 
JJ‘ドJ又 

巴』 ‘1＝中 
り4廾ー’立 

対前年度比 対前年度比 対前年度比 対前年度比 対前年度比 

一
戸
建
住
宅
 

木 質 系 25, 731 76. 0" 21, 879 85. 0" 23, 256 106.3" 22, 975 98.8% 23, 422 100. 2% 

鉄 鋼 系 61, 710 96, 7 56, 202 91. 1 52, 975 94. 3 55, 234 104. 3 58, 061 105. 1 

コンクリート系 3, 570 74, 9 4, 730 132.5 4, 645 98. 2 6, 148 132. 4 6,808 94. 5 

小 計 91,011 88.9 82, 811 91.0 80, 876 97. 7 84, 357 104, 3 87, 291 103. 5 

共
 

同
 

建
 

住
 

宅
 

低

層

連

続

 

木 質 系 2, 547 1,915.0 6,712 263. 5 7, 325 109, 1 6, 833 93. 3 5, 968 87. 3 

鉄 鋼 系 14, 557 130, 9 26, 745 183. 7 25, 989 97, 2 29, 089 111.9 31, 739 109, 1 

ン
 

ク
 

J
 

コ

ト

 

一

系

 

5, 932 

8 
 Jn

。J 

4,533 76. 4 5, 891 130.0 7,799 132. 4 6, 838 

44, 545 

87. 7 

101.9 小 計 23,036 1
 
n
乙
 

に一 7
' ' 

37, 990 164. 9 39, 205 103, 2 43, 721 111. 5 

中
 

高
 

層
 

鉄 鋼 系 91 35.5 282 309. 9 428 151.8 808 188.8 454 66,2 

PC 工法 39, 657 91. 2 27, 218 68. 6 26, 276 96. 5 22, 579 85, 9 21, 500 95.2 

PS 工法 264 53. 9 388 147. 0 532 137.1 442 83. 1 534 120. 8 

1-OP C 工法 9,956 80. 6 3,527 35.4 10, 792 306,0 7, 174 66. 5 6, 163 85.9 

RPC 工法 37 8.6 108 291,9 24 22. 2 349 1,454.2 

小 計 50, 005 87. 7 31, 523 63,0 38, 052 120.7 31, 352 82, 4 28, 651 91. 4 

共 同 建 計 73, 041 97, 0 69, 513 95. 2 77, 257 111.1 75, 073 97. 2 73, 196 97. 5 

合 計 164, 052 92.3 152, 324 92, 9 158, 133 103.8 159, 430 100. 8 160, 487 100. 6 
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解
 

鉄鋼系でも中高層は43.8％減と大きく落ち込んでいるが 

中高層の戸数は一戸建の百分の一以下であり全体には大 

さな影響を与えていない。コンクリート住宅は一戸建が 

5.5%減,低層連統が12.3%滅と落ち込み中高層分野でも 

5.2％のマイナスとなっている（表－4 , 5 )。 

以上のようにプレハブ住宅建設戸数は，ここ数年頭Ii-

ち傾向を見せており，新年度も大きな期待がかけられな 

い状況となっている。ただし, 1 戸当り床面積の拡大や 

住宅耐久性能の向Lといった要求が消費者の聞で大きく 

なっており, シーりング材の占める重要吐はますます高 

くなっていくものと思われる。 

プレハプ住宅に使用されるシーリソグ材は構造によっ 

ても異なるが，コンクりート関係では圧倒的にポリウレ 

タン系2成分形が多い。また木質,鉄鋼系の一戸建では 

ポリウレタン系1成分形の使用が多くなっている。もち 

ろんそれ以外の材料,シリコ・ーソ，ポリサルファイドな 

ども多量に使用されており，適材適所という使われ方が 

浸透してきている。施工体系も，工場で施工するものか 

ら現場施工までさまざまであり，現場施エの中でもシー 

リング施工業者による施工だけでなく，プレハプ建築の 

工務店による施ェまで多種多様である。それによっても 

使用されるシーリング材の種類は変るものであるが，大 

むね，中高層の大規模建築では2成分形，一戸建では1 

成分形という使い分けになってきているようである。 

またプレハプ住宅のシ・ーリング材需要にとって見のが 

せないのは，最近になって活発化してきたメンテナンス 

需要である。プレハブ建築の好況期であった昭和40年代 

中ころの建物に施エされたシーリング材の寿命が限界に 

きており，これらの建物に対するメンテナンスの必要性 

にせまられている。住宅公団や地方自治体では2'-'3年 

前からこうした建物のメンテナンスを具体的に検討して 

おり,すでに一部では工事が始まっている。しかしこう 

したメンテナンス工事が本格化するのはまだこれからで 

あり，この面では大きな期待が持てよう。 

いずれにしても安定したプレハプ住宅需要の中で,シ 

ーリング材もますます広範囲に使用されていくものと思 

われる。 

建築関連業界の動向 

3一1 メタルカーテンウオー)レ 

民間に発注のほとんどを依存するカーテンウォール業 

界は民間需要の伸びにささえられ54年度は比較的好調な 

伸び率を示した。そして55年度も似たような傾向を示し 

微増傾向といえ，ある意味では順調な動きであったと、、 

えよう。 

アルミサッシについては通産省の「金属製建具統計月 

報（工場出荷額によるもの刀 があり統計がとられて、、 

るが，複合部材であるメタルカーテンウォールには, こ 

れに相当するものがない。過去に一度だけ上記の統計様 

式の一部に採用され,通産省においてまとめたことがあ 

ったが，報告の出が悪いためか現在では統計が出されて 

、、な、、。 

しかし概略で，54年度は53年度を上同る約44万げ， 

55年度はほぼ横バイで，ピークの48年にくらぺ，まだか 

なり低い水準にある。 

コソクリートカーテソウォールに比バにコスト高のメタ 

ルカーテソウォール需要は中高層のビル外壁改装工事な 

ど新規需要をメインとして回復基調にあるようだ。 

この改装工事は①外観の改装②タイルや張石の剥落防 

止③省ェネルギーなどのメリットを持つもので，いわば 

約10cmの空気層を持つ＝重壁となるわけで，今までにも 

丸普ビル，東芝ビル，日活会館，上野松阪屋など商業用 

オフィスビル，病院，学校など数多くの実績をあげ,そ 

の発展が期待されている。 

メタルカーテンウォールにおけるシーリング工事は依 

然としてポリサルファイド系が高いシェアを持っている 

が，この2 , 3年シリコーン2成分形が需要を伸ばしつ 

つある。そして新基材である変成シリコーンも ・部で採 

用され始めたと言われている。このメタル需要のシーリ 

ング材を概算してみると，次のようになる。パネルの開 

口部の有無を平均化し, 1 パネル4. 2m'平均とみてその 

平均目地部が6.5mと計算する。その結果甫当りの目地 

- 26 - 



菅義懲懲懲懲「檠巌』』奮；議達 ■熱轄難■藩薄…i.:．無§難：■；．職 

となるu この数字に54年度推定出荷量である44万dをか 

けると約66万mとなる。この目地平均を幅201111n )(深さ20 

皿ni（比重1.4） と換算した場合，約369'6トンの使用量とな 

る。この他, カーテンウォールエ業会会員以外でもかな 

りの出荷量が見込まれ，上記の369 t に約100 t を加えた 

約470 上がメタルカーーテンウォ・ールで使用されるシーリ 

ング材の総量ではないかと推定される。全シーリソグ材 

の需要量の中でメタルカーテソウォール需要は意外と少 

ない数字のようである。 

また，技術的問題点として，施工後1---2年程度でア 

ルミカーテンウォ,ールのパネル全面に出ることがある孔 

食（孔状の腐食）がある。この原因は現在のところはっき 

り分かっておらずレTルミと着色剤のイオン化傾向の差 

異レ着色剤の付着による応力ーなどがあげられている 

が，現在のところ対応策としての補修方法は確立されて 

いないのが現状のようである。 

―・方,昨年より等気圧理論を応用したオープンジョイ 

ントエ法は水密性能を長期間維持できるエ法として注目 

をあびている。アルミカーテンウォ・ールでは口本軽金属 

が「T AW ェ法」 （マリオンタイプ）として手掛けその 

他住友ウォールシステムなどもこれに続く工法を開発し 

ており，三井ビル，住友生命，大分ビル，広島興銀ビル 

鶴岡信用金庫ビルなど，着実な実績をあげつつある。 

こうしたオープンジョイント工法が開発されたのは， 

今まで施工されたカーテンウォールェ法による外壁に意 

外と漏水事故が発生し」その原因としてシーリング材が 

苛酷な条件下で予想以上に早く破断や接着剥離をおこし 

たことによると思われる。これらの工法が今後，急激に 

普及するかどうかはわからないが高層建築分野でのシー 

リング材の耐久性能がより一層きびしく要求されること 

は間違いないところであろう。 

3 -2 コンクリートカーテンウォール 

メタルカ・ーテンウォールと同様に，民間に依存するコ 

ンクリートカーテンウォールはメタルに対して低価格と 

いう経済性が受け，確実に安定した成長を示しているよ 

うである。また，近年官公庁物件にも採用される傾向に 

あり, この点が今後の伸びに大きな影響を与えていくと 

ミ‘」’‘，「 

思われる。 

シーリング材はポリサルファイド系が中心ではあるも 

のの超高層から高層にかけてシリコーン系2成分形，変 

成シリコーン2成分形。中低層でウレタン系2成分形な 

どが採用されてきている。このコンクリートカーテンウ 

ォール（PC）の仕上げは現場吹きの場合とエ場吹きの 

場合があり，それぞれシーリング材とのとり合いなどで 

様々なクレ・ームを起しているケースもあるようである。 

たとえば, 目地内部まで吹き付けた場合とか，シーリン 

グ材のうえから吹きつけたためしみが生じた，またはタ 

イル張り仕上げで落とし日地の徹底,プライマーの使、、 

分けーなど数多いようである。こうした技術的な問題 

点など関連団体との接触が早急に必要とされてきて、、 

る。 

こ()) PC 板表面仕上げは,昭fIJ30-40年にかけて打放 

しが主流であり,オリンビック以後の44,-45年頃よりタ 

イルの先付け工法や擬石張りなどの工法が出現,そして 

50年になってマトリックや吹付タイルなどに変遷した。 

そして最近では,コストは高いが,安全性,耐久性，色 

彩，テクスチャーなど設計者の意匠を満足させる仕上材 

といった理由で，タイル先付け工法が多くなり主流とも 

言われるようになってきた。 

こうした中で，高度成長期に完エした物件のタイル仕 

上げなどについてl 対震性の調査が全国的に開始されて 

いる。これは，建設省が中心となって「タイル近代化促 

進委員会」を発足，地震なと災害時の主要幹線道路に面 

した建築物や,人の集合する駅，デパートなどでの，外 

装材の脱落防止を計ろうというもので, 56年以降こうし 

た壁面の改修ーL事など対震性を考慮した物件が増加する 

ものと思われる。 

超高層ビルなど大型物件から巾低層まで幅広い需要層 

を持つコンクリートカーテンウォールの出荷量は, コン 

クリートカーテンウォール工業会調ぺで53年に約103万 

げであったが54年以降は同会の調査結果が公表されて、、 

ないU しかし」メーカー各社の55年総工費売り上げ高が 

ほぼ対前年比で横パイ状態と言われており，実質的には 

減少傾向にあると推定される。こうしたなかで56年以降 

関連資材が低下しつつあり，市況はPC業界に有利な条 
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件となりつつあるため,本年の需要に期待がもたれて、、 

る。 

また，ここ数年間にPC板メーカーも約30社と増え過 

当競争ぎみとなっており,物件によっては市況より20 -

30％ダウンの価格も多く見られるようになってきており 

今後，対ゼネコンとの取引条件の改正，歩切りの撤廃な 

ど，コンクリートカーテンウォール業界も新たな転換期 

を迎えつつあるようだ。 

新しい動きとしては，強化ガラス繊維を利用したCR 

C カーテンウォールがある。これは，従来のPC板と比 

較して厚みの薄さに特徴があるが，セメント含有比率が 

非常に高くげ当り800 -'1000取使用されている。 このた 

めph度が高く， シーリング材を使用する場合プライマ 

ーの開発など多くの問題点を残して、、ると言われて、、 

る。需要量は，まだ開発されたばかりとあって数量にあ 

らわれていないが,業界動向としては，55年4月に旭ガ 

ラス，日本板ガラスなどガラス繊維メーカーを中心とし 

て日本CRC協会が設立され，当面は内装材関係を中心 

とした需要層をねらって実績づくりが行なわれていくも 

ようである。 

3-3 サ ッ シ 

アルミサッシは，55年度に入り減産体制を敷いて、、 

る。需要そのものが新設住宅着工件数の落ち込みから低 

迷していることに加え，今年度8月に第3次価格改定の 

完全浸透をねらったことに因していると見られている。 

こうした動向を背景に10月から12月までの第3・四半期 

の生産量は前年同期比15％減の12万トンにとどまるものと 

予想されている。 

・方出荷量は55年度7月が前年同期比12％減の41,700 

8月が同13%減の39,800 トン， 9月が同26.6％減の 

35,600トンとますます低迷の色を濃くLている。 

こうした情勢により55年度第3 ・四半期についても， 

住宅サッシの低迷に加え」ビル用サッシも手持ち工事が 

なくなりはじめていることから,今年度の需要回復は期 

待薄の見込みとなっている。第3 ・四半期の出荷量はせ 

いぜい前年同期比15％減の11万トンと見られている。価 

格は各メーカーとも8月から，平均17彩の値上げを実施 

しているが，いまだ完全浸透になっていないため，各メ 

ーカーとも長期戦のかまえをみせ始めているのが現状の 

ようだ。 

サッシの出荷議は55年前半まで比較的好調な伸びを統 

けていたが，前記のように55年7 )」に， 1年8カ月ぶり 

に前年水準を割り，8月にはさらにここ数年来なかった 

大幅な落ち込みを見せた。 これについてサッシ業界で 

は，住宅着工数の落ち込みで需要が冷え込んでいるうえ 

に，メーカーが値上げを図ったため流通段階での買い控 

え姿勢を強めたことが原因としている。そして流通在庫 

が依然として高水準にあることから,こうした出荷の低 

迷は56年以降当分続くとの悲観的な見方が広がって、、 

る。 

サッシ協会では55年度の出荷量を51万3500トン（前年度 

土E4.5％減） と予測しているか，実際の出荷動向はこれ 

を下回るペーースになっており，場合によっては50万トンの 

大台を割る可能性も出てきたようだ。 

サッシはいうまでもなく，シーリング材を多用する分 

野のー・つである。その用途としてはサッシのガラス回り 

およびサッシと躯体との取り合い部に,成形ガスケット 

やシーリング材が使用される。 

ガラス回りにおいては，ガスケッ トとシーリング材の 

使用割合は，ここ数年あまり変化がなく95対5ぐらいと 

圧倒的にガスケットで占められている。こうした傾向は 

今後も続くものと思われるが，複層ガラスなどの新用途 

にシーリソグ材の需要が大いに期待されている。 

また，サッシ回りでは，カーテンウォールだと高層建 

築を中心にポリサルファイド系，シリコーン系1, 2成 

分形，ウレタソ2成分形，そして変成シリコーン系と, 

各基材が階層別に，それぞれの需要を開拓している。 

基材別に見ると，低層階の建物を中心として油性コー 

キング材の需要に根強いものがあるが，年々減少はいな 

めないのが現状のようで，それに代ってウレタン2成分 

形がシュアを伸ばしつつある。またかなりな挙動が予測 

される中高層では，ボリサルファイド系，シリコーン2 

分形,変成シリコーンがそれぞれ伸びておりI 今後もこ 

の傾向が続くと思われるQ 

そして新しい傾向としては,改修需要の増加がある。 

- 28 - 



撫
 

零」 
§；…：寒接接擁：難懲‘灘懲鷺難 

弾 ）
一

 

一
 
■－ 

」

一

 

開口部を取り壊す従来のハツリエ法に代ってI 古いサッ 

シの上から新しいアルミサッシをカバーする，サッシカ 

バー改装工法がようやく本格普及期に入ってきたことで 

ある。病院やマンションなどではいながらにして部屋の 

中から短時間で工事ができるため，工期は拷,トータノレコ 

ストが％程度に短縮できるようになったといわれる。 

このサッシカパーエ法は4 -.5年前から企業化された 

もので，55年度で350億円の工事高が見込まれている。 

新築サッシが不振の中で補修，改築需要でに期待する 

しかなく，高速道路や新幹線沿線の騒音対策需要を含め 

ると補修，改築需要は2-3 年後には年間工事高はL000 

億円台に乗るともいわれており,今後頭打ちかげんであ 

る新設需要に対して，こうした改装需要が大きなウエイ 

トを占めていくことも十分に考えられる状況となってき 

ている。 

畳」－」ノ 声I蹴t

3-4 板 ガ ラ ス 

板ガラスの需要動向は表一6にも示されているとおり 

普通板ガラス,変り板ガラスが54年1864万9000換算箱 

（前年比12.2彩減）とここ数年徐女に減少してきている。 

これに代ってフロート板ガラス・みがき板ガラスが54年 

1895万8000換算箱く前年比35.4％増）と順調に伸びて、、 

る。この要因は，表面が平滑で，すぐれた透視像や反射 

像が得られ，さらに高価ではあるがフロートは耐久性に 

優れ長い期間使え,結局割安になることなどである。 

板ガラスの主要用途のーつである一般住宅の総戸数は 

54年の149万戸に対し55年131万戸と推定され,この分野 

への需要は低減している。 

さらに自動車用は，欧米諸国の自動車輸入規制により 

ここ2 -3 年のような大幅増加は望めそうになくなって 

いる。その他, 日本では家庭の中でインテりアとしてカ 

ガミを使用している場所がアメリカに比べ50分の1と極 

端に少ないところから，ガラス業界ではこうした需要に 

も拡販をはかっている。しかし板ガラス全体では微増に 

とどまると思われる。 

近年のガラス業界の動きでもっとも注H きれるのは, 

社会的必要性からくる高性能な断熱複層ガラスおよび合 

せガラスの需要増加であろう。 

50
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年
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 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 

図－5 サッシ合計年別出荷実績 
（サッシ協会調べ, 55年は推定） 

馴年度出荷備成比 

公共住宅 

2.0% 

オー ター 

17.3% 

55年」～9 月出荷構成比 

公共住宅 
LB96 

ピル規格 ビル規格 

12./% 12.1% 

図一6 サッシ出荷量の内訳 

（サッシ協会調べ） 

オーター 

16.2% 

表―6 板ガラス需要総括表（板ガラス協会調べ） 

単位舞52 1,0001959 1,~~~1*凱） 

誌ドぐ二 
普通板・変り板ガラス フロ一ト－みがき板ガラス 

数 量 前年比 数 量 前年比 

45 年 計 25, 079 107. 2 1, 874. 0 116. 4 
46 '' 24, 827 99. 0 2, 081.6 111. 1 
47 4 25, 990 104. 7 2, 537 121,9 
48 ク 29, 887 115, 0 3, 385 133,4 
49 ク 26, 213 87. 7 2, 970 87.8 
50 ク 26, 205 100. 0 2, 966 99. 9 
51 ク 24, 004 91. 6 3'945 133. 0 
52 23, 615 98. 4 5,015 127, 1 
53 4 21, 010 89. 0 13, 998 117.6 
54 ク 18, 649 88, 8 18, 958 135. 4 
55年1~,8 月 12, 341 100. 6 14, 479 123. 0 

実箱器爵緩さに関係なく、I 1-1='9. lliri (100平力フイート） 
換算箱讐報厚味の板ガラスを2 nun厚味に換算して、1箱-9. 29市 
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複層ガラスは，すでに北海道では多く使用されている 

が,大きく脚光をあびたのは54年6月に省ェネ法が制定 

されてからである。省ェネま却では各地域ごとに断熱基準 

が設定されており,その基準に基づく断熱化推進の助成 

策として，住宅金融公岸では，北海道・東北地域などの 

複層ガラス使用を含む住宅の断熱化工事に対する割増融 

資制度を設けている。さらに全国的に板ガラス業界によ 

る展示会などが梢瓶的に催され，普及化がはかられて、、 

る。また複層ガラスには騒音防止の機能もありこの面で 

も期待されている。 

また，既存の窓ガラスを複層ガラスに改造するのには 

多額な費用がかかるので，サッシはそのままでガラスを 

取りはずしてアタッチメントを使って複層ガラスを取り 

つける方法も一部ではとられている。この方法はコスト 

ダウソができるため複層ガラス採用の1つの方向づけに 

はなってはいるが，まだ多くの技術的な研究課題が残さ 

れているようだ。 

このように業界では複層ガラスの需要拡大に積極的に 

取組んでいるが，わが国ではまだ始められたばかりであ 

り，シーリング技術など問題点を残している。一例をあ 

げると，数年前に新潟県内で断熱複層ガラスが採用とな 

ったが,完エ1年後に全体の約3分の1がフォギング現 

象 （複層ガラスの内側がくもってしまうこと） を起し 

た。さらに2年後残り3分の2にも同様にフォギング現 

象が発生し,全面取換えとなっている。 

今後の複層ガラスの需要増加につなげるためにもこの 

ような問題点を解決していくことが急務であり，シーリ 

表一7 複層ガラス生産,出荷量（通産統計） 

単位ifi 

昭柄昨 受入景 生 産 前回比 出荷数量 金 額 その他 在庫量 

日
”
月
『
n
 
H
 
H
 
11
『II 

H
 
H
 

1
 
2
 
3
 
4
 
5
 
6
 
7
 
8
 
9
 

58 44,772 … 

117 

98 

112 

93
 

1 ~3 

126 

9~
 
1~8
 

43, 048 33 ,837 

383 ,218 

431 ,856 

441 ,860 

430 ,787 

553 ,~42 

553 ,992 

599 ,186 

654 .382 

80 25,719 

2,945 52, 579 54, 461 50 26, 659 

3,393 51,755 56, 474 217 25, 094 

3,926 57, 936 58,972 489 27, 306 

3,131 

2,820 

別，073 

55,780 

59,898 

64,629 

1, 401 

1,012 

22, 410 

15, 427 

3,701 70, 100 65,446 436 23, 252 

3,961 63, 089 69, 498 489 20, 248 

4,588 68, 087 72, 417 1,211 18, 562 

毒霊i,！ミi！癖．，難毒， 

ング材料の検討およびサッシとの関連におけるシーリン 

グ技術の向上が望まれている。 

こうした複層ガラスに対する関係各界からの注目を反 

映して，通産省では55年度から複層ガラスを統計指定品 

日とし，別表のような数字が発表されている。 

一方，板ガラス業界では複層ガラスと共に安全ガラス 

にも需要増加の期待をしている。その安全ガラスとして 

使用される合せガラスおよび強化ガラスは強い衝撃をう 

けても容易に割れない。割れた場合でも破片が飛び散る 

危険はなく安全だというものである。しかし,高価であ 

り，安全ガラスに対する評価が現在ではあまり高くな、、 

ため業界関係者が消費者に意識革命を訴えていくことに 

よって需要拡大も期待できよう。 

ガラス用途におけるシーリング材の材料,工法などに 

ついても研究が続けられ，建築学会ではJASS 17 Fガラ 

スエ事」の見直しを行なっており56年春には発表される 

予定となっている。また日本シーリングエ業会でも,建 

築ガスケット協会に協カし,グレージングに関する検討 

を行なっている。 

今後,シーリング材はこれらのガラス新需要増加とと 

もに用途に応じた性能が要求されるであろう。さらに, 

耐震対策上，硬化性パテから弾性シーリング材への転換 

も急ピッチで進んでおり，いずれにしても板ガラス関係 

でのシーリング材の需要が増加していくことが可能であ 

ると思われる。 

3-5 A L C 板 

A LU 板は長い歴史の蓄積によって生れたもので, 

1934年にスウェーデンで初めて工業生産化されるように 

なっている。わが国でも1962年ごろからその技術が導入 

されて,現在シポレックス，イ トン,ヘーベル，デュロ 

ックスい、ずれも商品名）の4種が生産されている。 

その中心需要分野は中層建築，さらに店舗併用住宅な 

どの低層建築て需要を拡大してきた。昭和54年度は214 

万9566げ（前年比22.8％増，A LC 協会調ぺ,図17 ) 

と最高の出荷量を見せた。ここ数年の需要増加は，昭和 

47年3月1口にA LU 製品のJIS が制定され，これによ 

り建築生産の効率がさらに容易になったためである。55 
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年度にはいってからはやや伸び率がにぶり,現時点まで 

に発表されている4 ガ～9月の数字によると生産量で前 

年同期比6.1％増,出荷量で0.8％増と微増にとどまって 

、、る。しかし昭年（前年比18.4％増）54年度（同22.8% 

増）と続いた高水準の出荷量を保っている。今後も中高 

層建築への採用，戸建住宅向けの50加厚品の開発などに 

よって需要拡大は続くものと思われるが，昨年までに比 

ぺると量的な伸びは期待しにくい1裁兄となっている。 

ALC 板を使った建築物は，鉄筋コンクリート，木造 

に比ぺて暖房に必要なエネルギーは半分で済み，遮音性 

もあるため省ェネルギーや対騒音性に優れた性能を持っ 

ている。またA LC 板は無機質の断熱材とも言え耐火性 

も優れ，火災時に窒息死をもたらす可有毒ガスや煙も発 

生しない。現在では，各地で不燃都市建設が盛んにすす 

められており,A LC 板の需要増加が期待できる。 

A LC 板に使用されるシーリング材は，90％以上がア 

クりル系で,A LC 板接合部の目地，窓サッシ廻り，他 

の接合部に使われている。その他にボリウレタン系やポ 

リサルファイド系が動きの大きい部位に使用されるが量 

的にはわずかである。しかしアクリル系は経済的には安 

価であるものの，性能の点において決して満足できるも 

のではないことも事実である。今後A LC メーカーでは 

高価にはなっても防水性を向上させるためグレードの高 

、、シーリング材を使用していく意向を持っている。建築 

物でのA LC 板使用部位は，屋根・床スラブ・タI唾が多 

い。AL C 板の厚みによって3種の製品があるが，その 

主流(70％前後）はlOOm.厚の製品である。これをもと 

;, 

0. 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 里 53 84 55(年Jm) 

図-7 ALC 板生産，出荷統計 
(55年度は4-9月実績による推定）(ALC協会調ぺ） 

にA LC 板へのシーリング材供給量を試算すると，平均 

目地幅8 X 7 mm換算でA LC板の肩当り約1.8-'2.omの 

シーリング材が使用されていると予想されるので，1げ 

当り約170 g使用されて、、ることになり，54年度のAL 

C 板出荷量から換算して約3600トンのシーリング材がAL 

C 板工事に使用されていることになる。そしてその約訊） 

％がアクリル系と推定されるので，約3200'.程度のアク 

リル系シーりング材がA LC 板に使用されている計算に 

なる。ただしシーリング材の使用されていない床スラブ 

用のものがあるので実際にはこの数字より，シーリング 

材使用量は少ないと思われるが,いずれにしてもアクリ 

ル系シーリング材にとってもっとも人きい需要分野であ 

ることは間違いないようである。 

前述のように今後もAL C 板の生産は，省ェネ,不燃化 

といった時代のニーズによって伸び傾向を維持するもの 

と思われるが,シーリング材に関・してはユーザーの要求 

性能の高度化やALC板の表面仕上げの変化（擬水処理 

済の製品など）によって的確な対応が必要とされよう。 

4．メンテナンス用途の’に”胃 

シーリング材 

シーリング材の需要増大傾向はここ数年順調に統いて 

いる。その主な要因は建築構法の変化によってシーリン 

グ材の必要性が高まったためであるが，近年の新しい傾 

向として新築工事以外の用途でのシーリング材需要が注 

日されている。これらの用途は一般には補修用として扱 

われているが, さらに細かく分ければシーリング工事の 

欠陥あるいは雨仕舞の不備に対する処置としての使われ 

方と，シーリング材の寿命到達に際しての部分的ある、、 

は全面的な再施工とに分けられる。量的には後者のほう 

が圧倒的に多く，建築業界では材料，技術i"i面から大き 

な注目を集めている。 

建築物の耐久性を考えるうえでシーリング材の果たす 

役割は大きく，特に最近のプレハブ化された柔構造の建 

築物においては雨仕舞のうえで絶対的な役割を果たして 

いるといっても良いだろうb しかしコンクリート躯体を 

はじめカーテンウォールなどの壁面材に比ぺれば,材料 
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自体の物性から寿命が短かいのはやむを得ないことであ 

り,またシーリング設計の変化（許容伸縮率の漸減化な 

ど）によってもシーリング材にはある程度の年限でメン 

テナソス（計画的な改修）の必要がせまられている。特 

に建築好況期の昭和40年代後半に施工されたシーりング 

材の性能に限界が見えはじめているここ1, 2年は本格 

的なメンテナンスエ事が必要とされている。 

こうした背景からメンテナンス用途のシーリング材需 

要が急増し，そのエ法の確立がューザーの間から望まれ 

ている。これに対してメンテナンス用途向けのシ・ーリン 

グ材も開発され，また工法的にも初期のシーリング設計 

をカバーする意味でのオーバーブリッヂ方式などが検討 

されるなどメンテナンス工事の標準化が進みつつある現 

状である。 

しかしシーリング材のメンテナンスはまだまだ初期の 

段階であり，今後この分野への注目度はさらに高まるも 

のと予想される。現状ではメンテナンス向けのシーリン 

グ材使用量は全体の10％に満たないものであるが確実に 

増加が見込まれている。 

メンテナンスに関して，長期的にはシーリング材の寿 

命を踏まえたうえでの目地設計および材料，ェ法の開発 

がさらに必要であろうが,現時点ではすでに寿命を迎え 

ようとしているシーリング材に対して材料，ェ法両面で 

の標準化が急務であると言える。 

いずれにしてもシーリング材のメンテナソスは，建築 

業界関係者およびシーリング業界が早急に取り組むべき 

課題であると言えよう。なおメンテナンス用シーリング 

材に関しては本誌で座談会を行なっているので詳しくは 

45頁を参照していただきたい。 

土木分野のシーI-)ング材 
J 

一1 土木分野のシーリング材 

石油危機以降の不況対策としてこれまで積極的に拡犬 

が図られてきた建設・土木などの公共投資政策も,財政 

再建，物価動向への配慮などから54年度を境として抑制 

傾向を見せはじめている。55年度の政府予算編成では， 

社会経済情勢の推移に即応した財源の重点的，効率的な 

配分を目ざしており，建設省予算も国民生活に密着した 

施設の整備に重点を置き，国土の発展基盤となる事業な 

どに対しては長期的視点に立った計画を実施するという 

方向で施策が図られるもようである。 

55年度の建設省関係一般公共事業関係費は,事業費ベ 

ースで11兆8,187億円で対前年度伸び率は2.2％にとどま 

った。53年，54年とそれぞれ28. 7彩, 18.6％と伸張して 

きた公共事業関係費もここにきて急激に縮少されたわけ 

で，卸売物価の上昇を考えると実質的には前年度より落 

ちこんでいることになる。部門別事業費の比率は，住宅 

対策43.2%，道路整備33.2彩，都市計画関係12.2%，治 

山治水11.4%となっており， トップの住宅対策が前年よ 

り0.6％増，都市計画関係がやはり0.6％増を示している 

一方で道路整備，治山治水がシュアを若干下げている。 

このうち,都市計画関係は着実にシェアを伸ばしている 

が，これは最近の傾向である下水道事業，公園事業など 

環境改善,再開発が重視されて、、ることを物語ってお 

り」生活に密着した事業という点と，わが国の社会資本 

形成率が欧米に比してはるかに低い点を考慮すると今後 

もこの傾向は続くと思われる。また，道路，治山治水事 

業は予算縮少のアオリを直接受けているようで，来年度 

も縮少方向にあり拡大は当分期待できないだろう。 

上木関係で用いられるシーリング材は現在のところア 

スファルト系を主流にしてシリコーン系，ポリウレタン 

系，ブチル系，ポりサルファイド系，エポキシ系など各 

種あるが,構造物の目的，種類によりさまざまな用いら 

れ方がなされている。また,この他にもクロロプレンゴ 

ム, EPT などを主成分とした合成ゴム系の成形目地 

材,強度，接着性を重視したポリマーセメント，昔なが 

らの木質系目地や発泡樹脂なども盛んに用いられてお 

り，コンクリート構造物のひとつのネックでもある目地 

についてはまだ決定的なものがないというのが現状のよ 

うである。建築の場合と同様に，材料価格と性能のバラ 

ンス，メンテナンスや作業のし易さ，構造物および部位 

の重要性などが選択基準となっているが，現実にはアス 

ファルト系が多用されており，ここ数年来この傾向は変 
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わっていない。しかし，一方では新材料の開発（特に成 

形タイプのもの） もなされ，後述するように高性能，高 

品質のシーリング材への要望が，高まっている。 

5-2 道路・橋梁用 目 地 

公共投資抑制策から年々着実な伸びを見せていた道路 

関係投資額も55年度はわずかながら減少した。しかし， 

この傾向は自動車交通の重要性1 輪送需要の増加といっ 

た点からは道路投資への比重が軽くなったとは考えられ 

ないので，あくまで景気次第といったところだろう。建 

設省道路企画局の統計では54年3月までの国道,県道,市 

町,村道などを合計した道路実延長距離は1,106, 138.0血 

（前年度1,095,052.7血I 高速道路は除く）で,このうち 

目地材の必要があるセメント舗装道は2.9％の32,078.0 

kin（同29, 732. 3kni）となっている。わが国では，アスフ 

ァルト舗装に比して圧倒的に少ないセメント舗装である 

が」耐久性に富むなどの特艮を生かし，比率は昨年より 

ヒ昇しており，セメント道の欠点でもあった施工性，あ 

るいはアスファルト舗装に比ぺ経済的に不利と見られて 

いた点などの見直しから今後は一層比重を増していくと 

思われる。 

道路目地に要求される性能としては， 

i ）成型タイプの場合：コンクリート版の膨張収縮に 

よく順応し膨張時にははみ出さず,収縮時にはコンクリ 

ート版との間に空隙を生じることなく,かつ耐久的なも 

のであってこれを据えつけたりコンクリートを締め固め 

るときに大きく変形するものであってはならないーと 

されており，現在市販されて、、るものには木材系 （杉 

板），ゴム・樹脂発泡体,涙青質織維系，涯青質系など 

があり，木材系が主流であるが，決して満足できるもの 

でなく復元率，剛性,耐久性など各品種のもつ特艮を合 

わせもつものが理想的でありその開発が待たれるといっ 

たところである。 

ii） 注入タイプの場合：’コンクリート版の膨張収縮に 

順応し,コソクリートによく付着し，水に溶けず，水を 

通さず,高温時に流れださず，低温時にも衝撃に耐え, 

土砂など異物の侵入を妨げ，かつ耐久的なものでなけれ 

ぱならないーとされ，（社）日本道路協会では現在市販 

蛮晦雄覇權■ 
されているものの中ではゴムアスフ7ルト系の加熱注入 

式が適しているとの見解をとっている。同協会編の「セ 

メントコンクりート舗装要綱」では，47年改訂時に2成 

分硬化形（ポリウレタン系，ボリサルファイ ド系，シリ 

コ・ーン系など）の常温施工式注入月地材に対して,実績 

は少ないものの大いに期待される材料として評価して、、 

たが,一部改訂となった今年度版では単に実績に乏し、、 

とされており,現段階では消極的な評価が下されたと言 

える。これは,建設省土木研究所で過去東北自動車道な 

どで再三行なわれた試験結果の回答でもあり」今後の需 

要は悲観視される。一方,ガスケットタイプの中空ゴム 

の成型品に対しては,断面形状,肉厚,施工性の問題を 

改良していくという方向で期待が寄せられている。また 

ゴムアス系については低弾性タイプと高弾性タイプの2 

種があり,高性能の高弾性タイプには高価格という欠点 

があり，これら2種の使い分けとともに耐久性に関して 

も現状では決して満足の行くものではないので，今後の 

開発も要求されている。 

以上のように一般目地部ではゴムアス系が定着しつつ 

あるようだが，耐油性の要求されるオイルビソトや料金 

所付近の日地部にはポリサルファイド系，簡易補修（量 

的は少ないが）には1成分形のポリウレタン系なども適 

用されており今後も注目される分野であろう。 

橋梁について見てみると, 目地材の用いられる永久橋 

(RC , PC ，鋼,石造およびそれらの混合橋）の54年 

3月までの延長距離は2,401, 139m（昨年2, 306, 608m ) 

で・上部構造別の総延長に対する比率（昨年実績分）は 

鋼42,2%, RC29.9彩, PC 24.4％となっており, i'c 

およびRC造が大幅に増ている。 

橋梁のプレハブ化は70年代から著しく，その間に目地 

処理についてもさまざまな開発がなされている。橋梁目 

地はユニット間の接合性が重視されるため，高強度，接 

着性が要求され」従来はコンクリート目地,最近ではェ 

ポキシ樹脂の多用が目立っている。また，エキスパンシ 

ョンジョイントでは高強度の成形ゴムやエボキシ樹脂と 

の併用も行なわれているが,弾性系シーリングネー」‘は防水 

を目的として副材料的に用いられる場合が多い。路面の 

突合せジョイントなどでは道路と同様にアスファルト系 
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のものが多用されている。さて，道路関係投資が減小し 

ている「「Iで，都市における高速道路については投資額も 

わずかながらも増加傾向があり,立体化・高速道路化も盛 

んに行なわれている現在，ジョイント部のコンクリート 

養護を目的とした防水材としてシーリング材の用途も着 

目されてこよう。さらに，近年問題となっている騒音対 

策についても，既設道路への防音壁取付などが行なわ 

れ,その取合部にシーリング材（1成分タイプ）が用いら 

れている実績があり，この面でも需要増が期待される。 

5-.3 鉄道駅舎，高架橋シーリング材 

信越・東北新幹線の建設，都市部での路線・駅舎の高 

架橋上化，無人駅・老朽駅舎の不燃建築化，地下鉄など 

の新設とそれに伴う駅の改良など,国鉄・私鉄の工事状 

況は活発で，土木面向けのシーリング材の需要分野とし 

て最も注目されていると言えよう。 

高架鉄道では30-40m4 1 プロックとしてPC箱形桁 

などが架設されるため，その割合で目地も設置される。 

目地幅は20' 40皿と全般的に広く，従って材料の使用量 

も多い。‘シーリソグ材は樹脂モルタルや発泡プラスチッ 

ク板などと併用されることが多いが，ガスケットタイプ 

の合成ゴム成形品も各種開発され多用されている。新幹 

線では信越・東北両線がそうであるように寒冷地」多雪 

地が多いため，シーリング材としても比較的高級タイプ 

のポリウレタン系，ポリサルフ7 イド系，シリコーン系が 

採用され，成形目地材に対してもく山陽新幹線では一部 

で欠陥が発生して、、る），サーモスタット機構が組込まれ 

るなど」耐寒性，耐水性，耐久性に富む製品が求められて 

いる。ちなみに上越新幹線では54年12月から55年11月1 

口までに高架橋など10km ，停車場2.9kmを竣エし大宮以北 

の区間をほぽ完了し,東北新幹線では53年度のエ事契約 

分約40-50kmの高架部分をこのほど竣エ，あとは54年度 

以後の契約分34血が残されているといった状況である。 

駅舎の改良，新設は53年をビークに近年増大傾向があ 

り （51年22件，52年28件，53年46件，54年39件），そのほ 

か合理化に伴う無人駅の不燃構遺化も盛んに行われて、、 

る。このほど竣工予定の保土谷駅('F・2 F =260甫， 

3 F 与1000‘で最近の新設改良駅では平均規模とされて 

、、る）の場合，アルミパネル目地20 x 10mmでl098. 5m, 

建具廻りlOX 10皿で412.2111にボリサルファイド系シー 

リング材が, その他笠木回り,水切回り,成型板目地な 

どに12'--'20 X 10mm幅で約1700rn に渡り油吐コーキング材 

が適用されている。同駅のシーリングエ事では「建具回 

りおよびパネル回りはポリサルフ7 イ ド系，その他は油 

性コーキング材」 と指定されているが，鉄道建築工事標 

準仕様書ではJIS A 5755シリコーン系シーリング材も 

明記されている。新I'S の対応がなされていないのは間 

題が残るが，変成シリコーン系も実績があり今後も流動 

的であると思われる。 

そのほか,営団・公営などの地下鉄でも各駅の新築あ 

るいは改良・補修工事で一成分形ポリウレタン，ポリサ 

ルファイ ド，シリコーンなどのシーリング材が作業性の 

良さ,美観などの点から洗面所などの器具辺りや壁目地 

に頻繁に用いられている。この分野は,今後も都市地下 

鉄道の増設・新設が各地で計画されている状況とあいま 

って期待されよう。 

~ 5 -4 上下水道，共同溝その他 ＝ 

昨今の都市再開発ブームの中,上下水道，共同溝など 

生活に密着した分野の事業は重点的に行なわれている。 

やはりトンネル構造物が圧倒的に多いが，載荷状態,地 

盤条件が著しく変化する箇所， トンネル断面が著しく変 

化し前後の質量が大きく異なる箇所など不等沈下や地震 

時に多大な応力の発生が予想されるような部位にはジョ 

イントが設けられ,高性能日地材が要求される。これら 

には，防水性に優れ,強度も十分なものが適用されるが, 

概して成形タイプのセグメントリソグが多用されて、、 

る。しかし，宮城沖地震で多大な被害をだした仙台市の 

上下水道設備の経験などから成形タイプを疑問視する向 

もあり，変形に対して容易に迫従する低モジュラスで比 

較的安価なシーリング材（非加硫ブチル，ポリウレタン 

系など） も支持を得ている。地下の狭所という施工条件 

の悪さから作業性の良さがこの方面では要求されている 

が,価格面の配慮と弾性系シーリング材の特長を生かし 

たものが望まれている分野である。 

このほか，浄水場，飛行場などでもシーリソグ材が適 

一34 -



難：編叢●§難難甘簿華轄轄塔奪兼‘講’§“熱赫膏 

用されているが，石油備蓄構造物などで断熟材と併用し 

雨仕舞とともに断熱性能の促進も日的とするシール材， 

たとえば発泡ウレタンとポリウレタン系シ・ーリング材な 

ど，量的にはまだ月立つものではないが，断熟・省ユネ 

ルギーといった時代的要請に適合した新分野の開拓とし 

ても注目されよう。 

土木分野への投資規模が縮少されているとは言え,傾 

向としては大規模構想から要所要所の充実への転換期に 

あるとも見られ,そうしたミクロの分野をつかさどるシ 

ーリング材としてはその長所をより発揮する機会が到来 

したとも言えるだろう。その意味で土木分野におけるシ 

ーリング材も決して悲観的なものではないと思われる。 

しかし，ユ・ーザーにとって決して満足しうるものがな、、 

というのが現状である以上，今後も材料の開発・改良， 

時代の要求にマッチしたシステム・仕様の開発が課題て‘ 

あることは言うまでもない。 

レートセールス分野での 

シーlJング材 

6 -i 建材， 金物ル ート 

近年，シーリング材は建材店や建築金物店でも扱われ 

ていて，専門のシーリング施工業者でない一般の建築関 

係業者にも手軽に使われている。 

もちろんシーリング材の主用途はビル建築の大規模シ 

ーリング工事であるが，こちらがメーカーから専門商社 

を通してシーリング施工業者が施エするのに対して,建 

材・金物ルートで購入,施エする人達は，中小の工務店 

をはじめ,屋根工事などの建築鈑金工事業者,ダクト工 

事などの配管工事業者,建具などの設備関係業者にいた 

るまで多方面にわたり，その使用する部位，使用量など 

もまちまちて‘ある。 

このル・ートで使われるシーリング材の特徴としては， 

従来油性コーキング材が大部分使われていたが，最近は 

耐久性，仕上りの良さが要求されるようになり弾性シー 

りング材（シリコーソ系，ポリウレタン系，プチル系，アク 

リル系）などが主体になってきたこと。2成分形のもの 

驚 
I,h控 

1嫌 
F 工7にl吐fドー・, 

x,I「奮灯蕊iをFx島 
は，配合などの施エのむつかしさなどからあまり使われ 

ておらず，1 成分形のものが主に使われていること。ま 

た防水材として積極的に使われる外にも，構造上ある、、 

は施工上の便利さから2次的な副資材として使われるこ 

ともあり，このユーザーの認識の差を，メーカー側で充 

分に把握し，それに対応していくことで,将来的には大 

きな期待が持てる分野であるとも言えよう。 

このルートでのシーリング材使用量は, これらの業界 

から統計が出されていないため簡単には把めないが，シ 

・ーリング材全体の販売量に対する割合も年々増加する傾 

向にあると見られ,その動向が注月されている。 

エ務店関係では,RC造, S RC 造の建築物件に対し 

てはシーリング専門工事業者に発注しているが，木造の 

場合ではエ務店自身でシーりングエ事を行なっているの 

が普通である。使用材料は主に油性コーキング材であっ 

たが，近年，シリコーン系あるいはアクリル系シーリン 

グ材が主体になりつつあり,油性系は徐々に滅少してき 

ている。 

主に使用される場所は，①窓サッシまわりと②外壁モ 

ルタルの目地がほとんどて前者はシリコーン系が後者に 

はアクリル系が多く使われている。他に③ガラスのとめ 

④厨房での流しの取付⑤浴室のドアサッシまわりなどが 

あるが,いずれも量としては僅かである。厨房ではキッ 

チンユニットがよく使われるようになり,これの取付に 

はあまりシ・ーリング材は使われていないようである。浴 

室では以前からあるタイル仕上の壁や床にするときに 

は,浴槽の取付部や窓サッシまわりにシリコーン系が使 

われているが,最近の傾向としてバスユニットが使われ 

るようになり，工務店ではシーリングをドアサッシまわ 

りに使うくらいで，全体としてどこにでもシーりング材 

が使われるというのではなく,防水材としての有効な使 

われ方が少しずつ考えられてきているようである。 

使用量としては，100m前後の一戸建住宅でシリコー 

ン系が窓面積によってカート：りッジ3,-5木，外壁モル 

タル目地があるときはアクリル系4 -5 本くらい使われ 

る 

簾 

次に金属屋根工事の建築鈑金工事業関係では，現在の 

ところシーりング材は，あくまで防水め万全を期するた 
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舞
 めの補助材として使われているが，この鈑金業界では， 

シーリング材を使わなくても水のまわらない構造を考え 

るぺきだとする考え方と，他方，より防水が完全になる 

ならば積極的に使った方がいいとする考え方もある。金 

属屋根は建物の種類によって屋根構造も違ってくる関係 

上,エ場などの屋根ではより多くシーリング材が使わ 

れ，建物が高級化するにつれてあまり使われないといっ 

た傾向がある。また，銅板屋根では無酢酸タイプのもの 

しか使えないといった特殊事情もある。 

金属屋根といえば，カラー鉄板あるいは亜鉛鉄板がほ 

とんどであるが，これらにはプチル系が最も多く，次、、 

でシリコーン系が使われている。ブチル系は目にふれな 

いところや日に当らないところに使われシリコーン系は 

見えるところ，耐久性が要求されるところに使われる。 

油性コーキング材も以前は多く使われていたが年々減少 

傾向にあるということである。しかし，工場のスレート 

屋根では，プライマーを使わなくてもすむ利点から油性 

コーキソグ材が依然多く使われているようである。 

主な使用箇所は①崖根と壁の取り合い部分②軒先の面 

戸の取付け部分③屋根上のヤク物の接合部分④鈑金と鈑 

金が接合されるハゼ部分であり，屋根構造が複雑になる 

に従ってシーりングの使用箇所も増え，⑥屋根の棟と棟 

の接合部分⑥屋根の谷の継ぎ目や重ね部分⑦鈑金と他の 

建材との接合部分などに使用される。また，接合部のビ 

スの頭に塗って，腐蝕防止に使われたり，足場つなぎ用 

にできた穴の充填などにも使われる。 

使用量としては，屋根構造や形によって大きく違って 

くるため，単位面積あたりの数量は出しにくいが，参考 

までにある工事店ではエ事費1,000万円に対しカートリ 

ッジ50本く’ら、、を見積るということである。 

ダクトエ事などの配管工事業関係では,今でも油性コ 

ーキソグ材が主体であり，部分的に外観上の理由からシ 

リコーソ系が使われている。 

主に使用されている場所は①給排気管をタ陪Bに通す時 

のガラスや板との接触部分の防水②管の接ぎ目と接ぎ目 

の段差をなくすための充填③特に管の曲がった箇所の接 

ぎ目にできる隙間に充填するーなどである。また，部 

屋の間仕切に防虫のために充填する使い方もしている。 

補修用としても,排気管のエアーtれなどの隙間に使用 

されている。 

シャッターやH除けテントなどの取付業者では，油性 

コーキング材が圧倒的に多く使われ,取合いの材質によ 

ってシリコーン系も使われている。 

主に使用されている場所は①シャッターボックスと壁 

との取合い部分②シャッターレールと壁との接合部分③ 

日除けテントと壁との取合い部分（この場合は,骨組み 

のアングルにテント布地が取付けられている場所のため 

その全体を覆うようにして油性コーキング材が使われて 

、、る） 

以上のエ務店，鈑金業者，配管業者,設備関係業者で 

は，シーリング材はどこも建材店，建築金物店から，物 

件ごとに，あるいは短期問に少量ずつ購入されている。 

これに対して，一戸建住宅のプレハプメーーカーや住宅 

設備用のユニットメーカーでは，商社や大きな建材店か 

ら，あるいはメーカーから直接ある程度まとめて購入さ 

れている。ここて叫ま，シーリソグ材を工場内の生産ライ 

ソ上で使用し，製品の一部品として品質管理および施工 

管理がなされている。この点で，いわゆる建材，金物ル 

ートとは少し違うが専門のシーリソグ施工業者が施工す 

る，いわゆる物件受注ものとは区別して考えられる。 

一戸建プレハブ住宅には, ポリウレタン系が最も多く 

使われ，部分的にシリコーソ系やブチル定形，塩ビ定形 

なども使われる。 

主に使用される場所は，①外壁ジョイント②軒下まわ 

り③部品まわり①サッシまわり⑤ガラスまわり⑥浴室ま 

わりなどで,使用量としては,一戸当りカートリッジ50 

本近く使うこともある。 

プレハブ住宅は,一部のユニット住宅を除くと，エ場 

生産化率（部品の工場生産を増やし，現場施エの手間を 

省くこと）が20%程度であり，今のところシーリング施 

工も工場で使われる量よりも,現場で工務店が使う量の 

方が多いといえるが，今後はメーカーでも，エ場生産化 

率を高める動きがあり,それに従ってメーカーエ場でシ 

ーリング材が扱われることが多くなると考えられる。 

バスユニット，洗し台,洗面化粧台などのユニット建 

材メーカーでは，ほとんどにシリコーソ系が使われ，一部 
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でウレタン系,あるいはプチル系が若干使われている。 

バスユニットの主な使用場所は，①天井と壁パネル， 

防水パンと壁パネルの接合部およびフレーム入隅部②換 

気グリル取付部⑧窓サッシまわりで， シリコーン系100 

gチューブを1ユニット当り1~2 木使用している。 

キッチンユニットの主な使用場所は，①天板と金属の 

接着②流しのおとしこみ形式のもので,カウンターとの 

接着③取付工事の際の壁および床との接着などで,③は 

取付現場でエ務店が行ない，ホーロ・ーシンク1台を取付 

けるのにシリコーン系100 gチューブ1本程度， ステン 

レスユニット1台を取付けるのに約3 本が使用される。 

洗面化粧台は,洗面器とカウンターの接着と，防水に 

シリコーン系のものが使用されている。使用量は洗面台 

10台につき，カートリッジ1本程度である。 

このように, 1 成分形シーリング材を中心として，シ 

ーリング材施工の簡便さ，接着性,防水気密性への認識 

が，シーリング専門工事店以外の建築関連業界全体に高 

まってきている。今後とも建材I 金物ルートにおける1 

成分形シーリング材の需要動向に注日していきたい。 

6 -2 DIY 用途 

シーリング材の量的な仲びと一股化（普及）の中で， 

見のがせない存在となってきているのがI) I Y /H I と 

呼ばれる分野である。今でこそ一般的になってきたDl 

y (Do it yourself) HI (Home improvement) と、、う 

名称も数年前までは,ほとんど使われていなかった。し 

かし，毎年開催されるDIYショーの盛況を見ても分る 

とおり, この分野はーつの産業として確立されたと言っ 

てもよ、、だろう。 

日本では，昭和47年にD I Y 専門J占（ホームセンターー 

など）が2店誕生したのが始めであるが，現在では500 

店を越えるほどの増加傾向を見せている。また，このほ 

かにスーパ～，デパート，金物，建材店でのDIY用品 

を合めると,全国で3000億円強のマーケットとなってし 、 

る。一方,本格的なL) I Y 産業が盛んなアメリカでは， 

現在17,000店舗，総売上高は5 兆7500億円,英国では, 

ホームセンタ'-1000店舗，約8000億円,西ドイツは2000 

店舗， 1 兆円などとなっており，その規模は日木よりも 

さらに大きい。 

D IY 産業は，世界の先進国における救世主的な産業 

といえるのではないか。したがってI これら西欧諸国の 

D1Y 産業の現状を考えると，わが国のDIY産業は， 

GNP の比較からいってもまだまだ伸びる余地を持って 

いると思われる。 

また，このこと！1 一般の消費者サイドの動きからも 

裏づけられる。消費者は,DIYに対する関心を,年々 

高く持つようになり, 55年9月に東京・晴海で行なわれ 

た「DlYショー~では,主催者側の予想を1万人上回 

る，8万人もの人数を動員している。 

そして，さらに52年7月に任意団体として設立されて 

いた「日本DIY協会」は今年5月には通産省から社団 

法人の認可を受けている。報告書についても,54年8月に 

設置された通商産業省の「D IY 産業振興対策委員会」 

が, 55年7月に中間報告をまとめ， さらに本年3月に 

~あ 同委員会で「DTY商品別流通構造調査(8 品目）」 

が行なわれる。 

またその中では，充てん材部門もとりあげられること 

になっている。このように，II) I Y 産業は，徐々にその 

地位を固めるきざしが見えはじめてきたと言えようか。 

それら，D I Y /II I 商品の中でのシ・ーリング材は， 

室内の壁，浴室のヒビ割れ，隙間タイルのはがれ，洗面 

所，台所などの水もれ，屋根，外壁，サッシ回りの補修 

に使われるもので, 日々の生活における必需品として， 

着実な伸びを示している。しかし日本でのDIYは，欧 

米で見られるような新規の工事として日曜大工で使用す 

る段階には至っておらず，補修の範囲を出ないことから 

も，この分野のシーリング材の需要は, きわめて有望な 

ものと言えるようだ。あるホームセンターでは，前年度 

の1,5倍の伸びを示しており，テレビ，新聞などマスコ 

ミでDJYシ・ーリング材について報道された時には，そ 

の日の朝から客の間い合わせが相つぐといった声も聞か 

れた。しかし,DIY産業が，既存の各種業界とオーパ 

ーラッブすることから，各メーカーともに全シ・ーリング 

材の中におけるflyシ・ーリング材のしめる比率を割り 

出すことは困難であるとしている。rD iY 産業振興対 

策委員会」の中間報告によると, 53年度のDIY産業に 
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以上のように,一般家庭用のシーリング材は,今後も 

順調にのびる傾向にある。慢性の職人不足は人件費の高 

騰を生じさせ，そこから簡単な修理などは自分でやらざ 

るを得ない現象がおきてくるのは当然である。そして, 

D TYにおけるシーリング材の需要増加傾向は，DTY 

全体のマーケット拡充によって，さらにはずみがつくも 

のと思われる。需要の増加は,消費者に高度な商品知識 

を持たせ，それにつれてシーリング材の認識もますます 

高くなることは，十分予想される。将来は,DIYの分 

野の中で，単なる “充てん剤．から“シーリング材． と 

しての地位をきずき，塗料,接着剤の分野と並んで独立 

した分野が開けることとなろう。 

また，種類別動向としては，乾きの早さや性能のよさ 

から，現在もっとも需要の多いシリコーン系が, ますま 

す伸びるものと思われる。DIYの商品は,使用者があ 

くまで素人であり‘またその用途が補修用に限られて、、 

ることが見のがせないポイント・となる。したがって,そ 

れらのニーズに合った荷姿，作業性をもつものが，今後 

さらに必要とされるであろう。 

いずれにしてもI 成長分野であるD1Y産業は，シー 

リング業界にとっても今後重要な分野となることは間違 

いない。通産省生活産業局がまとめたDIY産業振興委 

員会中間報告「－DII産業の課題と展望」でもDIY産 

業のマーケット規模を昭和54年の3000億円強に対して59 

年度は1兆円以上と推定しており（表一8)，この比率以上 

にシーリング材の伸びは高まるものと期待されている， 

表一8 住宅の家計消費支出からみたDl Y /H I 

マーケットの推移（純設備修繕費） 

110億円 

―昭和54
年
度
 

昭和53
年
度
 

昭和52
年
度
 

昭和51
年
度
 

年 5 年間の伸び率 純設備修繕費総額 

39 

ー
ー
…
」
」
 

2751 6, 000EH 

44 431億1, 800万円 

49 
(1974) 

991億1, 700万円 

54
(1979)
 

3, 332i48, 000JJN 

59 
(1984) 

1兆1, 197億8, 000万円 
1兆6, 327億1, 900万円 

図一8 家庭用接着剤・充てん剤市場規模推移 

（小売価格）(DI Y店経営百科80,ダイヤモソド社） 

おける接着剤，充てん剤の売り上げ高は，90億円となっ 

ているが，ここでも明確な比率はつかめていない。ある 

メーカーでは，金額面でDIYシーリング材のしめる額 

は約1割弱，そこから推測すると,量的には約4 '-'5形 

と、、うことになるだろうか。 

材料としてはシリコーン系1成分形が圧倒的に多く， 

これだけでD I I 向けシーリング材の50％以上を占める 

ことになる。シリコーンは，金額的にはやや高価である 

が，性能もよく乾きも早いことから，家庭内ではあらゆ 

る用途に使われているため，各メーカーともにもっとも 

カを入れていると言える。ある大手メーカーでの対前年 

度の伸び率も20%弱と高い数値を示していた。また，内 

容量については, 5Qg , 600円程度のチュープに人気が 

集中している。 

これに続くのはアクリル系で，対前年度の伸び率は, 

10%,次いで油性系，プチル系があげられる。油性系は 

古くからある充てん剤として，ポピュラーなものではあ 

るが，現在では，ある程度成熟期が過ぎ，その需要量も 

横パイ状態である。また，エ事業者向中心に使われて、、 

るためにDII向けの占める率は低い。このほかにエボ 

キシ系もあり，かなりの需要を持っているが，これは本 

来，接着剤的な使われ方が中心であり,シーリング材と 

しての用途は二次的なものとなる。したがって純粋な意 

味でのシーリング材はほぼ前記の4 種となっている。 
（資料） 総理府統計局家II・調査年報，月報 

自治省行政局全国人口世帯教49年度版 
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，自動車、輸送機器の 

いJ ング材 

7・一11 自 動 車 用 

日本自動車工業会によると55年度上半期（4 -9 月） 

の自動車輸出は3, 030, 151台で前年同期比37.8％増とな 

り,半期ベースで過去最高となった。しかし米国では昨 

年末ビッグ3が挙って史上最大の赤字決算で，自動車摩 

擦は感情的な側面で頂点に達した。またビッグ3の小型 

車部門での巻き返しが効果を表わし始めたことから,下 

期の米国向け輸出は軒並み縮少， トョタ，日産の両社は 

対米輸出において上期実績の約10劣減を見込んでいる。 

（万台J 

ともあれ,前半，好調な輪出に支えられた自動車生産は 

順調に推移し，史上初めて，アメリカを抜いて,世界の 

1,1コ0 - トップ生産国となった。昨年4 月段階で自動車工業会が 

1,000 - 
生産合計 行なった四輪卓総需要予測（輸出を含む）では，54年度 

10,063,000台（実績見通し）, 55年度10,078,000 台を推 
gコ0 

定している。 
80（〕ー 

自動車におけるシーリング材は，自動車の安全性，生 

700 - 
乗用卓生産 

,－ーーー－ ー 一 一 

産性向ヒの追求という歴史に大きく寄与してきた。自動 

60コ 車1台当り，接着剤，シーーリング材は約30聴使用，これ 

輸出合引 
boo ー－－ 一－ ~~ は全車体重量の約3 %といわれているが，今日，車の重 

忙‘)- ノく トラソク生産 量を少しでも軽くという時代の要請は，構造設計の変更 

~~~一 － ~ 

乗用車輪出 部品の小型化，新材料の使用を促し, さらにシーリンク’ 
30コ 

材の軽量化にまでおよんでいる。 
200 - パス・トラック輪止 

自動車用シーリング材は主に図－10の各部位に使用さ 

100 
-－ーーーーーーー 

れており, JAS0 （自動車規格）では表一9のように 

コ 
分類している。これらのシーリンク材のうち, メタルラ 49 50 51 52 53 54 55年 

図―9 四輪車の生産出荷推移（自動車工業会調ぺ） 
インおよびペィソトラインで使用されるものは,一昨年 

ドアサービス'5 ール ルーフドリッZレール ーー 
シール剤 シーJレ蝉」 ヘミンクシール創 

『 
ドアインサイドバネル 

Jレーフ 

パネル 

パ 

0 

@ 

ドアパネル 

0 

ウインドガラスフロアバネIレv 
カインドシール剤 スポットウュルトシー ル剤 

図-10 シーリング材の使用箇所 

才 
ボデーシール剤 

自動車メーカーが，電着塗装をアニオソ系 

(1.70。Cに加熱助、らカチオン系(190Cに加 

熱）に切り換えたため一勢にグレードアッ 

プされた。 

しかし,これらのシーリング材は，電着 

塗装による焼きを前提とした熟硬化タイプ 

であり，当工業会でとらえるのは, トリム 

ライン（艤装ライン）で用いられるウイン 

ドシ・ール剤およびドアサービスホールシー 

ル剤と、、ったRTVタイプに限られる。 

1） ウインド用シーリング材 

フロントおよびリヤウインドの固定には 

従来から行なわれてきたゴムガスケットに 

よる方法と，ダイレクトグレージング（D 
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屋ili・‘ 
自 動車用 シー リ ン グ材の種類 

y 麟蹴菩」麟競意童難難奪童灘灘灘■離麟■妾 

S 55年需要推定 

メ

タ

ル

ラ

イ

ン

 

スポソトウエルドシール 鋼板相互の重ね合せ部を点溶接する場合，接 
合面に用いる 

ブチル系ゾル 1, 260トン 

／、ミングシール 鋼板相互のかしめ部にあらかじめそう入し点 
溶接と併用する 

エポキシ樹脂系 630トン 

ペ
イ
ン
ト
ラ
イ
ン
－
 

ボデイ一シーJレ 鋼板相互の重ね合せ部ト塗り塗料を塗布した 
面に用いる 

CR 
PVCブラスチゾル 

12,000トン 

ル―フドリ ソプシ－ル ルーフパネルとドリップレール，その他の鋼 
板との接合部に下塗りしたあとに用いる 

PVCプラスチゾル 上記に含む 

ト

リ

1

（
嫌
装
）
ラ
イ
ン
 

ドアサービスホ一ルシ―ル ドアサ一ビスホ一ルとスクリ一ンフイルムと 
の間に用いる 

ブチルゴム系 1,450トジ 

ウインドシ―ル ケ
 

ノ－ ゴ
固
 

ム
定
 

ガ
方
 

ス
式
 

ウインドウエザ一ストリソプゴムとウインド 
ガラス及び周囲のパネルとの間に用いる 

ブ

一

由

 

ル

分

 

ゴ

ボ

 

ム

リ

 

系

ウ

 

し
 

タ
 

，ノ 系… 

チ
成
I
t
 

'

?

 

DC方式 ウインドガラスとボデイ－の直接接着に用い 
る 

ポ
 

ウ．一 
、ノ型 

系
 

レ
成
 

タ
分
 

4,000トン 

表一10 ダイレクトグレージング方式 

H‘剛1,1んcIHead., Ass,Cr, 
」－~、一 一」－’瓶りS" 

rolysurrd. 5551mnb 

月uh 

ポリサルファイド方式 

1961年GM で採用 

三液ペースト状 

主剤、硬化剤混合で常温加硫 

貯蔵安定性3 --6 カ月 

硬化速度可変（30分～24時間） 

R 

ヴ 

曲日h 

●5"I 55513,1 

ブチルテープ方式 

1966年フォードで採用 

紐状成型品 

ボディーー補強効果なし 

貯蔵安定性良好 

0 

Kss
,,H ~t 

ネオプレンホットワイヤー方式 

1969年フィアットで採用 

紐状成型品 

通電による加熱加硫 

硬化速度限定 

貯蔵は要冷蔵 

表―11 ウインドシール剤とそのメー力ー 

乗 用 車 ト ラ ッ ク 

7 ロント 

方 式 ウレタンDG ガスケット 

シ－ル剤 

メーカー 

横浜ゴム 

サンスタ― 

セメダイン 

明星チャ一チル 

リ ャ 

方 式 ガスケット 

セメダイン 

ダイャボンド工業 / シ一ル剤 

メーカー 

G ）方式がある。このDG方式はさらに表 

- 10の3方式に分かれ，現在一般化して、、 

るのは, 1961年米国GM社が世界で初めて 

採用した方式である。当初コストダウンと 

デザインを主眼としたDGであるが，その 

後1968年合衆国連邦規格として，自動車安 

全規準FMVSS-No. 212が制定されるに 

至り，ガラスとボディーを－’体化すること 

Iが重要になった。これは1970年以降に生産 

した10人乗以下の乗用車，バス， トラック 

に適用されるもので,内容は，車を時速48 

kifiのスピ～ドで，コンクリート障壁に激突 

させた時，次のいずれかを満足しなければ 

ならな、γ。①前面窓ガラス周囲の75%以上 

が車体に保持していること②車両の中心軸 

に線を引き,片側につき50％以上，車体に 

保持していることーとなっている。 

しかし現在ではゴムガスケット使用でも 

十分これをクリヤーできるため，DG採用 

は再びデザイン上の要素が強くなってき 

た。 

今わが国で生産されている乗用車のフロ 

ントウインドはほぼ100% D G 方式を採っ 

ており, リヤについては，各メーカー，車 

種によってまちまちで,DG化率は約20彩 

の一―一・方, トラック，パスのフロントウイン 
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ドには,安価な点から，ほぽ100影でゴムガスケット方 

式となっている。 

2) DG は2 成分形から1成分形ウレタンへ 

わが国では，数年来，3成分ポリサルファイドによる 

DG が最もポピュラーであったが,硬化速度，コストの 

点で,ー昨年頃からほぼ2成分ウレタンへ移行し,昨年 

から今年にかけては, さらに1成分ウレタンへ移ろうと 

している。 

2成分に対して，1 成分形は①計量,混合が不要で， 

使用後の管理工数が低減②塗布機の構造が簡単で，メン 

テナンス工数が少ない（特にライン停止後のノズル（2:）つ 

まり）などのメリットがあるため, 自動車メ・ーカーは1 

成分型採用には積極的で，昨年から三菱が全車種に採用 

した。また日産ではグロリア,セドリック, トョタでは 

クラウン，東洋工業ではRX-7 に使用開始しており， 

DG に占める1成分ウレタン対2成分ウレタンの比率は 

約1対9と推定されており,今後DGの1成分ウレタン 

化は間近とみられる。 

3) DG 補修の半数はシリコーン系 

自動車保有台数の増大（55年6月末現在乗用車2, 299万 

7, 618台， パス トラックを含めると3,605万1,545台）中 

古市場の拡大にともなって，アフターマーケットとして 

の補修用シーリング材の需要が伸びていろ。特にユーザ 

ー〈7）自動車買い換え時期の延長傾向は顕著で，従来5年 

程度であったのが, 7'-8年と，ョーロッパの水準であ 

る, 10年に近づきつつある。 

ョーロッバでのシーリング材の需要は，新車ラインと 

アフターマーケットが半々といわれている。H本では, 

熊議展覇權翻 
全生産台数の約半数が輸出用という状況から,この数字 

にならないことは当然であるが，アフタ,ーマ・ーケットの 

重要性は急激に増しており，従来自動車メーカーのライ 

ン用へ食い込めなかった後発メーカーや輪入製品の進出 

が著しい。 

補修用では, これまで貯蔵安定性からポリサルファイ 

ドが一部で使用されていたが，施工の簡便性，ロスタイ 

ムの低減から, シリコーソ系,ブチルテープが大部分を 

占めてきた。年間約400トンといわれている補修用シーリ 

ング材需用量の半分強をシリコーンが占めており，プチ 

ルテープは補修後直ちに走行が可能なため，営業車での 

使用が多い。 

しかし,この分野でも,価格面での優位陛を持った1 

成分形ウレタン系の進山が目ざましく，現在の補修用の 

マーケッ トの占有比率は：シリコーソ系：ブチル系：1 

成分ウレタン系は6 : 2 : 3 と推定される。また当初懸 

念されていた初期強度の問題を解決しつつあるため，今 

後最も注目される種類といえよう。 

施工上の問題として，自動車用ガラス店は，従業員が 

1 人～2人という零細業者も多く，一部を除いてシーリ 

ング材に対する認識は極めて低い。修理に持ち込まれた 

車は，取り付け後,即納車という要望が強いため，ガラ 

ス店では，表面が乾けば,納車することも多く，シリコ 

ーンで24時間というセットタイムを確保できる場合は少 

ないようだ。またフロソトガラス1枚あたりカートリッ 

ジ1本という標準使用量が,守られない例もあり，シー 

リング材の使用量や種類は,ガラス店の客層により,実 

にさまざまである。 

表―12 54年度バン型車体生産台数（ ）は53年度 （車体工業会調ぺ） 

辰『＼ぐど～ ス チ ー ル製 ア ル ミ 製 F R P 製 合 計 

ド ラ イ 
1, 554 13, 092 80 14, 726 

(15, 238) 

冷 凍 冷 蔵 
94 17, 036 4,489 21, 619 

(18, 453) 

合 計 
1, 648 

(1,271) 
30 ,128

(28 ,821)
 

4, 569 
(3, 599) 麟
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国内向けにはFMVSS という安全規準は適用されな、、 

ものの，フロントガラスの接着は安全に直結している。 

“ガラス店のシーリソグ材に対する正しい知識の指導と 

同時に,施工後短時間で使用可能な，セットタイムの短 

いシーリソグ材の開発が今後の課題となっていろ。 

4） 力一用品はDIY店の主力製品のーつに 

わが国に本格的なDly，ホームセンターが誕生した 

のは昭和47年で，以後急激な成長を示し,現在全国で約 

500店を数えるに至った。 これらは郊外立地がほとんど 

で,マイカー来店がに82％達しており，必然的に自動車 

用品を手がけることになった。昨年通産省が発表した 

「自動車用品流通機構調査報告書」によれば，自動車用 

品の売上比率は16.8％で，中心商品として，一つの柱と 

なっている。 

こういった店で扱うのは，ほぼシリコーン系に限られ 

ているが，オーナードライパー向けの自動車整備雑誌て〒 

は, 日常のメンテナンスのほか，ボデイのへこみ，雨漏 

り修理の方法まで紹介することも多く, シーリソグ材, 

接着剤などのケミカル商品は，自動車用品の中で大きな 

位置を占めつつある。 

f""'""'''l''""""'"''-"-'''-''-"-"'''I'Il'"-'''-"'IHl‘』”‘"'-"‘」‘I"'"''''I'"""""""t''""""'''''"'''"'I 
~ 7 -2 そ の他輸送器用 

自動車以外の輸送材で，大きなシーリソグ材の需要先 

となるのは，陸・海上コンテナと鉄道車両である。 

コンテナは用途別に貨物用,冷凍‘冷蔵コソテナ，国鉄 

コンテナ，コンテナ船に積み込まれる国際大型コンテナ 

に分けられるほか,制質では，スチール，アルミ，FR 

P に分類されている。自動車車体工業会による54年度の 

バン型車体生産台数は表－ 12のとおり。この中で伸びが 

著しいのは冷凍・冷蔵用コンテナで，ここ数年約10彩の割 

合で増加している。 

コンテナに使用されるシーリング材は，開閉部のガス 

ケットのほかは,価格面で有利なブチル系シーリング材 

が多用され，また一部ではクロロプレン系，SBR 系が 

使われている。使用部位は, コンテナ本体接合部のほか 

内装では金属と合板との接合部，冷凍・冷蔵用では断熱 

板の接合部など。コンテナ用シーリング材の使用目的は 

水の浸入を防ぐだけでなく，冷凍・冷蔵コンテナの場合， 

気密性の確保が重要で，冷凍コンテナのような特殊車の 

場合，開閉立上り部などにはシリコーン系のものを使う 

ことが多くなってきている。 

また鉄道車両では（表一13参照）鋼板接合部のすさ間 

から雨水や，車両洗浄液などが浸入することを防ぐため 

に使用され，これは鋼板の防食にも役立っている。この 

ほか,便所,化粧室の配管部，各種押え面のすき間にも用 

いられている。材質的には,やはりブチル系が最も多く, 

機 関 車 
71

)(94) 

10, 216, 784千円 

(9, 821, 059) 

旅 客 車 
2, 335 

(2, 000) 

117, 333, 746 

(95, 943,776) 

貨 物 卓 

有がい車 

無がい 車 

タ ン ク 車 

1 ,884

(1 , 873

)1 , 506

(1, 220

79)

(1~6

)

272

(226) 

12, 514, 833 

(13, 592, 905) 

8,340, 975 

(6, 595, 000) 

773, 638 

(969, 825) 

3,277, 020 

(2, 949, 942) 

合 計 
4,290 

(3,967) 

140, 065, 363 

(119, 357, 740) 

表―13 53年度鉄道車両新造生産（ ）は52年度 

ついでシりコ・ーン系, 1 成分ウレタン系，ク 

ロロプレン系などとなっている。新幹線車 

両の場合,高速走行時のトンネル通過やす 

れ違い時の圧力変動が車内に波及するのを 

防ぐために，すぺての開口部をシーリング 

材によって密封している。外板すそ部や気 

密配線貰通部にクロロプレン系，シリコー 

ン系，ウレタン系などが使われるほか，窓ガ 

ラスなどにはボリサルフ7 イド系が使用さ 

れている。このほか飛行機では，ウインドシ 

ール，キャビソ， ドアにシリコーン系が,燃 

料タンクシールにポリサルファイド系が使 

われるなど,走行時の挙動という建築用以 

上のシビアな条件に耐えながら,シーリン 

グ材は，各種の輸送機に使用されている。 
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◇座談会◇ 

競 
~： 

善 

J二 曾． 

蒸
 

篇I豊「，(I乞」1 蘇
 

出 席者（敬称略 順不同） 

小林 孝悌（砧建築技術事務所所長） 

鶴田 

裕（ 

大成建設株 、 

技術研究所仕上材料研究室長ノ 

荒井 光興(i ミ鷺牲“、ーーコ 
＼慎附齢建栄校術謙王仕町先貝ノ 

小野 正l導杢讐書( ー一一什.」‘m、 
\4肝ヲt)町111‘十1り「ヲ七至pirヲ七只ノ 

操上 弘昌（ H$'- ') :/グエ事業協同組合） 

日本シーリング工業会 

〔司会〕平 野 英 作（技術委員長） 

西沢 順之助（技術副委員長） 

山 内 雅夫（広報副委員長、技術委員） 

司会 きょうの座談会のテーマは，「シーリングの補 

修とメンテナンス」ということですが，初めにその主旨 

について若干説明いたします。世の中にシーリング材が 

出回るにつれて,多くのクレ・ームが発生し，場合によっ 

てはシーリングに不信感が横溢しているといってもい、、 

世の中になりつつあるような気がします。 

時まさに石油ショックの時代でして，省資源という問 

題が非常に強く要望されております。このような背景の 

中で，建築学会でも耐久性の討論会がなされるなど，耐 

久性についての問題意識が非常に高まっております。一 

方，シーリングにつきましては,各官庁その他から,保 

証年限を長くという要望が出ており, 日本シーリング工 

業会としては単なる欠陥に対する補修ではなく，メンテ 

ナソス（計画修繕）の標準化を計ることによって，ユー 

ザーの方々に安心して使っていただけるようなシーリン 

グにしていかなくてはならないという意味で，危機感と 

言った感じを強く持っています。そういった背景を踏ま 

えて本日の座談会を開かせていただきました。 

このような市場からの要望への対応として,事故調査 

がずいぶんとなされており，その問題点のリストアップ 

がなされていますが，どちらかといいますと,欠陥を補 

修するという捉まえ方が多いような気がしてなりませ 

ん。材料面では，JIS A 5757（建築用シーリング材の 

用途別性能） を踏まえて，JIS A 5758（建築用シーリ 

ング材） と、、う新し、、JIS－ができ, シーリング材に対す 

る評価が一層厳しくなったわけです。それを受けまして 

JASS 8のシーリングエ事が改訂される運びになって、、 

ます。この中で当然目地幅，許容伸縮率，および施エの 

条件が厳しく規制され，JIS A 5758 のシーリング材を 

正しく使うということで，これも一種の耐久性延長への 

動さであろうかと思います。 

さて，実際の建物で事故が起っている問題に対して， 

果して初期クレームなのか,あるいはそれが寿命なのか 

といった点に関してですが，どういうシーリング材が， 

いつ,何年後, どこで，どのような事故を起しているの 

か,それはなぜか，またその量はどのくらいの比率を占 

めているのかということが，どうもはっきりしないよう 

な気もします。 

当然, “なぜ” という中には設計の問題，材料の間 

題，施エの問題などが，複雑に絡んでおり，俗に言う相 

乗作用的な働きで寿命を短くしているかと思います。 

もう1つの問題は，10年，20年前の材料がいまになっ 
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幅の問題，もちろんシーリングそのものの弾性を計算し 

た目地幅ですが,最も基本的な目地幅が不足していた例 

が非常に多い。特に最近は伸びるよりも圧縮された場合 

のほうが損傷が大きいという実験結果も発表されていま 

す。． 

2番日は，材質の劣化 

3番目は，低モジュラスな材料が目地設計の問題で使 

い方が間違われていたということ。 

4番目は，あらかじめ下地に塗装してあった塗装を溶 

かして剥離したと、、うケース。 

5番目は，被着体の接着面における錆の発生。 

6番目は，片側が金属で片側がコンクリートというよ 

うな，違った材料への接着が，どちらが・方に不良であ 

った。 

7番目は，施工不良，混合とか,充填，厚みが設計通 

りいっていなかったと、、うようなこと。 

以上の7つが事故例を集約した原因の項目ですが，そ 

れらを総合して考えてみますと，設引の問題ですけど， 

いずれも設計者に，正しい納まり,寸法の採り方を知っ 

て貰うための対策を立てていかなければならないと思、、 

ます。使い方としては，材料の選び方についてはっきり 

した指示がないとこう、，う間違いが起こってくるんでは 

ないか，施工の問題は，正確な』I江をし易いようにする 

方法はあると思いますが,こういう基本的なことをきち 

んとすることが現在のシーリングに対する不信の解消に 

非常に大きなウエートをもっていると私は思います。 

司会 補足いたしますと，「防水ジャーナル」 9月号 

に，シーリングの漏水事故の直接原因について，アンケ 

ートの集計表が出ております。混合不良，選定ミス，設 

計不備，深さ，下地処理，施工ミス，ジョイントの挙動そ 

平野 英作氏 
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て事故を起していることであり，また，許容伸縮率など 

をはじめとする目地設計も変わってきている。場合によ 

っては被着体，あるいは工法も変わってきています。 

これらをしっかり踏まえないと,いい方向に動いて、、 

るのか，悪い方向に動いているかという不安も一部では 

出てくるかと思います。 
r 

そういうことですので，現状認識と問題点のピックア 

ップをまず最初にお願いして，統、、てメンテナンスの時 

期がきた場合のメンテナソスの方法とその評価を次に考 

え，最後に今後の対策と要望という形でまとめたいと思 

います。 

では，まず最拠こ補修，メンテナンスの実態と対応， 

現実にメンテナンスがどう、、う形で行なわれてさ、るの 

かi またそれに対してどう対応しているのか，お話を伺 

いたいと思います。 

1 
欠陥,補修の実態は？ ~ 

~
小林 だいぶシーリングに関する問題が起っておりま 

して，いろいろたずねられたり，相談されたりしていま 

すので,最近あちこちの資料を調べたわけです。それで 

「建築技術」の1977年の11月号に2例, 19&）年の2月号 

に如例，シーリング故障例の記載カミありました。これを 

全部まとめて，原因をしぼってみたのです。そうすると 

7つになります。これは代表的な例だと思いますが，た 

だそれが何％くらいの比率だということはわかりませ 

ん。一般にわれわれが経験的に非常に多いというような 

例がかなり合まれておりますし，比率のことは別にして 

も，常識的にはこの12例で大体入っていると思います 

し,それをしぼって7つにしますと，大体入ると思いま 

す。 ‘了 

まず1番は，カーテンウォールや, PC の部材そのも 

のの伸縮，それから地震その他による振動の振幅と目地 

篤ミこ魚,二’’、、番 
舞
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の他ということで，今のお話とちょっとニュアンスの違 

っているところがあろうかと思いますが，大体似たよう 

な話が出ています。この中で一番多いのが，施工に関し 

てで，下地処理である。その次に選定ミスと設計不備が 

大きな問題で，これとジョイントの挙動を含めますと最 

大の原因になります。その辺を土台にして，実態をふり 

返ってお話いただけたらと思います。 

多かった材料への過大評価 

鶴田 実際と対応ということで，私も多少意見を胃わ 

せていただきたいと思います。事故の原因というよりも 

寿命を縮めた原因と言ったほうがいいかも しれません 

し，またひっくり返して言うと寿命を延ぱすにはどうし 

たらいいかという対策にもつながってくると思います 

が,現在,寿命がきたと判断されて，補修,あるいは改 

修をしている実例というのは非常に多いんじゃないかと 

私は思っております。私がいくつか見た事例から原因と 

結びつけた所感を申し上げます。 

まず，1 つには昭和40年前後に，いわゆる弾性シーリ 

ング材と称するいいものが登場してきたわけですが，当 

時一見したところたいへんよく見えました。それまで油 

性コ・ーキングが主流を占めていたために，ポリサルファ 

イドなんか登場したときはびっくりして,性能について 

過大評価をしたということが,いまのトラブルにつなが 

っているんじゃないかと思います。士50％で設計しても 

、八、ような資料も当時はありましたし,言、、かえれば研 

究不足ということに原因があったと思うんです。それか 

らあるいはその機に乗じて，メーカーが売らんかなと、、 

う姿勢もあったんじゃないかと、、うこともいえそうで 

す。全般的に資料が不足していて，目地幅を決定するた 

めの資料がなかった。材料の性能も過大評価した,この 

2つが，現在改修工事花盛りの大きな原囚じゃないかと 

思うんです。 

その次に出てきたのは,値段面での過当競争でしょ 

う。メーカーがたくさん出てきまして，かなり競争し， 

はっきり言えば悪くなってきたということじゃないかと 

思うんですが。それが結果として現在のようなトラブル 

につながっている。 

3番目は,パネルなど被着体全般に表面仕上技術がよ 

くなってきて,それがシーリング材との接着を阻害して 

きているんじゃないか。それは初期故障として，初めか 

ら付かないということもあるかもしれないし,初めから 

あまりよく付いていなかったのが，時間の経過とともに 

シ,ーリング材そのものの剛性が高くなってきて，表面で 

刺離してしまうと、、うクレームになってきている。 

大体この3つが問題になってきて，その後に目地幅を 

もっと広げたほうがいいんじゃないかとか，新しいプラ 

イマーを開発しようとかということが，対策としてとら 

れていますね。そうやってよくなってきたものに対する 

寿命の評価はこれからなされるのだと思います。いま寿 

命が到達したものというのは，実はあまりデータがなか 

った時期に飛びついて使ったもの，それから値段の競争 

この2つに限られているのではないかなと思っておりま 

す。どうでしょうか，小野さん。 

小野 まさにその通りだと思います。昭和28年に油」生 

コ・ーキング材が出てきて，昭和36年にポリサルファイ ド 

の輸入が始まり，わが国で頻繁に使用されるようになっ 

た過程を考えてみますと，鶴田さんがおっしゃったよう 

に適切な情報の不足の時代がかなり長くあったような気 

がします。たとえば，カーテンウオ・ールエ法や材料・情 

報は大幅に変ってきました。特にシーリング材の良し悪 

しを総括する代名詞と言われる許容伸縮率をかなり大き 

く設定していたのではないでしょうか。チオコール社の 

話ですと，輸入当時は, 土50％という話も聞きますし， 

それが士30％から，士25％に落とされ，.TASS の8章に 

シーリングが加えられた昭和47年当時は，土即％,最近 

では士15％あるいはそれ以下という見方をされている方 

もけっこういるんではないかと思います。 

昭和40年代にカーテンウォール工法がかなり増えたわ 

けですが， それに使われていたシーリング材の大部分 

は，ポリサルファイドだったんじゃないかと思います。 

カーテンウォールも非常に多様化してきて，アルミのも 

のは，フブサードの構成方法も多様化してきましたし， 

PC のほうも1枚の板が大きくなってきました。そう、、 

う意味から目地のム・ーブメントは大きくなってくると同 

時に，施工もしにくくなってきた。一方シーリング材0一） 

設計情報は不備であったというような要囚が絡み合って 

いたのが40年代ではなかったかと思います。 

40年から50年に建られた建物が相次いで故障を起こし 
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てしまったということが,建物の日地の条件と使用され 

たシーリソグ材の性能とが良く絡み合っていなかったこ 

とを物語っていると思います。 

それらを受けて，設計手法あるいは材料の性能評価，施 

工法はどうすぺきかということが,ここ2,3年各方面で 

非常に検討され,やっとシーリング防水という本来の姿 

で設計,施工され始めているんではないかと思います。 

そう、、うことを考えますと， 40年代のシーリング材 

と，ここ1~2年，あるいはこれから施工されるシーリン 

グ材の寿命がどうなるかは，分離して考えてゆく必要が 

あると思います。ちょうど50-'55年がシーリング防水の 

大きな転換の時期じゃないかという気がするわけです。 

故障の生じている建物については，適切な処置で雨仕 

舞いという1つの機能を復元しなければいけないわけで 

すが，この方法，材料などについてはのちほどお話しが 

でるものと思います。 

現状のシーリング材の故障はほんとうの性能を理解し 

ないで，無理な使い方をしてしまったことに起因して、、 

ると思われます。 

司会 原因の話がだいぶ出ているわけですが，荒井さ 

んからも, PC の油性コーキング材なども含めまして， 

お願いします。 

荒井 いまのお2人のお話はもっともだと思います。 

実際に,私が扱っているシーリソグ材に関するクレーム 

の1例を申しますと,昭和48-50年にかけてのクレーム 

が多く耳に入ってきます。下地別では金属のもので，部 

位としては外装金属，アルミパネルのガラス回りとか， 

方立形式でそのジョイントのシーリング切断，肌別れが 

多い。幸い，雨水は方立を伝わり，室内に入らずにすん 

だ例もありますが，全面改修するか，その方法はどうす 

るかが問題であって，実際は竣エまもなくから部分的補 

修を現場担当者なり，施工店がめんどうをみていると、、 

うのが実情のようです。その中では，ポリサルファイド 

系のシーリング材が，ガラスと利離したり，規定の厚さ 

がなかったり，切断という事例で，その対策にあたって 

いるというのが現状です。 

50年前後のものですと，とかくシーリソグ材の耐久性 

はどうなのか，竣工時より問題となっていたのではな、、 

かなど，、、ざ改修工事になる段階で，その責任範囲と同時 

に費用負担の問題になり,明確さを欠くのもこのシーリ 

小野 正氏 

鶴田 裕氏 

ングエ事についてまわる事項のようです。ところで竣工 

5 .-,6年のものですと，その耐久性，保証ということは云 

々されているところでしょうが，メーカー各社はカタロ 

グなどで，必要目地幅などを材質別かつ部材別に正しく 

PR しているのか。またわれわれも含めて言えることで 

すが，ガラス回り，金属同志の接合の場合」ただ弾性シー 

リング材を充てんしておけばということが，多いように 

思えてなりません。こうながめてくると，エ事がふえてく 

るにしたがって欠陥量が多くなってくるような気がして 

なりません。とりこし苦労であればと考えるところです。 

司会 これらの問題をふまえて，実際に施工しておら 

れる操上さんから，実態，あるいは原因についてお話、、 

ただきたいと思います。 

操上 私が見ている範囲では，昭和45, 46年頃に施工 

された，特に金属カーテンウォールの状況は，支離滅裂 

の感があります。シーリング材の性能の過大評価,材料 

の変質，充てん厚みのないもの，納りの悪いものなど, 

事故原因としてのあらゆるものが重なっているように思 

えます。カ・ーテンウォ・ールエ法が,急増した時であり， 

施工例が多かったわけですが，その中で現在補修して、、 

るものを調査しますと，熱伸縮を受けやすい箇所が破壊 

しているケースが，もっとも多いと言えます。 

熱伸縮を受けにくいガラス回りの剥離事故も数多いよ 

うです。これらの現象は，われわれには常識的に頭の中 

にあるというのが，最近の認識ですね。 

カ～テンウォールの納まりについての話になります 

が，事故の原因のーつとして,たとえば設計についてで 

すが詳細（施工図）はサッシ設計になり，サッシ設計技 

術と設計省の設計技術は，その目的は同じであっても， 

内容的には分業であり異質なんです。意匠図と施工図 

は,それらの性能を加味して一体であるべきものである 

はずですが,実際にはいろいろな立場から異なってしま 

っているんです。 
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操上 弘昌氏 

荒井 光興氏 

III可方で十分打合せができれば，大きな間違いはなくな 

ると思いますが ，しかしあまりこのことが理解され 

ていないように思われます。 

一例を上げると，当時使用する許容伸縮率内で目地幅 

を設定し，施工したものが数年後には事故になった例は 

数多くあります。原因としては表面上の目地幅ではなく 

日地の内部の納りの悪さが原因で破壊してしまうものも 

あるんですね。またパネルなどで接着面が十分確保され 

ているものはともかくとして，部材の切断面の加工でシ 

ーリング受けになるもの，またはそれに代るものが不備 

なために, シーリング材が破壊してしまうものも多いよ 

うです。それから仕上げ材（塗装）の問題ですが，塗装 

の剥離による事故もかなりあるようです。塗装メーカー 

が乾燥時間についての指導をしているんでしょうが，実 

際の作業環境下の温度とかストックヤ・ードとかの製造管 

理上の問題を処理できていないように思いますね。特に 

夏，冬についての乾燥時間の問題があり，塗膜剥離につ 

ながっているようです。これはアクリル系塗料に多くみ 

られます。今にして思えば不明確な点が多く,研究も足 

りなかったと、、えるんではないでしょうか。現在でもた 

びたび焼付け塗装という言葉を聞きますが,焼付けてあ 

るものが簡単にはがれるなんていうことは考えられな、、 

わけです。しかし焼付け塗装が建築にどれだけ使われる 

かといえば数彩であり,それ以外は強制的に乾燥を早め 

ている常乾タイプの塗装ではないかと思うんですね。そ 

の場合の管理がどうなのかとか，時間がどうなのかと 

か，そういうところまでは明確に表現されなかったり， 

またシーリング材との接着性について十分に研究されて 

いないんじゃないかという気がします。 

あとはPCはあまり動かないという判断でやっている 

ケースが多いと思います。しかし実際には高層ビルなど 

は動いているのですね。一般にシーリング材が剥離して 

もその箇所が大きく口があくことは考えられないんです 

が，高層ビルでは，3皿， 5皿の口があいてる現象はま 

まあるわけです。こういうことから考えて，設計時に， 

層間変位量のグレードの設定がどのくらいかというよう 

なことをはっきりしておかないと,1 ,2年でもそのくら 

いの条件に遭遇し得るということは言えると思います。 

司会 値段の点で過当競争であったとか，あるいは違 

った材料・同士のシールの接着が不十分であるとか，材質 

の劣化は当然として，低モジュラス材料の使い方に問題 

があったとか,塗装の剥がれに対して云女という問題が 

出てまいりましたし，年代的な問題も出ています。材料 

のほうからみて,その辺はいままでどうだったのか,そ 

れが実際に寿命の実態とまで言えるかどうかわかりませ 

んけれども， メーカー側から， その辺のお話を西沢さ 

ん，山内さんお願いします。 

許容伸縮率は漸減へ 

西沢 過去の経過およびトラブルの要因などについて 

は,私の認識もほとんど同じで，ただ，メーカー側の立場 

として，現在までの状況について述べたいと思います。 

確かに経過的にみますと,カーテンウォールエ法の導 

入以来,油性コーキング材から弾性シーリング材への流 

れの中で，2成分形ポリサルファイドが現在まで使用さ 

れてきているのですが，この間シーリング材の性能限界 

の把握と使い方との間で長いこと試行錯誤が繰り返され 

てきたと思います。 

材料面からみますと,アメリカの規格ASA をはじめ 

国内の最初の規格JIS A 5754 などによる性能試験で 

は主に静的な性能を判定することができますが,現在最 

も要求されている機能である動的な熱伸縮に追随する性 

能の試験が不足していたといえます。したがって，その 

間の対応策としては，当初言われていた許容伸縮率を徐 

女に小さくしてきたこと，すなわち目地幅を広くしてき 

たことです。当初8皿からスタートし，10-12--15--48 

--20rll01と変遷し，現在では25から30inni位まで拡げられて 

きていると思います。一方では，より熱伸縮性能の良好な 

材料として2成分形シリコーンおよび変成シリコーンが 

開発されてきている状況です。また規格面では動的繰り 

返し性能を加味した JIS A 5757を経て, JIS A 5758 

という商品認定JIS へ移行してきています。 
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したがって，過去のトラプルの主要因の1つとして 

は，材料の性能限界の」幽屋が不十分なまま，過大評価さ 

れて，かつ材料が1種類ですから全用途的に使用された 

点に問題があったと思います。一方，使われ方の面とし 

ては，材料の許容伸縮率に絡む目地幅の問題があったこ 

とは先に述ぺましたが,それ以外として,被着材の拡大 

と変遷が接着性の要因としてあげられます。それは各種 

塗装，吹付材，カラーアルミ，タイル， ミラーガラスな 

どシーりング材が接着しなければならない被着面が急速 

に拡大し,また羽質的にも変遷が繰り返されたことによ 

ってシーリング材メーカーのプライマー開発の速度が追 

いつかなかった点があると考えられます。最近でこそ， 

接着性の事前確認がさかんに行なわれ,メ・ーカーもそれ 

ら接清面に対するプライマー対応がかなりされてきて、、 

ますが，過去には, この要因にもとずく剥離事故も多く 

あったと考えます。以上がメーカー側からみた過去のト 

ラブルの主な発生要因と考えますが，他の要因として 

は，構造面，施工面，施工環境面にも多くの問題があっ 

たと思います。 

山内 さきほどコストダウンの話がありましたが，こ 

れにつけ加えるとなりますと，作業性を向上させるため 

の物性変化ということもあったと思います。これは一時 

期的なものですけど，昭和37, 38年ころから使われ始め， 

44, 45年から本格的に使われるようになったポリサルフ 

ァイドはその当時，非常に便く，作業しにくかったので 

すが，年々作業性のいいものを要求され,何回にもわた 

って作業性を向－Lさせるための配合変更というものを余 

儀なくされたわけです。もちろん物性を低下させないで 

作業性を向上する，あるいはコストダウンする，この2 

つを考え合せて配合は変ってきているわけですけど,そ 

の変り目くらいのところで，若干の不適性なものがあっ 

たかもわかりません。 

それからモデュラスの問題ですが, この変選は各メ,ー 

カーとも過去10数年の間に3,-4 回はあったのではな、、 

かと思います。たとえば低モジュラスから中，高になっ 

て, また低モジュラスになるとかあるいは中,高からは 

じまって低モジュラスにするとかなど低～高の間でいか 

に熱伸縮に対応するか，との試行錯誤が繰り返されたと 

思います。ボリサルファイドの場合にはあまり低くしま 

すと熱伸縮性が低下しますし，高くなり過ぎると接着 

西沢順之助氏 

，
。
 

山内 雅夫氏 

性，耐候性に影響を与えます。したがって，ある範囲内 

でモジュラスのパランスを保ってきていると考えます。 

しかし, どの範囲にセットしても全用途的でなく，適所 

を選ばなければならないと思います。 

小林 歴史的な経過が話題になり,ある時期には問題 

がある程度あったということ。それとモジュラスの間 

題，これは一概には考えられないのですね。というのは 

最初の抽性コーキングの時代は,亀裂が出るかもしれな 

いところへ，あらかじめ誘導目地を切っておいて，そこ 

に亀裂が発生してもそれから水が漏らないようにという 

のでコーキングする。あるいは亀裂が入ってしまった， 

これは,非常に微細な亀裂ですが，それを埋めるために 

V カットして，コーキングしていたというのが当初の使 

い方。それが窓回りその他で金属とコンクリートとか， 

あるいはALCとほかのものとか違った材料の取合いに 

なってきて，二面接着になり，それがさらに最近では飛 

躍してカーテンウォールなどで個々に動く2つの部材の 

接合部分に使われ，伸縮する外装仕上材の一部となって 

来たわけです。これは10年ほど前からそういう傾向にな 

ってきたのですね。ですから品質の問題,モジュラスの 

問題を言われましたが，使い方によって必要な性能が異 

なるから，使い分けてほしいということ。視点を換えれ 

ば，本質的に使われ方が変わってきたということが重要 

な問題だと思うのです。 

司会 問題がたいぷ浮かび上がってきたような気が、、 

たします。設計では伸縮率の問題とか，おさまりの問題， 

あるいはサッシメーカーそのものが姿勢を改めていただ 

かないと難しいというような問題が出てまいりました。 

材料的にはプライマーの使い分け,下地の確認，施工も 

含みますけれども，そういった問題がいろいろあると、、 

うことが出てきました。施工上はその辺の確認をしなが 

ら施工するのだという話がありました。ところで，官公 

庁がこういったことを踏まえながら，今どういう状況に 
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あるかということを,西沢さんこ披露願えますか。 

保証は ま ず3 年間 

西沢 官公庁関係では，いろいろとエ業会に問合せ， 

相談があります。特に建設省からはエ事仕様書,施工監 

理指針などの改訂にともないまして，シーリング材に関 

する間合せ,相談があります。これにつきましては， 

JIS 規格が新しくなったことに関連して,従来以上に耐 

久性区分と適材適所の関係をより明確にしようとの意向 

があり，それらの趣旨が今度の改訂に十分盛り込まれて 

いると思います。一・方，保証問題と絡みまして，東京, 

大阪などの地方自治体から[5年間保証」という問題が 

提起されています。今までの工業会見解は 「3年間保 

証」ですから，この問題に対して，今後どう対処して、、 

くかについて検討を重ねている状況です。 

エ業会では現在付帯条件付の材工連名で 「3年間保 

証」が統一見解です。強制力はもちろんないのですが， 

現状のシーリングの設計」施エ,材料のI「にh 初期故障 

を中心とした3年間保証ができるような条件の中でシー 

リングエ事を行なっていくということです。 3年間でも 

保証できるということは, より良い条件を取り入れて、、 

ただいて仕事をしているということの裏付けになると思 

います。 

鶴田 3年間保証する条件として，適IEな目地設計が 

なされるというその適正という条件は工業会のほうから 

示してあるわけですか。 

西沢 はい，示しております。付帯条件としましては 

(1)設計上の考慮（適正な目地寸法」構造，被着体など） 

(2）施工上の考慮（作業環境,エ程，気象など）(3）適正価 

格の3条件があります。以上の3条件はまだ抽象的で具 

体性がありませんが,現在技術委員会で，JASS改訂案 

などを参考に集約したものにしようと取り組んでおりま 

す。また, これだけ付帯条件をつければ，3年ではなく 

て，もっと長期間の保証をとの話もありますがこの辺の 

経緯につきましてはI 民法の2年を参考に，また実際に 

3年間見守れば，初期故障とその後の耐久性の推定もで 

き十分保証できるのではないかという所から3年という 

数字が出てきております。 

司会 初期故障の3年を保証すれば,偶発事散がな、、 

限り，寿命まで持つであろうと、、うことですね。全防連 

のほうでも保証ということをたいへん大きく取り上げて 

きています。エ業会の技術委員会でも，建設省からも補 

修指針的なものをつくってくれという話があり，特別の 

ワーキンググループをつくりまして,現在検討中です。 

成果がまとまりましたら，こ意見など頂戴したいと思、、 

ます。 

小林 保証の3年という問題すでけど,私の聞いて、、 

る範囲では，官公庁，特に地方の市役所が割合に多いの 

ですが，こういうところでは,設計者も3年では不満て＾ 

すね。すでにそういう声も現実に出ております． 

だから私はその解釈をはっきり2つに分けるぺきだと 

思うのです。極端に言えば, 3年さえなんとか凌げれば 

あとは責任を免れるのだというようなメーカーがたとえ 

ば，おられたとしたら,悪い材料がいい材料を駆逐する 

ことになりますので。 

つまり無償で直すのは3年間としても，ューザー側か 

らすれば材質そのものは10年間は変質しないのだ,所期 

の性能が持てるのだという,二段構えの保証がいただけ 

ればありがたいという声が強いですね。 

3 年の保証でも10年の耐久性を 

西沢 保証問題については，最高3年間の付帯条件つ 

きということなのですが，実際の活動の中では，10年間 

維持するための付帯条件ということで，材料的にも適材 

部位を選定するようにしています。また,使われ方の条 

件を整えることによって耐用年数は，どの材料でも10年 

間維持させるということを工業会としては狙っているわ 

けです。 

したがって，付帯条件の中で,適材適所の材料選定を 

行なうことによって，保証は3年であっても，10年間の 

耐用年数を得るようと努力しています。 

鶴田 その辺は操上さん，痛感されていることが多、、 

んじゃないですか。2年なり3年なり持ちこたえれば， 

あと10年は持つものだと考えていいですか。つまり寿命 

と、、うことじゃなくて，初期故障的なトラブルは非常に 

早い時期に出ていろものと思うんです。付かなかった， 

はじめから付いていなかったとか，ごくわずかのムーブ 

メントで剥がれたとか，あるいは攪拌不良によるトラブ 



ルだとか，そういうのは弓は渡すか弓は渡さないかの時 

に出てくると思います。春夏秋冬1年たって，あるいは 

施ェした時期が中途半端であれば，1 年半くらいの間に 

ノートラブルであれば，それからあとは10年間なんでも 

ないということはないですかし私はあるような気がして 

るんですが。 

操上 材質変化が少なければということだと思うんで 

すが,少ないものであれぱ1年，2年調査して大丈夫で 

あれば，ほんの少しの補修でいけそうな気がします。 

鶴田 建築学会でも提案されているような適正な目地 

が設計されていなければ話にならない。 士100％かかる 

ような使い方をされれば1年大丈夫でも2年目にだめに 

なる可能性があります。いままでの研究成果から出てき 

たのが今度の新しいJASS だと思いますが，あの程度で 

いけばいけるんじゃないかと思うんです。 

操上 私どももそんな気がしているんですが,切れる 

切れないだけじゃなくてすぺての面で、、ろいろな問題を 

ひっくるめれば10年近くノークレームでいけるようなシ 

ーーリングはないんじゃないかという気がします。しかし 

接着してしまえば，材質が変化しないものであれば，意 

外と持つなという感じがします。一方初期放障というの 

は，実際には弓は渡す前の発見が重要だと思います。た 

とえば1年後に調査したときに見つけたというものでも 

当初からくっついていなかったと思われますね。 

小林 10年という言葉はだいぶ気がねしながら言った 

んですれども，実際は当面目立つ故障の中には，初期の 

施ェの問題があります。非常に重要です。1 年半持てば 

3年は持つものじゃないかということは，一応言えると 

思います。その意味では1年半でもいい， 2年でい、 

い。ただ,露出の場合材質の劣化は大きいと思います。 

特に,北海道，信州あたりでは,私は現実に7 , 8年持 

ったのを見ていません。いろいろ調ぺてみて，実際使わ 

れているもので，これは7 , 8年以上大丈夫だったと、、 

う実例はまだ見たことがないんです。それは材質劣化し 

ておりますし,ひび割れしていますし,切れていなくて 

い部取って押して見ますと,全然弾力性がないという 

ようなのがたくさんあるんですね。 

ですからこれは私の個人的な経験ですが,皆さんもお 

っしゃるように，10年というのはかなり問題があるんじ 

ゃないかという気がします。 

操上 1 つには10年程度でメンテナソスに入る。7年 

くらいで少しずつ壊れてきたら予算計上していただいて 

10年たったら正常な形に直していくというようなサイク 

ルが必要じゃないかと思うんです。 

寿命の予測と判定基準は‘? 

山内 ウレタンシーーリング材をコンクリートに使った 

場合は，露出でも10年経過したものが多いわけですが, 

刺離も破断もない。ただ表面が解重合を起こしてぺたつ 

きかかっているとか,紫外線にやられて相当クラックが 

入っているということがあっても，破断・剥離がないと 

いうのが多いわけです。ですから使われ方によって,ポ 

リウレタンあたりですと, 10年間十分持ってるんじゃな 

いかと思うんですが。 

鶴田 私もそう思っているんですが, 10年どころか， 

もっと持っている。あくまでも適正目地設計がなされて 

いないとだめですけど。 

小林 私もたしかにそう、、うもので漏水事故の起きて 

いないものは見ております．だけど色が変色して，小さ 

なひび割れが入ってきて，それを摘出してみますと,ほ 

とんど弾性らしいものがないんですね。これは，それを 

寿命がきているとみるのか」大丈夫とみるのかは」主観が 

あると思いますけれども，使われ方で違ってくるわけで 

す。単にそれが油性コーキング材のような場合であれば 

それでも用は足りているわけです。ところが，完全なカ 

ーテソウォールなどのシーリング材の使われ方をした場 

合は用が足りないでしょう。使われ方によって，期待され 

ている性能が異るように,寿命の判定も異るはずです。 

操上 許容伸縮率内までは動く。それで10年持つか持 

たないかということだと思います。 

小林 問題は寿命とはどういう状態かという判定の間 

題ですね。アクシデントがあって，地震なり台風があっ 

て,雨漏りした,破断した，その時点で言うのか，そう 

いうものがきた時に,対応できるだけの性能がなくなっ 

たときを指すのか，ここで変ってくるわけです。 

司会 ですから欠陥1つにしても，またそこにグレー 

ドがあるわけです。それをどこまでを欠陥とみるかによ 

って，判断が非常に複雑になってくる。この辺の事故調 

査も，どこまでがどうかということは，判然としておりま 
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せんので,議論が多少噛み合わなくなるかもしれません。 

それからもう1つは,たとえぽ「防水ジャーナル~の 

さきほどの資料で，1 年以内の事故が11.9%, 1 -'2年 

が22%, 2 -3年が16.9彩，これを足しますと事故のう 

ち3年以内に起こったものは50％で，さらに3~5 年と 

いうのは30. 5％で，事故の8割までは5年以内に起こ二」 

ているということのようです。いま10年という話が出ま 

したが，問題はこれらの事故が全体のエ事の中で何割な 

のかと言う点,それから，先程2年以内が初期クレーム 

であるというこ発言がありましたが,残りの約60％は寿 

命なのかと言う捉え方，これらによって自ずから対応の 

仕方も相当変って来ると思うのですが。 一例として壁式 

PC , RC ですとどちらかといえば長持ちするだろう。 

メタルカーテンウォールの場合は1年以内のがたいへん 

多いということがあるんじゃないかと思います。そうす 

るとたとえば南面は3年,北面は5年です，10年ですと 

いうわけにいさませんでしょうから」南面に対してはI 

こういう設計で臨みましょう，あるいは場合によって 

は，特にここはこういうシーリング材でやりなさいと、、 

う,それこそ適材適所をもう：ちょっと細かく分けること 

によって駄目になるときは一斉に駄日になって一斉に打 

ち換えるといったほうが,経費的にも安く上がるわけて‘ 

すから，その辺が理想じゃないかという気がするんです 

がロ 

大体考えられる問題点が出てさましたから郷hを延ば 

すために,問題をそれぞれ解決すれば良いということに 

なるわけですが, もう1つ,寿命を予測するにはという 

ことについて何かありましたら・・…。 

荒井 それは現場的な簡易な方法によってわからなけ 

ればいけないんですね。 

司会 そういうことですね。やはりそういったことも 

将来必要になるんじゃないかと思いますが。 

小野 寿命の予測というのは難しいと思いますが，補 

修，メンテナンスということをテーマに考えていく場合 

に，既存建物の構造診断と同様に外壁の雨仕舞診断みた 

いなものは，いずれ必要になってくるのではないかと思 

います。そういう段階で，どういう検査方法，どういう 

診断方法がいいかという1つの大きなテ・ーマがあるかと 

思います。われオっオ1..はそれを試行錯誤的にやっているわ 

けですけれども,方法としては目地からシーリング材を 

切り取ってきまして，薄くスライスし，ダンペル試験体 

を得てそれを引張試験によって物陛をチェックするわけ 

です。一般に方位によって異なり, 日射を受けるところ 

は材料の物性は落ちております。北面は陽当たりが少な 

いということで，物性の低下は少ないように思います。 

ただ，ポリサルファイ ドに言えることなんですけど，あ 

まり極端な方位の差というのは，物陛の変化では捉えら 

れない。それよりも経時的に硬く，もろくなっていく性 

質のほうが顕著に出てくるようです。これはウレタン， 

シりコーンについても同じようなことが言えると思いま 

す。 

司会それぞれに傾向が違うということはありますか。 

小野 はい，材質によって若干傾向が違っておりま 

す。しかし，最し大切なことはそのときのシーリング材 

の物性が,実際の目地において，目地の力に対して，十 

分に雨仕舞を維持しながら持ちこたえるかどうかであ 

り, その辺は今後の大きな研究課題になると思います。 

司会 難しい専門的な話が出ましたけれども，誠にそ 

のとおりだと思います。 JIS の8020 とか9030 の性能は 

どこまで維持できるかということと絡んて与 今後の大さ 

な研究課題じゃないかと思います。 

もう1つ，私いつも問題にしているんですが，接着の 

耐久性をどういうふうに保持するか, どう判断するか。 

ある方から，プライマ・ーについて，とことん究明をしろ 

という宿題を工業会がいただいておりますが，実際には 

どうしたらいいかわかりません。断熱材の吸湿性を1つ 

とりましても吸水試験ではだめで，湿気を通せというふ 

うなことに変わってきておりますように，シーリング材 

も水に漬けておくだけでいいんだろうか，50℃の温水で 

いいんだろうかということを考えますと，難しい問題だ 

と思いますので，先生方のお力を借りまして,なんとか 

解決していきたいと思います。 

メンテナンスのあリ方は 

それでは,実際にメンテナンスに入る方法として，異 

種シーリング材の打ち継ぎI 同種シーリソグ材の打ち継 

ぎ，形の問題，すなわちブリッジ方式ですと意匠はどう 

するんだとか，いろんな問題もちらほら耳にしますが， 

施エの立場，ゼネコンの立場から，外国の例なども踏ま 
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えまして，一言ずつご意見をいただきたいと思います。 

小林 私は，改修の場合に相談を受けることが多いん 

ですが，考え方はそれを改修する場合に，原則として， 

もとの設計者の意図を生かすぺきだと思うんですね，当 

初から寸法が間違っているという場合は別問題ですけ 

ど,当初の設計者の意図を生かした改修,補修をすべき 

だと思うんです。多少補足して何かをするとしても，少 

なくとも意匠的には,前提としてそう努力すべきです。 

そう考えますと,最初の設計者の意図が低モジュラス 

的なものの考え方か，完全な弾陛を要求されているのか 

によって変わってしまうわけですね。その時代時代の最 

高の技術を使えばいいという考え方もありますが，少な 

くとも考え方としては,原設計の意向を最大限に尊重す 

べきじゃないかと思います。 

それに関連するんですが，最近のプリッジ工法は,私 

は絶対に反対なんです。 

司会 前提を踏まえてのお話ですか。 

小林 ええ。とりにくいから，プリッジしてしまうん 

だという。 

司会 とりにく、、からと言う理由でプリッジ方式をや 

ると言うことではなく,他の要因によるほうが多いんじ 

ゃないですか。たとえば当初は士50%,現在では15'-20 

％になってきた。日地幅は当然3倍にしなきゃいかん。 

ところが50％で設計してしまった目地はどうするか，こ 

ういう問題があるので，その辺の策としてもブリッジ方 

式があるのかなという考え方を持っておるんですが。 

小林 設計の間違いであればやむを得ません。 

司会 間違いというよりも，当時はその技術レベルし 

かなかった 

小野 それが共通の認識だったわけですね。 

小林 それはやむを得ませんが，そうでないケースも 

あるんですね。しかし,それは原則であって，実は反対 

のことを言いたいんですが,私は従来まてヤ）シーリング 

のやり方に疑問を持っているんです‘原則として設計の 

意図を最大限に生かす。しかし,現在，判断して不十分 

である，不足している,あるいはやり方に問題があると 

いう場合，これはやはり単なる復元ではなくて，意匠的 

にはできるだけ原設計を尊重しても，内容では思い切っ 

て改修，あるいは必要な改造措置をすべきだ。そのーつ 

の案として，現場作業を省力化し，性能,寸法を確保 

することを合めて，テープ状の固形または半固形のシー 

ル材と金属の保護材の開発と応用を提案しているわけで 

す。 

司会 ブリッジ方式について，実際工事を指導される 

立場ではいかがなんでしょうか。 

鶴田 現在のところはやむを得ず橋を掛けてやってお 

ります。それに対して設計事務所からの反撃をたしかに 

受けております。この方法による対策を答申したまま未 

だに結論がつかず，よろしいと言ってくれない設計事務 

所もあります。ですが被害者になって、、る施主のほう 

は，なんでもいいから早く漏水を止めてくれということ 

だと思います。 

それともう1つの問題は，占いシーリング材をかりに 

一生懸命とったとしても，どこまでとれるかという問題 

です。その古いシーリングに対するプライマー，それか 

ら下地が現れて， たとえば塗膜面のようなものがあれ 

ば，その塗膜に対する接着,それから今度は削り過ぎて 

下地まで出てしまって，ほんとの地肌が出てしまったも 

の，この3つに対して共通のプライマーになり得るもの 

が，世の中にほんとうにあるかとなると疑間でして，大 

変心もとない。とにかく補修，改修は難しいんじゃな、、 

ですかね。 

メンテナンスを 

考えた目地設計を 

司会 操上さん,実際の現場をおやりになっていかが 

でしょうか。 

操上 オーパーブリッジはやむを得ずやっているわけ 

です。特にガラス回りのようなものは，5 BIDIとか3 inni幅 

とか，そんなのがあるわけです。これはボリューム的に 

言っても,古いものでなくても絶対量が不足していて判 

離してしまうと、、うようなケースがありますから，そこ 

にある程度の耐久性を考慮したボリュームを打とうとす 

ると，オーバーブリッジのような形になってしまうと、、 

うことです。笠木のジョイントですと」シーリング材だ 

けではなくて,カパ・ー状の金物を取付けて，剪断方向に 

シーリング材を充てんするとか，方法はあるんですね。 

また方立形式のジョイントにオーバ・ーブリッジにしたら 

醜いので,傘のようなものを取りつけて，下から雨水が 
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くれば漏るけれども， ‘般的には漏らないだろうという 

やり方をしている例もあるんです。やっばり意匠で違っ 

てきちゃうんですね。実際の補修となると，いくらかか 

るかという経済性にウエイトが大きく影響するので，や 

らせる側が性能とお金とを比較して,やむを得ず了解し 

ているという状況だと思います。最近の代表的なもの 

は，雨仕舞について十分検討されていますが，同時に将 

来の補修のことも徐々に考えてきています。補修時に切 

取ったシーリング受けがなくなってしまうようなことが 

ないような配慮をしはじめています。 

特にグレージング用ゴムにシーリング材が接着してし 

まうものは三面接着になるし，また補修時にカッティン 

グするとゴムまで切れてしまう，ということが起るわけ 

です。またミラーガラスのように影像を良くするために 

バックアップ材の押し力を弱めて、、るようなものは特 

に,この必要があるわけです。 

直す時に接着界面をカットすれば簡単に除去できて清 

掃も可能だ, というのが理想的なんですね。 

小林 それは全く賛成なんですが，具体的にやり替え 

る場合にやり易いようにということについては，どう、、 

うことをやるんですか。 

操上 施工図の設計のときに細かなところまで意見を 

取り入れてもらうということですね。たとえば接着面を 

十分確保するためにお互いに可能な範囲で蓋をつけた 

り，工場シールをしたりするわけです。 

小林 具体的にはどんなふうに 

操上 アルミの柱型パネルがありましたら，やはりち 

ゃんと四方折り曲げて,接着面をつくっていただくこと 

をしなければいけないわけです。 

司会 要するに他を痛めないで切り取り易いように。 

操上 そして被着面を清掃できるように。清掃できな 

いような場所というのはうまく直せない。月地幅があっ 

てもだめな場合があると思います。 

荒井 うまく清掃できないようなところに日地を設計 

するということは設計段階での問題やゼネコン担当者に 

もその責任があると思います。 

シーーリング工事はどこでも安易に充填できるというメ 

リットを生かし,ヘルメットがつかえて入らないような 

ところでもシ・ーリング材であればなんとか充填できると 

いうことになるため」シーリング業界は使い方も含めて 

へんなPRをしてはいないかと感じます。 

そのような性格を持った材料カ、もしれませんが，その 

辺にt，とかく言われる使われ方や，PR のまずさから 

くる原因もあるように考えるのですが。 

徹底させるべき 

シーリングのPR 

司会 西沢さん今の問題について一言 

西沢 各メーカー，シーリング工業会でも,最近は正 

しい使い方を含めてシーリング材のPRに特に力を入れ 

ております。しかし残念ながら建設省の仕様書でも雑工 

事の中に入っておりまして，現在でも独立したエ事とし 

ての取り扱いをお願いしている最巾です。そういうこと 

を考えますと，まだまだシーリング関係のPRは行きと 

どいていないと反省しているのですが，今後工業会とし 

ても，よりPRの強化を行なっていかなければならな、、 

と考えます。一方,今日お集まりの方々にもこ協力を得 

て皆様方の社内をはじめ」外部に対しても，よりPr'の 

徹底をよろしくお願いしたいと思います。 

荒井 たしかに，徹底していないと言われればそうな 

んですけど， 1 つはカーテンウォールの場合はサッシ屋 

が打ちます。ガラス回りはガラス屋が打つ。躯体関係は 

防水屋が打つというのが大体の発注体系みたいになって 

おりますので，取合いみたいなものが出てくると思いま 

す。サッ・シとどうなのかとか，巻き込みの塗料とどうな 

のかとか，当然設計関係では日地幅が設計で決まってき 

ますし，サッシ屋にどこまでそういう指導をされている 

のか。PCはPC屋がやりますから，その辺に，売り込 

むと同時に,剥離剤との関係はどうなんだとか，そう、、 

う点を含めてどこまでPRしているか。当然われわれも 

フィードバックして正しくやらなければいけないことだ 

と思うんですが，その辺iE直言って，当方の場合いち、、 

ちそこまで現場でやっているというのは少ないように思 

います。とにかくメ・一ターいくら，一一式いくでらやって 

くれとなりますから，実際，異種シーリソグ材が取り合 

った場合にどうなるかということまでは,考えないと、、 

うか知らない場合が多いのです。意外とその辺が穴場に 

なっているように思います。 

操上 理想をいえば，1 つの建物に,打合せもできな 
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いような業者が3業者も入るなどということを防止しな 

ければいけないということですね。われわれは，サッシ 

屋さんとか，ガラス屋さんの下請の立場にいますから， 

それらを支障のないような形態にゼネコンが卒先してや 

らな、、と， われわれはできな、、環境にあると思うんで 

す。その辺を十分わかっていただければ,取合いでの問 

題が起こる心配はかなり解消できると思います。 

荒井 職方が違うというところでおかしくなっている 

のは確かに問題ですね。 

司会 日本シーーリング工業会の動きとしては，日本カ 

ーテンウォ・ール工業会,それから板硝子協会，日本サッ 

シ協会,それぞれ交互に賛助会員になったり，先方グ技 

術委員会にこちらの技術委員が出まして，シーリングに 

ついては一緒に討議させていただくという形になってお 

ります。追々こ要望の線には近づいていくと思います。 

いままでは個々のメーカーが努カするという形態をとっ 

てきたオっ~ナですが，今後は工業会として，そう、、った1 

つの指針のもとに動くという形態にしていきたいと思、、 

ます。幸い新しいJis もできJASS も改訂されますの 

で，その辺を母体にして説得できる根拠がはっきりして 

きました。今後活動しやすくなったと、、うことですの 

で,最近のことですが，そういう活動を始めたというこ 

とをご報告しておきます。他に補足することがあれば, 

お話いただきたいと思います。 

寿命延長策の研究を 

小林 材料の寿命がたいへん問題になっている。寿命 

に対する平均的な要望が10年ということが言われていま 

すが，現状で10年は露出では無理だと私は思っています 

ので，それをカバーするためには， 品質をよくするの 

か，別な納まりで寿命を延ばすような使い方をするのか 

と、、うことになるんですが，たとえばシーリング材の保 

護ーーカパーをするなりあるいはシールの位置を直接日 

光照射を受けにくい位置に持っていくとか，そういう配 

慮をするような設計の工夫，標準化ということが非常に 

重要だと思うんです。 

だから現在の材質だけを研究するということから， 

JIS ならJIS を基準にして，Jis の材料を使って10年 

持たせるにはどういう使い方をしたらいいか，あるいは 

寒冷地はこうしなけれぱならないとか，その辺をぜひお 

願いしたいと思います。 

司会 技術委員会でも，現在は動暴露試験方法に取り 

組んでおります。硬化前の硬化過程におけるブームメン 

トが，シーリング材の耐久性に非常に影響するだろうと 

いうことから， 1 つのワーキンググループのテーマにな 

っております。他に文献のワーキンググループと,仕様 

書，保証問題のワーキンググループがありますが，いま 

おっしゃるようなことは,その辺を踏えて十分検討を統 

けていきたいと思います。 

司会 荒井さんいかがでし上うか。 

荒井 外壁のコンクリートに対するエキスパンション 

目地というのは，建築学会のひび割れ対策指針というよ 

うなものが出たということと, またシーリングエ業会は 

じめそういうところのPRが行き届いて，ウレタンが多 

いようにきいていますが，ウレタソ系のものが使われ始 

めてから,伸縮目地近くでの問題というのは非常に少な 

くなってきたということはうれしいことですが，外装の 

PC ，金属カーテンウォールなどで考えるとき，有機物 

性のもので線防水をすると、、うことと,かつ挙動をそれ 

でとると、、う2つの役目をさせると、、うことは至難の業 

じゃないかというのが,私の、、つも考えていることで 

す。メーターいくらするかわかりませんけれども,大体 

そういう値段で2つの宿命を負わされ, しかも10年と 

か,材料の寿命とか，いろいろ議論があり，これはなか 

なかたいへんだなと思います。 

じゃあ，値段が10皿角で1万円になったら,物性もな 

にもかも10年になるのか，設計時，シーリング屋さんが 

言うような事項を忠実に守ったとしても」なかなかそう 

はいかないんじゃないか。やはりどうしても有機材と、、 

うものは，そんなに寿命を期待することがでさない。べ 

ったり100皿も厚く塗れば，厚みと幅との関係でそれが 

比例していくかということも疑間を持ちますから，大上 

段に構えないで,雨が漏ったら寿命だというか, とりあ 

えずそこを直せと，タI観上黒くなるとかなんとかいうの 

は感覚の問題で, まだまだ日本人は外装汚染に対するメ 

ソテナンスに金を出すようにも思えないし，それは別に 

問題ない。そう考えております。しかもあまり有機物に 

対して期待を大きくもってみてもすべての条件が合致し 

ないと無理でしょうし。（笑） 
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司会 小林さんも言われましたように，保護をすると 

か，もっとシーリング材を奥にするとか,部屋内から直 

せるようにするとか，設計上の問題もいろいろあると思 

いますが。 

荒井 いろんな攻撃目標をつくって，せめていけば， 

いいものができるんじゃないかというような期待は反面 

あるわけです。 

必要なメンテナンス思想の 

徹底とメンテナンスの標準化 

司会 操上さんから, 7 , 8年くらいから予算を立て 

て，10年くらいには直すんだという筋道をはっきりしろ 

という話がありましたけれども 

操上 そうなりたいですね。補修すれば費用がかかり 

ますから。責任を追求されて，負担を強いられ，でき 

る，できないということじゃなく，やはり正当にそう、、 

う費用を出していただける根拠をはっきりしておきた、、 

ということですね。だれか，かれか泣いているわけで， 

それを少なくしたいと思います。 

司会 山内さんはそれに関して持論をお持ちのようで 

すけど。 

山内 これから建てる建物については，いい目地，、、 

いシールをするということは当然です。しかし，すでに 

昭和37, 8年ころからポリサルファイドが使われている 

わけで,そういう建物が数多く建っており,その当時は 

最良の技術でやられたシールが，10年，あるいは10数年 

経過して，施主のほうで予算を計上してくれて,全面的 

にやり直すというケースが非常に増えてきております。 

シーリング材も寿命を考えてメンテナソス（計画修繕） 

を実施する時期にあると思います。ユーザーにもこの点 

についてご理解いただきたいと思っております。 

司会 そのメンテナンスのうえでかかせないのが的確 

な事故調査だと思いますが，その点について小野さん， 

いかがでしょうか。 

小野 補修工事に際して，目地の受入れを明確にして 

おかないと，うまい補修がでさないんじゃないかと思、、 

ます。既存のシーリング材がどういう原因で破壊したの 

か,それを緻密に調査しておきませんと，同じような失 

敗を繰り返すことになります。その辺は気をつけたいと 

思います。特に最近, 10年ほど前にシリコーンでやった 

建物の補修に出会ったんですけれども，シリコーンの低 

分子のものが移行して非常に接着しにくいということが 

ありましたので，施工実験によって接着性や施工性など 

を検討すぺきじゃないかと思います。 

また補修に先立つ調査の分析をかなり細かにしておけ 

ば,新規工事に生かせるような情報が出てきます。 

そうすれば悪い箇所と良い箇所の境界条件が分りま 

す。即ちどの条件で欠陥が起こる確率が高いかというこ 

とが，伸縮率1つとりましても，出てくるような気がし 

ます。われわれがやった中でも6％から10％の範囲でか 

なり切れている。建物の履歴年数などによっても違いま 

すけれども。 

司会 この辺はアンケートのとり方なども考えていた 

だいて,解析が非常にスムーズにいくというようなとこ 

ろまでできるように技術レペルを高めていただけたらあ 

りがたいと思います。 

西沢さん，最後にお願いします。 

西沢 本日の座談会は補修とメンテナンス （計画修 

繕） となっておりますけれども，エ業会，メーカー側と 

いたしましては,補修を少なくするために,現在使用さ 

れている各材料の適切な部位への選定，すなわち適材適 

所をより以上に進めていかなければならないと考えま 

す。またメンテナンスの標準化をはかるために補修仕様 

書の第1弾を先生方のこ支援を得て早く作り上げなけれ 

ばならといと強く感じた次第です。これにつきまして 

は，現在建設省からも相談を受けており,工業会として 

早急にまとめる予定でこざいますので，よろしくお願、、 

したいと思います。 

司会 きょうはたいへんお忙しい中，こ熱心に討議、、 

ただきまして，また貴重なお話，いろいろとこ指摘の点 

も出てまいりました。工業会としても最善の努力をして 

いくつもりですので，今後ともよろしくお願いいたしま 

す。ありがとうこざいました。 
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 建築用シーリング材・防水材・関連製品の御用命は当会メンバ に 

東日本シーリング工事業協同組合協力店会 

日 △ 
本 7 

03(567)8571 

03(432) 7654 

03(552)2031 

03(928)5811 

0423(78) 3535 

03(6印）5060 

03(806)0175 

03(625)3371 

03(407)4701 

03 (994) 3113 

0486(65) 5109 

03(436)5621 

TEL 

TEL 

TEL 

TEL 

TEL 

TEL 

TEL 

TEL 

TEL 

TEL 

TEL 

TEL 

〒104 東京都中央区銀座3一2 -19（建築会館） 

〒105 東京都港区西新橋3 -6 --S （入江ビル2 F) 

〒104 東京都中央区新川1 -25--il 

〒177 東京都練馬区上石神井1 -432-56 

〒192-02 東京都稲城市東長沼641 

〒103 東京都中央区日本橋蛎殻町1 -32- 9 

〒116 東京都荒川区西日暮里5-7-6（ハイツ西日暮里） 

〒1 30 東京都墨田区業平4 - 4 -11 

〒1 50 東京都渋谷区渋谷3 -27-12（並木ビル） 

〒1 76 東京都練馬区豊玉南3 -11-2 

〒330 埼玉県大宮市東大宮4 -48-9 

〒105 東京都港区海岸1一9 -15（竹芝ビル） 

小 野 田 建 材(*) 
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体謝 

藤 本 化 成 (*) 

欄武蔵ェービーシー建商 

山 田 塗 料 株 
ョコハマゴムエ業品 

東 京販 売件射 
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標記の件については，すでに昭和54年の本誌で，その 

概要を説明しておりますが，当時はJASS 8 防水工事の 

改訂（案）が日本建築学会内の運用調整委員会で承認さ 

れた直後であってI 機関誌の「建築雑誌」に発表される 

直前だったために,内容についてはほとんど触れること 

ができませんでした。 

その後，こ高承のように,「建築雑誌」 昭和54年3月 

号に，JASS 8 防水工事改訂案が発表されました。 ま 

た，その解説も各節とも完了したので昭和56年早々に, 

「建築工事標準仕様書,同解説一JASS 8 防水工事」と 

して出版される運びになりました。 

この機会に,主としてシーリングエ事についての審議 

の経過とその特徴について，お知らせ致します。 

1 . JASS8 防水工事 改訂案の概要 

昭和47年に改訂された「JASS 8 防水工事」の構成は 

次のようになっていました。 

1 節 屋根アスファルト防水工事 

2節 屋根防水コンクリー'iL事 

3節 屋根合成高分子ルーフィング防水工事 

4節 シーリング工事 

このように，塗膜防水工事が新設されて, シーリンク‘ 

工事は4節から5節に変更されました。また，防水コン 

クリートエ事以外については一 「屋根」という文字を除 

き，室内防水についても記述することにしました。 

このJASS 8 の原案を作成したのは, 日本建築学会 

材料施工委員会の第2分科会ですが,各節ことに小委員 

会が設けられ，それぞれの専門委員の方々によって作ら 

れました。その主査の方々は次の通りでした。（敬称略） 

〇第2分科会 主査 大島久次 

幹事 今泉勝吉,渡辺敬三 

屋根防水工事小委員会 主査 仕入豊和 

アスファルト防水工事 主査 小池進夫 

合成高分子ルーフィング防水工事主査今泉勝吉 

塗膜防水工事 主査 小池迪夫 

シーリング工事 主査 渡辺敬三 

昭和52年初めから改訂の作業に掛り，各節の調整をす 

ませて昭和53年7月にI-I本建築学会材料施工部会の運用 

調整委員会に諮り,その後再度各節の調整を行なって， 

昭和54年3月の 「建築雑誌」 （日木建築学会の機関誌） 

に, JASS 8 防水工事・改訂案として掲載されました。 

本文の解説については，原案がほぼまとまった時点か 

ら作業に掛り，昭和55年10月には各節とも解説がまとま 

これを今回の改訂では，次のように編成替えをしまし 

た。 

1 節 屋根防水コンクリート工事 

り 印刷に出す段階になりました。 

建築工事標準仕様書・同解説 JASS 8 防水工事のfト日・ 

子が完成したら，全国主要都市で講習会を行なう予定に 

2節 アスファルト防水工事 なっています。 

3節 合成高分子ル・ーフィング防水工事 
2 . 5自行シーリングエ事 の経緯と”既要 

4節 塗膜防水工事 

5節 シーリング工事 昭和52年4月に第1回のシーリングエ事小委員会が開 

日本建築学会材料施工委員会第2分科会 

幹事，同.7ーリソグ工事小委員会前主査 

かれましたが，専門委員の方は表一1 の通りで，日本シ 

ーリング工業会からも，こ協力をいただきました。 

159 ー 



表11 日本建築学会材料施工委員会 

シーリングエ事小委員会委員 

（敬称略 50音順） 

氏 名 

青山 幹 

今泉 勝吉 

加藤 正守 

金子 譲 

操上 弘昌 

小池 迪夫 

鈴木 邦臣 

鶴田 裕 

寺内 伸 

西沢順之助 

西村 清ー一 

故波多野一郎 

平野 英作 

福間 靖明 

松本 洋一 

丸一 俊雄 

山本 勇 

横田 満人 

渡辺 敬三 

勤 務 先 備 考 

大林組 

工学院大学 

千葉大学 

東芝シリコーン 

マサル工業 

東京工業大学 

大成建設 

大成建設 

鹿島建設 

横浜ゴム 

大林組 

元千葉大学 

昭和石油アスフプルト 

丸福産業 

清水建設 

清水建設 

アルファ産業 

建設省 

戸田建設 

当初建築研究所 

｛呈棄各ーリング 
｛早事棄房茎ソグ 

I日本シーリソク 
じL莱，会 

｛早業各ーリング 

{H4

-")-- 

ング 

I日本シーリング 
［工事業協会 

2-1 委員会での御意見 

当切の委員会で出されたご意見には次のようなことが 

ありました。これらのこ意見で本文に入れられないもの 

は解説で述ぺることにして，大部分のものは取入れるこ 

とができました。 

a ）伸縮率の範囲をもっときびしくすべきであり, 

JIIS A 5758 の耐久性の区分との関連も明確にすべ 

きだ。 

b） 自動化，機械化について述べるべきだ。 

C ）異種シーリング材のジョイソトについて親切な解 

説が欲しい。 

d） 目地設計の実例を多く出して欲しい。 

e ）各種被着体の問題点を洗い出したい。 

f ）その他，表面塗装，保証問題，試験方法などにつ 

いての解説。 

前回の仕様書は共通事項だけを扱った簡単なものでし 

たが，今回はシーリング材の調整形式と硬化過程の違、、 

によってグループ分けをし，それぞれについての工法を 

述ぺることにしました。 

2-2 目次の構成 

目次構成を次のような形にしました。 

【目次構成とその内容】 

8-5--i 総 則 

a 適用範囲（油性コーキングも含む） 

b 用語（従来の1成分形，2成分形を止めて,反 

応硬化2成分形，湿気硬化1成分形，乾燥硬化1 

成分形の語を取り上げた） 

8-5-2 充てん箇所 

(a - d項にわたって，充てん箇所の標準的な状態 

を記している。解説では月地設計について実例を挙 

げながら詳細に述べられている） 

8-5-3 材 料 

a シ・ーリング材 （JIS A 5758 《建築用シーリン 

グ材》 およびJ1S A 5751《建築用油性コーキソ 

グ材》によることにした） 

b プライマー（製造業者の指定するもの） 

バックアップ材およびボンドブレ・ーカ 

ci その他の材料 

e 製造業者の指定 

f 試験（プライマーの性能やシーリング材相互間 

の接着についてふれている） 

g 保 管 

8-5-4 工 法 

a 共通事項 

b 反応硬化2成分形シーリング材 

（り施工順序 12)施工法（以下同じ） 

C 湿気硬化1成分形シ・ーリング材 

d 乾燥硬化1成分形シーリング材 

e 

8-5-5 

8-5-6 

8-5-7 

油性コーキング材 

検 査 

表面塗装 

養 生 

2-3 改訂案の特徴 

前仕様書では「8.4.4 材料およびその調製」「8. 4.5 

エ法」となっていて，その内容は一般的なことと」施工 

順序程度の記述しかありませんでした。しかし，今回は 

[8.5.3 材料」を独立させ材料の調製については，そ 

れぞれの工法に記述することにしました。 

また，その工法では,共通事項をまとめて，施工業者 

の指定・計画とエ程管理・作業環境・目地の状態ならび 

に前仕様書では原則として避けることにしていた異種シ 
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ーリング材の取合いなどについて記述しております。 

エ法の各論では，前述のように，調製方法の違いと硬 

化メカニズムの違いとによって4つのグループに分け, 

それぞれについての工法を述ぺていますが，これは今回 

の最大の特徴でしょう。 

また，その各々において,施工順序を明記しているの 

も新しいことです。 

それぞれのエ法を見れば間違いガない仕事ができるよ 

うに，多少重複するような記述でも各工法のなかに取り 

上げています。 

「反応硬化2成分形シーリソグ材」は施工直前に基剤 

と硬化剤を調合混練して使用するもので,シリコーン 

系，ポリサルファイド系およびウレタン系の2成分形が 

これに当ります。 

「湿気硬化1成分形シーリング材」はあらかじめ施工 

に供する状態に調製されているもので湿気で硬化するも 

のです。したがって,これはシリコーン系，ポリサルフ 

ァイド系およびウレタン系の1成分形が相当します。 

「乾燥硬化1成分形シーリング材」はあらかじめ施工 

に供する状態に調製されているもので乾燥により硬化す 

るシ～リング材です。 

これには，エマルションタイプ, ラテックスタイプな 

らびに溶剤タイプの3種があり，アクリル系，ブチル系 

およびSBR系の1成分形がこれに含まれます。 

油性コーキング材は酸化重合する材料ですからこれに 

は合まず，独立させてあります。 

3．解説について 

解説の作成に当っては,何回か委員会を開いて，基本 

的方針と書き方について検討を加え，次のような分担に 

よることにしました。 

解説担当の方々（敬称略・順不同） 

8-5--i 総則：丸一 

8-5-2 充てん箇所：加藤・寺内・松本・西沢 

8-5 -3 材料：小池ー鶴田・鈴木・西沢・金子 

8-5-4 工法：西村・操上・西沢・山本・福間 

内容は， 当初出されたご意見をでさるだけ取り ト.げ 

て，最近の研究成果や資料を盛り込むようにしました。 

主な点は次の通りです。 

3-I 伸縮率 

伸縮率については，従来は「許容伸縮率」と称していま 

したが,「設計伸縮率」と改め,flS A 5758の耐久性の 

区分との対応を定めました。たとえば9030の用途は超高 

層のカーテンウォール，高層の金属カーテンウォールと 

レ設計伸縮率は士20%, 7010では一般の窓まわりなどの 

用途で設計伸縮率は士7％というようにしてあります。 

3-2 被着材 

コンクリート・金属・ALCパネル・石綿スレート・ 

ガラス・ゴムプラスチック・石タイルなどの仕上材にシ 

ールする場合の問題と設計・施工上のポイント・対策に 

ついて詳しく記述しましたロ 

3-3 異種シーリング材の取合い 

異なったシーリング材が取合うようなケ～スが多いの 

で, これらについて先打ちと後打ちの関連を一覧表で， 

目安として示しておきました。これは目安なので」各現 

場ことにテストしてみることが必要と思われましたの 

で，そのテスト方法も併記しました。 

3-4 施工 法 

施工法の解説では，各章ごとに重複することはできる 

だけ避けました。 

内容は,パックアップ材の深さを均一にすること，マ 

スキングテープの張り方，プライマーーの塗り方など詳し 

く説明するとともに，混練用の機械の種類と使用法も加 

え，シ・・ーリング材の打ち方I 継ぎ方,仕ヒげ方などにつ 

いてし解説しました。 

4． おわりに 

以上,今回改訂されたJASS 8 防水工事のうち，「5 

節 シーリングーL事」の本文と解説についての概要を述 

ぺましたが，今回の改訂で完成されたものではありませ 

んので，技術に関する研究の進展と材料の進歩ならびに 

実際の結果を検討し，仕様書に常にフィードパックする 

ことが大切です。 

このためには，関係する方々が力を合わせて，当面の 

問題を解決し，より完全なものにするよう努力しなけれ 

ばなりません。 

おわりに，本文ならびに解説を作成するに当って，長 

期間にわたってこ協力下さいました委員各位ならびに日 

本シーリソグエ業会や日本シーリングエ事業団体連合会 

に，紙面を借りて,心からお礼申上げます。 

- 61 - 



在庫豊富 

お任せ下さいノ 

ス 
シリコーン1液2液 

ポリサルファイド 

ウレタン1液2液 

アクリル．ブチル 

エポキシ注入剤 

油性 

会フョ 

角型丸棒特殊形状 

ゴムグレイジングロープ 

マスキングテープ 
他副資材 

括迅速納入 

一
 

本社二・建材営業部 

大 阪 営 業 所 

〒130 東京都墨w区業平5 一5 -6 

TEL 03(626)3371(f0 

〒532 大阪市淀川区宮原5 -1 6 一 

TEL 06(395)0201({ki 
10 

，
・
卿
朔
 

喫芦アルファ 
のマークは 

責任施工の証明
日本シーリングエ事業団体連合会 

東日本シーリング工事業協同組合員 

アルファ産業株式会社 
東京都港区浜松町1 一11一11 

（康進ビル） 

9105 T E L 03(432) 5 7 3 5 ~ 8 

子 会社 大阪、岡山、広島、福岡 

葡 

【
 

"'zー’じ士 

違まー』“' 
‘賓鵬芽ニ－そ菊 

●」血議監島裏銀 

'
-
(
J
い
h
r
' 

一

」

 

62 - 一 



"
 ( 

M
”】M
）
辺
卿
彫
蜘
細
舶
蝋
紺
織
赫
締
櫛
 

輝
卿
卿
加
脚
脚
細
軸
樹
 

脚
励
臨
麹
、
、
m
轟
鵬
軸
 

磁
励
励
加
m
輔
棚
髄
細
灘
碑
浦
『
玖
（
耕
裂
W
娩
 

」
露
？
』
ク
リ
』
粕
「
一
m
い灘い菰W
勲
樹
W
?- 

l
 
」
 
l
 
(
 
?
 

麟、 

尽
「
一
 

」
払
、
」
』
ツ
ゾ
ー
f
 

，、、H
ニえ」執《冊 

が『Y
‘効安が戸m
山ー“『 

洲
桝
囲
敵
熱
《
鷲
m
煽
洲
棚
棚
脇
棚
 

酬
M

膨i
駐
‘
甲
胆
鵬
帥
総
謝
m
献
馳
一
 

ル臨町 

ー

ー

 

純
 

喜 

g 

熱 

、
 

‘

》

ー

 

ー

J

一
f

ー

‘

 

「

「

ー

 

ー

l

' 

紺
鵬
蝿
 

■
 

一
H
酬
（
l
いH
-t
試
u
 
督‘ 

！
→
”
m
・ー 

山嚇洲「」珊甘～- 

？
ー
ー
 

ー
引
j
r
川
側
面
い
脚
げ
、
」
m
興
 

油
棚
棚
湖
醐
酬
脚
蝉
n
ひ
鋤
鋤
加
m
 

m
勿
郷
鵬
働
瀬
咽
細
験
髄
髄
崎
戸
 

,
 『，fJ 

,か 

.、、.、、 I-‘コ‘，，し 夢
 fI 

噂， 
.
 '

 

，

ー

 

一 

舞
・
‘
h
r

, 概 
甥 
m 

，・ 

」と：業ンジ叫一’ 噂― 
一 

尋
院
：
 補

 
一
 

一
 
一

、

 

一
 

澎
勿
幻
繊
 

鱗
憊
籍
ー
■
 

》
 

，

‘

 

川
伊
玖
《
《
 

,
 

鮮
 

ー
 

一‘馴z
ジ

g

I
舞
尋
ジ
蘭
 

い
‘
馴
か
ぐ
s
z
§z
シ
§
z
s
ら 

ダ
‘
E
槍
E
【・ 

,sz
旦ぎ●z
り馴い 

．・ 

。

 

． 

●

＆

】

ジ

N

・

・

ぐ

”

シ

ー

き

之

 

，
艮
8
ノ
ー
§
ノ
§
ン
・
首
】
 

，
ー
ミ
・
一
・
（
言
一
 

・

 

ー
 

・一
 

」
ニ
一
，
・
「
．
‘
‘
・
、
い
「
弓
・
 

竜
『
鮎
再
『
一
り
一
 

幸

】

 

魚
艶
富
毒
」
麗
？
殿
 

編
 
臨
鵬
網
轂
■
弱
 

一
・
 

．
巨
一
‘
●
郵
馴
餌
〉
麟
〈
引
耀
離
室
馴
v
国川 

急 

・『妥．と一 

馴
暑
昌
爨
司
鬟
冨
電
－
嘱
臓
“
 

．
廟
・
・
ジ
‘
乞
－
胤
「
」
，
、
逢
、
叫
×
，
、
‘
！
、
一
 

粛
、
ど
 

町
・
ジ
て
・
二
．
い
吐
り
剖
轟
“
，
“
，
、
－
.
．
×
‘
，
．
い
，
，
‘
さ
、
，
、
」
1
・い、 

蒼
ぐ
‘
一
柳
い
峯
麗
鵬
敵
い
剥
ぎ
｛
 

差
‘
鱗
馴
馴
馴
W
盛昭一 

－
散
寡
麓
？
嚇
M
聾

醍

 

【かJ
いJ
吐
！
叫
航
）
甘
叫
●
唱
一
宝
，
皇
可
司
，
引
］
、
，
‘
、
J
 

釦
画
郎
馴
勲
豊
魁
M
●
“
愚
酬
雌
耳
察
浅
、
，
 

実績No.1のノウハウで明日の建築用シーリング材を考える。 

＝一・ル 
低モジュラス、高伸長の優れた性質から、 

新宿センタービルをはじめ、超高層ビルのカ 

ーテンウォールジョイ ントのシーリング材と 

して数多くの実績があります。 

これが実言ii三する品質の良さ、 十分なる技術 

サービス体制が、大きな用途から、どんな小 

さな用途にも、きっとご満足のゆく製品とな 

って皆さまのお手許にお届けすることができ 

ます‘, 

建築用シーI)ング材に関することなら、どんなことでも 
結構です。まず、東芝シリコーンにご相談ください。 

⑩lz 

8 に1Cロ＾I片 
岔
轟
 ．資料請求、お間合わせは 

西l06 東京都港区六本木6-2-31 （東日ビル）廿(03)479－鉛41代 
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たもので,境内には~天下の糸,勺， 

「二遊塚」，「題隅田堤桜花」などの 

碑も移設されている。戦災で残った 

梅若堂は,この地が防災地区に指定 

されているためガラスの覆堂に安世 

されているが，爆撃による弾痕が幾 

つか残されているのが哀しい。この 

裏に柳と梅を植込み，土盛した梅若 

塚もつくられている。高架高速道， 

高層ビル群，墨東は大きな変貌をと 

げつつある。 

梅雨暗く弾痕残す梅若堂 

正守 

糸平と筆豪放に巨碑涼し 

ガ 

随 筆 一
」
 

」
 

木母寺一梅若忌 

木母寺は，謡曲「隅田川」の梅若 

丸伝説で知られている。創建は貞元 

元年（976年）で，はじめ梅若寺と 

称していたが，慶艮13年（1607年） 

京都の公卿近衛信尹が梅の字を分 薫 

けて木母寺と改称したという。寺 に 

宝の「木母寺」の額は信尹が柳の 誉 

枝で書いたものである。 

謡曲「隅出川」は，京都の公卿 

吉出惟房の子梅若丸は，人買いに 、 

だまされて東 国につれさられた。 

その後 を迫った狂気の母は隅田川 － 

岸にたどり着いたが，梅若丸はブ 

でにこの地 で病死し，今日は一周 メ 

忌に当るので 里人たちは憐んで 、 
念仏を“目えるのであった。母は， ‘ 

このことを渡守からきき，亡き子 ’ 

の塚の前で念仏を唱えると，梅若 i' 
隅 

丸の亡益が影のようにあらわれ， 

母と言葉を交すのである。 

梅若忌は，梅若丸の忌日で，以前 

は3月15日に行なわれていたが，今 

は4ガ15口に木母寺で修せられて、、 

る。念仏は，鉦と太鼓をかんかんか 

んかん打ち鳴しながら，念仏に節を 

つけて唱和するもので，哀感きわま 

りないものがある。木母寺，梅若忌 

を詠んだ句も多い。 

現在の木母寺は，昭和51年に隅田 

川畔に近代的な寺宇として再建され 

エ区ごと手書きの標草茂る 

'I 

花園神社ー酉の市 

新宿の歌舞伎町一帯は,元大村藩 

主の屋敷のあったところで，律 

時は欝蒼として樹木が茂り,池 

もあり鴨場でもあったという。 

淀橋浄水場建設のとき埋立てら 

れ，その後幾多の変選をへて戦 

後今日の一大歓楽街が誕生した 

ものである。靖国通りと区役所 

通りの三差路を斜めに入ったと 

ころに四季の路がある。四季の 

路の裏』1に今もハーモニカ横丁 

と呼ばれている酒場街があり， 

ここの小路を通り抜けたところ 

が花園神社である。花園神社は 

内藤新宿の鎮守で，花園という 

名の由来は,元尾州徳川家の別 

邸があり, ここに花園があったこ 

とによるものである。境内に芭蕉の 

包碑が二基あるが，知る人は少な 

、、o 

春なれや名もなき山の 

朝かすみ 芭蕉 

,
 

田川 

，’ 

p 鵬
 

』
 

．

‘

・

 

シテ 梅若万三郎 ワキ 宝生弥ー 

木母寺に歌の会ありけふの月 

其角 

木母寺ゃ常念仏も寒の声 

ー茶 

語り伝へ謡ひ伝へて梅若忌 

虚子 
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蓬来にきかばや伊勢の 

初だより 芭蕉 

酉の市は, 11月の丙のI-1の鷲神社 

（大鳥神社）の祭で，初酉を一・の西 

次を二の酉，3番めを三の酉とい、、 

三の酉のある年は火事が多いといわ 

れている。本場はなんといっても浅 

草のお酉様であるが，最近では花園 

神社の方もなかなかの人出で，木場 

を凌ぐともいわれている。 

境内は，千の名入りの高張り提灯 

が屋根高く並び，灯の坩堝である。 

参道の両側には芋頭，切山椒，五平 

餅，たこ焼，金太郎飴などの昔懐し 

い露店が立ち並び，縁起物の熊手， 

おかめ面，入り船などが景気のよ、、 

かけ声とともに売られ，あちらこち 

らから手メの音が絶え間なく聞えて 

いる。熊乎には，台付きといって福 

の神，宝尽くし，注連縄の付いたも 

の桧扇といって熊手に桧扇，お福 

面，大福帳，千両箱などを付けたも 

の，鬼熊といって熊手の爪が荒く， 

お福面，大福帳，金万両の紙片，頂 

上に当り矢を付けたものなどがあ 

る。昔は遊女屋,茶尾，料理屋など 

の水商売以外は買わなかったが，今 

は開運の神としてー・般家庭でも買わ 

れている。熊手は年々大きくしてゆ 

くのを慣しとしている。 

神社の片隅には見世物小屋が設け 

られ，妖し気な口調で客を呼び集め 

ている。ビルの谷間の酉の市，副都 

心もここだけは昔が蘇っている。 

万灯の名入り提灯百の市 

正守 

晩秋の六尺酒場灯をつらね 

ピルの谷帰る土なき落葉舞ふ 

泉岳寺一義士の墓 

浅野家の城代家老大石良雄は，主 

君長矩公の妄念さをはらさんと同志 

四十六人とともに元禄15年12月14日 

の夜吉良邸に討入り，吉良義央の首 

級をあげ，主君の仇を復した。幕府 

は義士・“党を細川家ほかの四大名に 

お預けの後元禄16年2ガ4日切腹を 

命じ，その遣骸を泉岳寺の主君の基 

側に葬った。 

月雪の中ゃ命のすてどころ 

其角 

泉岳寺には大石以下の四十人士の 

墓がある。足軽の寺坂吉右衛門は， 

同志とともに討入ったが，泉岳寺へ 

i 

り！ 

君の刃傷を早駕寵で国もとへ伝えた 

が,父の反対で一党に組することが 

できず，進退きわまって切腹して果 

てた萱野三平の供養基である。境内 

には主税梅，吉良義央の首級を洗っ 

た首洗い井戸などがある。井戸は浅 

いが清澄で苔むし,小銭が献ぜられ 

ている。巷間伝えられる義商「天野 

屋利兵衛浮図」の巨碑もあるが詣ず 

る人は少ない。 

冬紅葉詣ず人なき義商の基 

正守 

義士館には,瑞泉院，四十七士に 

関する遣品が数多く展示されて、、 

る。瑞泉院の色褪せた色紙，大石良 

荒
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赤穂四十七士の 

の引揚げの途中大石の命を受けて瑞 

泉院および国もとへの連絡のため隊 

列を離れた。後H江戸に戻り自首し 

たが時効をもって免罪となり，83歳 

の天寿を全うしたという。泉岳寺の 

基は慶応4年6月供養のために建て 

られたもので，義士の刃と飢の戒名 

は付されていない。その戒名は「遂 

道退身信士」で元禄16年2月4日と 

刻まれている。 

永らえて生きるも衷し冬紅葉 

正守 

四ト八人目の刃道喜飢信士は，主 

墓（泉岳寺） 

雄の酒訓五戒の朱塗の木盃に心ひか 

れるものがある。 

寒椿怨念遙けし女文宇 

正守 

泉岳寺の義士の基は香煙が絶える 

ことがないという。 

忠臣蔵は千占の名作であり，そこ 

に日本人の変らざる心があるのであ 

ろうか。 

（千葉大学助教授） 
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シーリング材の価格動向 

調査委員会 

1－ ま えがき 

昭和55年度のシーリング材の販売推定量は，本誌業界 

展望にあるように，昭和54年度の対前年度比17%増には 

ややおよばないものの，昭和54年度に比し，約15％の増 

と,依然として順調な伸びを示している。内容的 

には,前年度と同様にポリウレタン系,ポリサル 

ファイド系，シリコーン系に代表される弾性シー 

リング材の販売が順調であり，塑性シーリソグ材 

は,アクリル系を除き，横這い・，もしくは微増に 

とどまっている。なかでも，ここ数年減少の一途 

を辿っている油性は,本年度も5％のマイナス成 

長となり，シーリング材の弾性化傾向は,新JIS 

A 5758 のジーリング材の性能別分類により，さ 

らに定着化してこまう。こうした背景のなか，今 

後は弾性シーりz．で材の範ちゅうでの技術革新が 

いかに展開されていくから注目の的となろう。 120 

上記のごとく,建築用シーリング材の需要は, 

建築産業が必ずしも好調とはいい難いなかで，極 

めて順調に推移したといえるが，とれを価格面か 

らみると，前年度につづいて，原油価格が1月」 

200 

180 

160 

140 

4月, 7月と実に3度にわたり値上げされたことによ 

り,各シーリ‘ーング材の原材料価格は,表一1 ，図一1 , 

に示すことく軒並み大幅な値上りとなり,販売価格改訂 

が避けられぬ状況に追い込まれた。 

5つ 

図一 

51 

金属ケィ素 

イソブチレン 
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 片52 
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シーリング材の主要原材料価格指数（50年=100) 

表一1 シーリング材の主要原材料価格指数（日本シーリングエ業会, 50年＝100) 

こi、、、～原料 
50 51 52 53 54 55 

シ リ コ 一 ン 系 
金 属 ケ イ 素 
メ チ ル ク ロ ラ イ ド l器 l器 l器 

l06 ~~ 
l器 lII 

変成シリコ一ン系 M :100 110 143 

ポリサルフアイ ド系 チ オ コ ー ル L P 100 122 122 122 137 158 

ポ リ ウ レ タ ン 系 
ウ レ タ ン プ レ ポ リ マ － 

ポ リ オ 一一 ル 器0~ 器 ll02 110112 

l6935 

215196 
ア ク リ ル 系 ア ク リ ル モ ノ マ ー 100 122 122 122 137 196 
ブ チ ル ゴ ム 系 イソブチレン，イソプレン共重合体 100 112 115 115 138 166 
S B R ; S B R ラ テ ッ ク ス 100 104 108 113 117 140 

油 性 ア ル キ I ・ノ ト 樹 脂 100 104 105 102 117 129 

※M・Sポリマーは53年－ 100 
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2. 最近の価格動向 

前述のごとき状況から,各シーリソグ材とも販売価格 

の改訂が急務となり，各基材とも10'-15％の値上げにふ 

み切らざるを得ぬところとなった。日本銀行調査によろ 

主要建材卸売物価指数（表一2 ，図一2）の1~9 月平 

均をみても,前年」ーヒ10 -20彩の値上りとなっており,シ 

ーリンク制‘の値ヒげ幅は，最低，ギリギリの線であった 

と、、えよう。 

かかる状況から，シーリング材の施工店渡し価格は10 

~15％の値上りとなり，これに伴い,ェ事施工価格も15 

' 20％の値Lりとなっている。 

しかしながら,これら一連の価格改訂も，原材料価格 

の上昇率からみても, コスト圧迫要因の・部を消化した 

にすぎず,56年度も価格的には前途多難な年となりそう 

である。 

3． む す び 

シーリング材をめぐる価格環境は，原材料動向はもち 

ろん,建築業界の景気動向も合めて,不透明の状態がつ 

づいており,極めて厳しい状況下におかれているといえ 

よう。加えて建築業界における技術革新は,正に口進月 

歩であり，そのなかでシーリング材の果すぺき役割り， 

シーリング材の目指すべき方向を考えるとき，各シーリ 

ング材メーカーの経営基盤の強化なくして目的の達成は 

困難であり，原材料価格の値上り，もしくは高値安定と 

いった厳しい状況にいかに対応するかが, 弓はつづき重 

要課題の・つとなろう。また施工業界との技術的協力と 

いう意味でも,真の材工ー体を目指すためになすべきこ 

とは多い。ここでもその前提ともいうぺき,材工価格の 

改善が望まれるところである。需要家関係各位の深いこ 

理解とこ支援を改めてお願いする次第である。 

く参考＞ 土地価格指数（市街地価 

格，日本不動産研究所50 

年3月＝100) 

／石油製 

50年＝100 
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図一2 主要建材卸売物価およびシーリング材指数（50年＝100) 

表―2 主要建材卸売物価指数（H本銀行 50年＝100) 
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シーリング資格制度について 

シーリング管理士検定委員会 

シーリング業界には現在三つの資格があり，日本シー 

リングエ業会が認定する管理士は「シーリング管理士」 

および「シーリング技術管理士」であります。建造物の 

シーリソグ防水において，われわれシーリング業界の責 

任において解決しなければならないのは，まづ 1） 適 

材の選択であろうと思います。とかく,価格のみが選定 

の基本条件のようにいわれ，あたら貴重な建造物のシー 

リングを不適材をもって施ェすることのないように，専 

門的な立場から目地設計・材料の選択に参両し，性能に 

適した施工指導を行なう職能を 「シーリング技術管理 

士」として養成し認定しているわけであります。 

次いで 2） 正しい施工管理があげられます。たとえ 

適材が選定されたとしても，施工の段階でシーリン 

グ材の性能を生かす施工がされない場合，これは後 

日必ずと言ってよい程，漏水などのクレームとなっ 

て論議を呼び，補償の対象となることは多くの実例 

がそれを示しています。この正しい施工は「シーリ 

ング管理士」の職能によっで管理され，信頼するに 

足る工事が完丁する訳であります。 

現在116名のシーリング管理士（1級管理士） と 

27名の技術管理士が活躍しています。 

昭和55年度養成受付けも満枠の盛況となり管理士 

資格制度の認識と評価の定着を表わしています。昭 

和47年より養成して参りました2級シーリング管理 

士は本年度末をもって資格廃止を機に「シーリング 

管理士」の呼称に統一することになっています。 

一方労働省が認定する「防水施工技能士（シーリ 

ング刀はエ事職方の経済的地位の保護，生活の安 

定を計り」施工手法の習熟を目的として制度化され 

たもので，われわれシーリング関係者はひとしく歓 

迎しているものであります。 

以上のべましたように，適材の選択から施工管理,施 

工技術の三機能を有機的に連係させたこれらの資格制度 

は「信頼されるシーリング」 を月ざしているわけであり 

ます。 

しかし，資格とはその業に就く者が最低備えなければ 

ならないーつの条件であって，資格を有するが故に立派 

な仕事ができる保証とはなり得ない。資格にあぐらをか 

くことなく資格者は絶えず新しい技術に挑戦し自助努力 

すると共に, 日本シーリソグ工業会が開催する講演会‘ 

講習会に進んで参加し，資格に恥じない研賛を願いた、、 

ものであります。 

資 格 職 務 分 掌 

シーリング技術管理士 シ一リング管理士 防(施エ技能士（シ一Jング）I 
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l積算・見積 

施工技術指導 ~ 
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安全衛生管理 」 
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資 格 分 類 表 

－資諮名 シーlJング技術管理士 シーリング管理士 防水施エ技能士｛シ一リンめ 

認定 日本シーリング工業会 労働省（委任一都道府県） 

職能 
防 水 設 引“ 工 事 管 理 施 工 

性能・品質の技術指導 施工技術指導 

難 
会員会社社員及び 
理事会承認者 
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養成 
特設 カ J キ ュ ラ ム 学科（‘部通信制） 

実技（基本・応用） 合宿ス ク ー リ ン グ 

試験 学 科 学科及び実技 

更新 2 年ごと再教育講習後 な し 

備考 S 54発足 S 47発足 S5 3年発足（個人資格） 
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強化された日本シーリングエ業会認定 

管理士養成力リキュラム 

シーリング管理士検定委員会 

昭和55年度養成管理士（シーリング管理上・シーリン 

グ技術管理士）の受付けは昨年10月31Hに締切り120名 

満枠となりました。 

本年度は生産性研修会館から会場を新大阪チサンホテ 

ルに移し実施いたします。 

シ,ーリングニュ・ースー秋季12号」にも発表しているよ 

うに養成カリキュラムは検討に検討を重ね，課目・講師 

陣も新鮮に強化されました。 

昭和47年2級シ・ーリング管理士養成当時と比較すれ 

ば,隔世の感があります。 

本年度の特徴としては 

1） 大成建設の鶴田氏をお招きして 

「オープンジョイント」の特別講演をいただきます。 

2) 視聴覚教材（スライド） を用いての 

リ・ーダーシップ，コミュニケーション」 を始めて 

試みます。 

3） 夜の討論会のテーマは 

「シーリング材の適材適所」を前もって決め，グル 

ープことに分かれて討論した結果を，清水建設の松本 

氏のリードによってまとめていきます。助手は当工業 

会，平野技術委員長がつとめます。 

毎年のことながら，製造業者の社員と施工会社管理 

職との討論は有意義であり数々の教訓が得られます。 

工業会ではこれを集録し「シーリングニュース」な 

とで発表します。 

4) 積算の仕方と施工要領書の作成は 

特に本年度から4時間20分をこれに当て，演習経験 

を積んでいただきます。 

5） シーリングの欠陥と補修, を新しく設けました。 

以上カリキュラムの内容で特筆できるものをピックア 

ップして紹介しました。その他の課目は従来通り実施さ 

れますが，講師の変更によってテキストが大幅に改訂さ 

れることになりました。 

従って，新テキストから試験問題が山されることにな 

ります。 

咋年受講されI 今年は試験だけ受けようと思っておら 

れる人は十分注意しなければなりません。また古いテキ 

ストがあるからと油断していますとこれも大変なことに 

なります。 

なるぺく，新しいテキストをお求めになるようおすす 

めします。 

55年度講習及び認定試験日程 ．カーテンウオール 

と雨仕舞 

講師：操上弘昌氏（日シ連） 

12:oo-13 :oo 昼 k 
2月7日（第1日目） 

16:00- 受付開始 
講師：松本洋一氏（i青水建設） 13:叩-is : oo シ一リング防水の故障と補修 

17:30-18:30 ' * 
17:30-18:30 タ t 講師：奈良利男氏（ロシ連） 

18: 30-19 : 00 オリエンテーション 
18 : 30二19 : 00 リーダーシップ、コミュニケーショ 15: 10-i? : 30 禎算の仕方と施エ要領書の作成 

19: 00-20:30 持別講演‘‘オ一ブンジョイント 
ン I財憲鰍材（日本生産性本高製作） ① 講師：字山広道氏（日シ連） 

講師：鶴田 裕氏（大成建設） 
19: 0O-19:如：シ一リング工事に関する保障問題 17: 30-10: 30 夕 k 

2月1日一－（第2日目） 
の検討 講師：西沢順之助氏（日シ工） 10 : 30-20 :3o 禎算の仕方と施工要領書の作成 

0 : on- -o :30 開溝挨拶 日シ工会長 
19:5 0-22: 00 討論会“シーリング材の適I」適所” ② 講師：奈良利男氏（Hシ述） 

0 : 30-10 :25 シ一リング材とプライマ－ 
司会：松本洋一氏（滑水建設）平野英作氏 2 月10日（第4 日目） 

講師：池田生雄氏（日シ工） 
2月9日（第3日目） （日シ上） 

0; 00 -12 : 00 認定試験 

10 :30-il: 00 ガラスまわりのシーリング設計 
8 '00- 9: 90 安全管理 02:00-13 :00 昼 食 

講師：松尾幸晴氏（板硝子協会） 
シ一リング工事における有糊勘りの安全管理 13:00-15 :00 認定試験 

12:00-13:00 畳 食 
付．特化則 講師：高野敏明氏（口シエ） 15;00- 16 :00 修了式 

13:00-07:30 建築の基礎知識 
10 :00-Il: 00 シ一リング施工 

注）：請師の都合等により時問割をー部変更 
施工機器及び資材の管理 することがあります。 
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建築用シーリング材の標準色 

日本シーりングエ業会では，昭和52年9月に標準色および限界色の基準値を設定し，現在までにそ 

の普及促進をはかっている（表および色見本参照％ 

これは，現状の技術レベルで可能な範囲での各素材共通の標準色を設け，色と呼称の統一を計る目 

的で, 日本色彩研究所の応援を求め,加盟会社の標準色を解析して，エ業会としての基本色を定めた 

ものである。 

建築用シーリング材の色は,完全には統一されておらず，建物の設計者あるいはシーリング施工工 

事の発注者が主として建物全体の外観を損わないように，各シーリング材メーカーが標準化している 

製品の中から，あるいは必要に応じて特注色という形で選定し，使用するケースが多い。 

しかし，メーカーのきめている標準色は品質，性能が十分検討されたうえで設定されているが, シ 

リコーソ，ポリサルファイド，ウレタンといったシーリング材の種類によっては，技術的な面からも 

色の選定は制限され，さらに使用者の側から見れば，各メーカ～ことの，色および呼称の不統一から 

くる色の選択の不便があった。また，メーカー側からすれば，色を統一することにより，品質の統合 

整理,生産の効率化,品質管理の維持向上が可能となるという利点がある。 

H本シーリングエ業会では，今後もユーザーのご協力を得ながら，建築用シーリング材の標準色を 

普及させ，品質の維持，向上および生産の効率化を計っていく計画である。 

表-1 共通標準色お よ び基材別標準色 

呼 称 （色名） ブラウン ダークブラウン ホワイト グ レ 一 ブラック ク リ ア アルミグレー 

標準色（記号）注)1 
7. 5Y R 
4.5/3.5 

7.5YR 
3.0/1.5 

N 9.0 N 5.5 N 1.5 
注殆 注ソ 

シ リ コ ー ン 系 0 0 0 0 0 0 0 

変成シリコ一ン系 0 0 0 0 0 

ポリサルフアイ ド系 0 0 0 0 

ポ リ ウ レタ ン系 0 0 

ア ク リ ル 系 o 0 

S B R 系 0 0 

ブ チ ル ゴ ム 系 0 0 

油 性 0 

注）l JIS Z 8721の三属性表示記号による。 注）2 クリア，アルミについては,別途基準を定める。 

- 72 - 



建築用シーリング材標準色 

ブラウン 

7. 5 Y R 4. 5/3.5 

ダークブラウン 

7 .5 YR 3. 0/1.5 
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ー

・
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ー
，
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 《

ー

ー

，

I

、

‘

ー

ー
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，
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・
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ホワイト 
N9 .O 

グレー 

N5 .5 

ブラック 

N 1 .5 

印刷インクの性質上、実際の色訓とは異って見える場合もあリます． 



建築用シー”一I一Iング材老 
＝景Il，薫・ 

ミ器又薦 価格 

'" 

昭和56年1月現在 

区 分 積算基準 
目地寸法 

（幅×深さ） 
材料価格 労務費 副資材費 経 費 討 

シ リ コ一 ン系 

1 成分形 

円ノe 

8 ,200 

10 1< 10 
15 >< 10 
20 >< 10 

っ
」
3
4
 

0
0

~
 

8
2
6
 

1
1
 

●
 

，
 

380 
440 
500 

170 
190 
240 

330 
440 
570 

〔I

っU9 

1
2
2
 

0
0
5
 

0
0

~
 

,
 

,
 

,
 

シ リコーン系 

2成分形 
6 ,800 

10 >< 10 
15 X 10 
20 >< 10 
20 >< 15 
25 >< 15 
30 >( 15 
40 >( 20 

6
0
3
0
5
~
4
 

8
2
6
4
5
6
4
 

0
0
0
0
~
~
~
 

1
1
2
2
3
5
 

●
 

「－
 

,
 

,
 

?
 

,
 

0
0
0
0

~
~
~
 

4
4
5
5
6
6
8
 

0
4
0
5

~
6

~
 

0
0
0
0

~
~
~
 

5
9
4
6

~
7
2
 

1
l
2
2
3
3
5
 

9
9
0
7
9
2
5
 

0
0
0
0

~
~
~
 

2
3
5
5
6
8
3
 

I
 

,
 

2
4
0
2
4
1
1
 

1
2
2
3
4
4
S
 

0
0
0
0

~
~
~
 

5
0
6
4
1
9
1
 

?

 

，■
 

，
 

,
 

?
 

,
 

!
 

変成 

シ リ コーン系 
6 ,600 

10 >< 10 
15 X 10 
20 X 10 
20 X 15 
25 1< 15 
30 1< 15 
40 >< 20 

0
0
0
0
5
~
~
 

6
9
2
8
7
7
8
 

6
9
3
9
4
9
2
 

1
1
2
2
5
 

,
 

?
 

,
 

,
 

,
 

0
0
0
0
~
~
~
 

4
4
5
5
6
6
8
 

0
4
0
5
~
6
~
 

に。qJ4
'
6
0
7
2
 

0
0
0
0

~
~
~
 

1
1
2
2
3
3
5
 

q
〕
q
J
q
〉
ク
‘
口
J
n
乙
に
J
 

2
3
4
5
6
8
3
 

0
0
0
0
5

~
~
 

1
上
 ,

 

5
0
5
3

~
8
9
 

0
0
0
0

~
~
~
 

I
2
2
3
4
4
7
 

0
1
5
6
7
2
5
 

,
 

?
 

,
 

，・
 

？
 

,
 

,
 

ポリサル 

フ ア イ ド 系 
6 ,600 

10 X 10 
15 )< 10 
20 X 10 
20 >< 15 
25 >< 15 
30 X 15 
40 X 20 

0
0
0
0
5
~
~
 

6
9
3
9
4
9
2
 

6
9
2
8
7
7
8
 

1
l
2
2
5
 

,

 

,

J

 

,

 

,

 

,

 

3
4
5
5
6
6
S
 

0
0
0
0
~
~
~
 

8
4
0
5
~
6
~
 

1
1
2
2
3
3
5
 

5
9
4
6
~
7
2
 

0
0
0
0
~
~
~
 

0
0
0
0
5
~
~
 

2
3
4
5
6
8
3
 

8
9
9
7
9
2
5
 

『ー 

,
 

1
2
2
3
4
4
7
 

4
0
5
3

~
8
9
 

0
0
0
0

~
~
~
 

7
1
5
6
7
2
5
 

?
 

,
 

,
 

,
 

?
 

,‘
 

,
 

ボリウレタン系 

1 成分形 
4 ,400 

10 >< 10 
15 >< 10 
20 X 10 

440 
660 
880 

390 
440 
500 

150 
190 
250 

230 
310 
390 

2
6
~
 

1
0
2
 

0
0
~
 

I
1
n
乙 

?
 

!
 

,
 

ポリウレタン系 

2 成分形 
3 ,700 

10 X 10 
15 >< 10 
20 >< 10 

370 
555 
740 

390 
440 
500 

150 
190 
250 

220 
280 
350 

・
l
d
A
8
 

0
5

~
 

1
1
1
 

3
6
4
 

?
 

?
 

,
 

ア ク リ ル 系 1 , 800 
10 >< 10 
15 X 10 
20 X 10 

180 
270 
360 

3
3
4
 

3
9
4
 

0
0
~
 

150 
190 
230 

160 
200 
250 

2
5
8
 

0
0
~
 

8
0
9
] 

I
1
 

,
 

,
 

S B R 71 1 , 500 
10 X 10 
15 X 10 
20 X 10 

150 
225 
300 

330 
390 
440 

150 
190 
230 

150 
190 
230 

”
ー
 
。
J
 
n
乙
 

8
9

~
 

0
5

~
 

1
 

,
 

ブチルゴム系 1 ,700 
10 X 10 
15 >< 10 1725g 

330 
390 l598 l認 8

~
 

0
3
 

0
5
 

1
 

,
 

油 性 1 ,400 

10 X 10 
15 X 10 
20 >< 10 
30 X 10 

140 
210 
280 
420 

230 
260 
280 
300 

70 
90 

110 
130 

100 
140 
170 
200 

5
7
8
~
 

4
0
4
5
 

0
0
~
~
 

1
 

,
 

注L 本価格の適用は目地長さ延500 m 以上とする。 

2‘ ゴンドラ使用の場合は本価格0)20％以上増となります。 

3. ガラスまわりは本価格の20％増となります。 
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建築露シーUング材市販製 

シ リ コーン系シー・リ ソグ材 

シリコーソシーリング材には1成分形と2成分形があり,主成分自体がシロキサン結合をして 

いるので耐候性・耐熱性・耐寒性のみでなく，耐久性にもすぐれている。 

1 成分形は空気中の水分に触れると常温で硬化する。酢酸型に代表される高モジュラス型のほ 

か」低モジュラス型や塑性タイプのマスチック型もある。2成分形は基剤と硬化剤からなり，混 

合することによって均一に硬化し,低モジュラス高伸度のすぐれた性能を発揮する。 

［特 徴〕 

・耐候性,耐久性がすぐれている。 

・耐熱・耐寒性にすぐれ，温度による物性変化が少ない。 

・オゾン,紫外線などによる劣化が少ない。 

・低温での施工性がよい。 

・取扱いが容易で，毒性が少ない。 

〔取扱い上の注意，用途〕 

論ぐミ 取扱、、上の注意 主 用 途 

1
 

成
 

分
 

形
 

・一般にタックフリ・ー時間が短いめで,へ 

ラ仕上げを早めに行う。 

・酢酸型は硬化時に酢酸を放出するので， 

鉄，銅，鉛などの金属への直接施工は避 

~九 無酢酸型を使用する。 

・酢酸型はコンクリ一ト,ケイ酸カルシウ 

ムなどのアルカリ質に対する直接施エは 

避け,無酢酸型を使用する。 

・一般に未硬化のものは刺激があるので， 

眼に入れたり，皮膚に長く付着しないよ 

うに留意する。 

・ガラス突き合せ目地,ガラスサスペン 

ション （酢酸型） 

・サッシとガラスとの目地 

一アルキャスト，ステンレスまわり目地 

・大理石,プレコンまわり目地（無酢酸 

型） 

・福体まわり （無酢酸型） 

・内装・網入ガラス（無酢酸型） 

・プラスチック 

・ガラス水槽（酢酸型） 

・ショーウインド,ショ・ーケース 

・バスタブ，洗面所まわり 

※低モジュラス型にっいては2成分型と 

同じ 

2
 

成
 

分
 

形
 

・プライマーを必要とし,被着材によって 

プライマ一の種類を選択する。 

・アルコール溶剤を清掃用に用いた時は十 

分揮発させてから施工する。 （硬化不良 

の原因） 

・基材と硬化剤はキット毎に全量を混合し 

その都度使い切る。 

・他基材と打ち継ぐ場合はシリコーンを後 

打ちとする。 

・金属カーテンウオール目地 

・コンクリートカ一テンウオール目地 

・笠木まわり目地 

‘サッシとガラスとの目地 

・躯体とサッシとの目地 

・性能向上のための補修工事 

・貯水槽目地,上木エクスパンシ」ンジ 

ョ・I ント 

〔貯蔵安定性〕 

1 成分形，2成分形とも貯蔵安定性はすぐれており，未開封のまま温度25CC以下で貯蔵された 

場合，最低6カ月間はその品質が保証されている。 
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シリコーン系シーリング材 

会 芹 名 商 色 容量・荷姿 混 ‘1・比 比 重 備 考 

（株）エービーンー商会 
八BC ッリコ‘ ン 

I2 

ホゾイト，グレ一， 7' 
ンノく～一， ナチュラル ス 

トーン，プラック 
[0 ウ－ 

「

ノ

 

七
 

l

ト
 

3
 

33 

‘
 

釦
一
 

l
 

9
 

缶
 

。ノ
 分

 

ト

 

リ－ 

1.3
0 

m
 

低モジュラス 

S , MG -i -A -N 

鏡紡合成化学（株） 
ゴ・！－レッ クス 

P ---7500 
クリ7，フソパ一， ク 

レ l ホワイ ト，黒 

関西パテ化上（株） A P -20 
ク－レー, ク リ7, ノ’ノ 曹熱－リッシ L04 

コ ニ 
シ
 

ボンドッリコンコ ク
一
ウ
 

り・ソ 

グ
ル
 

レ・こ 一
ク
 白

ブ
 

・フ 

ア
・
 

・ア 曹恕リッジ 1.05 

サンスタ－化学（株） へンギンン”去05 魚，リ7 P-Iz迫・プフウン 曹恕リッシ 1.05 

信越化学エ業（株） 

K E42 
透明．白，黒．グレー．7 
ルミ，7ンバ一．ダ－ク 」ノJ‘， 
プラ‘ジ，ア才条リ二 

ク 1.05 

K E 43 アルミ，アンバー ク 

ク 

ク 

ク 

1.05 

K E 45 
透明,白，黒，グレー，ア 
ルこ ，アンパ・一，アイポ 

リー， ダ一クブラウン 
1,05 

K E 46 

予 

L05 

K E40--B-- 2 ク 1.60 不燃型 

KE422 透 明 ク 予 1.05 

KE420 高透明 ク ク 1.05 超高透明 

・

」

 

中
 
K
 
E4288 4 1.05 防かび性・酢酸型 

KE4588 白，7イボリー ク ク 1,05 防かび性・オキシム型 

シーラント80 」 ク ク 1
.3
0 低モジュフス 

ク 79 白，タレ－ , ノ’ンハ－ ，黒 3e 自i 

10 

1' 30 低モジュラス 

ク 701 

ク 79 

白，クレー，黒，プンバ一 ク 

ク 

l EES

~ .成 

11 

-E

S,・ 

l0 

30030
4

カ 

タレ ， 7j ，・こ一 塑性シーラントl 

3虞分形 

（株）ス リ
 
ー 
ボン~ 

TB 5215 
ホワイ ト，グレ・ー‘ク リ 

/：完で切召ハ 'ii -'Irリッノ 分 

，”( 

無酸型 

TB .5241 

TB5271 

ホワイ ト， ク’レ・・， ク 

り7 ,-, 7 ンー’、一 
ノ 

~428 

酢酸型 

ホリイト， 夕レ- 3d -t , ト 

1~ 

1 

製鉄化学工業（株） 

七イテッシリコー 

ノ‘! 

) 

 、一 、‘

 」ロ－ 

ンりノーラント 

白，ノ 
・イ 

灰ポ 
・り 

黒一 

- . 

7シ 
 ルン

ノ ノ 

一 一 

1カ 

1 成分形 1.42 

・h- 

nノ 

 ン）

．・ 

A -79 

一 

" A -S0 

白ア 
・イ 

灰ポ 

黒一 

フク 

（ア 

《リ－ 

！ ・ 

ンリ－ 

ク
 
ク
 
1
,0
2 

, 

ソ「ル 

 、， 、，

" S -04 

白「ノ 

灰ポ 

黒一 

アシ 

／ ノ 

・  -，

【リ 

● ， 

一 」 

'' ク ゆ 1
, 
02 

世 界 長 （株） 

一 

 ノ」

一 

コ 

セラ 
カ」 

4S 
チR 

グレ一,ホワイ ト，ほか 3I 13 : 1 1
.3
0 

一 

 ソ』

セラ 
カ一 

ョ 

クリアー, ホワイ ト, 

イS 
チI 

ほカ、 
333
か
 

叫
ト
 

1成分形 1
.0
4 

ッ 
／・－ 

セ メ ク イ ノ （株） 

セメグイソ 
ノリ 」ーンシ一フ一 

80150 

ホリイト，グレ一，黒 
アイボリ一， ＋プ ュラ 
ルストーン 

ク ク
 

1.04 オキシム型 

セメダイノ 
ノリ コ・ンン一うー 

8065 

” リア， アルミ，ホワ 
イ ト， アンパ一，ナf 

エラルストーン 

ク 1 .04 酢酸型 

東芝ッリコーソ （株） 

トスゾール 361 
ホリイ ト， ニュートラ 

n4一 

ル， グレー，アンハ一 ' 

丸 
缶 

ブラ，ク 

100 : 3 
10 ; 1 

132 
低モジュラス， 

S ・MCG - 1 -A -N 

トスシ一ル362 グレー， ブラック ク
 
100;
 
3
 

1.28 中モジュラス 
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シリコーン系シーリング材 

会 社 名 商 品 名 色 容量・荷姿 混合比 比 重 備 考 

東芝シりコ一ソ（株） 

三黙務器曹恕リッゾ 1成分形 1.02 響叢G- 1--A--N 

トスッーノl・372 裂了ば訂・ ク ク 1.02 酢酸型，遅硬イヒ｛生 

トスシール373 ホワイト ク ク 1.04 防かび性酢酸型 

トスンール381 ジ二ン多翁穿ラり ク ク 1.04 オ一キンム型 

トスシール380 7トz二とLどレ一・ダ ークブラウン 
叩加己，7トリッシ 
4g丸缶 
'‘・Iし山 ‘ノ 

ク 144 「慧ニ慧 
l ''I士 ‘'rG二二王1 - A 

S・MCG -1 --A-N 

勢恕リッジ ク 1,38 

1.04 

緋蘇リンク材 

（株j 

SB 780 j：中幕；二ブラッ 聖兜laフイル 1膚分形 無酸型 

S H 781 

SE 788 

SE 709 

SB 790 

SH 792 

SE 5010 7 イポリー ク ク 1,05 

1.05 

無酸型,防かび性 

酢酸型,防かび性 SE 5011 ホワイ ト ク ク 

日東ポリマーエ業（株） 
ニ＝，一ワイドジー 
ラー 

クリア，グレー，ホワ 
イト，アソバ一，シル 
バー，アイポりー，プ 
ラy ク 

333蹴lカ－トリッジ ク 1.05 1.30 

ソニーケミカル （株） L 6301 
クリア，白，グレー，了 
ソバー,アイボり一， 3509 力ートリプジ 予 

黒，シルパー 
1.05 

日本合成化学工業（株） 

ゴ－セシ’ールS 
BA -b0 

グレー， 7 ソノぐー 333eカートり，ジ 
5 ,缶，23 8 毎 

ク 1.15 
無酢酸型低モジュラス 
S 'MC -l -A -N 

ク BA -li ホワイ トI アイボリー 333viカ ートり，ジ ク 1.05 
無酢酸型，無変色, 
防カビ性 

A P -20 

クリア,ホワイト，グ 
レー，アンパー， プヲ 
，ク 

ク ク 1.04 酢酸型 

● AP -20R レッド ク ク 1.22 酢酸型,耐熟性 

" BA -hlR ク 予 」 1,22 予 

' AP --22 グラス戸リア ク ク 1.06 酢酸型，超透明 

ク BM --30 

‘・ 

 ラ－グ

 ク一り

イ・ 

りフ 

ア ー・ 
・アア 

ホンル 
パワミ 

! 

クレ ッ 

333廊カートリッジ 
100 g チュープ 

ク 1.05-1.20 鴫酢酸型 

" BM -30A ホワイ ト，ブラック 333Mg力一トリッジ ク 

1

.05 

ル上 

無 
酢 

酸 
型 
・ 

速 
硬 

ー 

一一 

星 
シ 

 ラ一
ン ン 

三 星 産 業（株） 

 シり
コ 一 

白，グレー，7ンパー 
7 イポリー，クりア,黒 

333cc. カ一トリッジ 予 

1
.42

1
.~2 

 酸、‘
 型ン
契 

橋 
型 

 酢ア

スタ一ッール 
明星チャ一チル （株） 

Sー］U グレ一ほか 330〔工カ一ト リッジ
 
ク
 
1
.1
4 

- 76 - 



シリコーン系シーリング材 

会 社 名 商 品 名 色 容量・荷姿 混合比 比 重 備i 

明星 ーチル 〔殊） 

スターシーノレ 

S -20 
ク17，白ほか 

フラックにか 

330叫カート りッジ ］成分形 1.05 酢酸型 

スターシーノレ 

Sー一SQ ク 1.05 

臓 浜 コ‘ ム （株） 

ノ、マタイ1 
S S -200 

ニュートラル，白，黒 
クレ・－ , 7 ン／',-

3 ，セッ ト 100 : 3 1.30 低・1ージュラス 

ノ、マタイ ト 
S S -210 

アイポりー，黒， レ 
7 ンパ・－ 333c亡力ー」・ リ ッジ 1 成分形 無酢酸型 

阪千ジュラス 

ノ、’タ、、-220
」グ与り気黒・ ク 4 ク ].04 什1・酸型 

、ーマタイ ト 
S S -230 

4 ク 1.05 無酢酸型 

ノ、マタイ ト 
S S -240 

ガラスカ リ71ー 
ク 

〈超透明） 
ク 1.09 酢酸型 

ン1’・ プ化学工業（株） シャービーシールs 
クりア，ホワイ ト,γ 
ソノに一l グレー， プラ 333eカート リッシ 予 1,02 
ウン 

高級シーリング材   ノバイェル社との技術提携により建築用、 

、から工葉用まで巾I云いシーリング材 ノ 

日合シリコーンシーラント 
ー．， 一 一 ~ ／ー～7 

‘ー‘ンツ多l>) 
特にBA -iDは接着性極めてよく、プラスチック 

等広範囲の材料にもOK, 

（低モジュラス 1 液型無酢酸タィプ） 

日合ウレタンシーラント 
ft

I 

硬化が速く低温でも硬化するので冬期,寒冷地帯 

にも適しています。 

~~, 

」
 

I 

」
 

NT 

《専用ガンゴーセシールガン》 

ワンタツチの支点切替により普通 
ガンから強力ガンにかわります。 

特長 

R)日本合成化学工業株式会社 
一
一
一
一
一
 

フアインポリマー事業部 
フアインポI)マー営業2部 

本 社 大阪市北区野崎町9 番6号 （東梅田ピル） TEL，大阪（06)314 -3115（代） 

東 京 支 社 東京都中央区日本橋3丁目12- 1（三木ビル） TEL，東京（03) 273-1381（代〉 

名古屋営業所 名古屋市中区錦1丁目19-32（名古屋広小路ビル） TEL，名古屋（052)201-62 6 1 
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変成シリコーン系シーリング材 

変成シリコーンシーリソグ材はオルガノシロキサンを有する有機ポリマーを主成分とするまっ 

たく新しいシーリング材であり,湿気硬化する1成分形と反応硬化する2成分形がある。硬化は 

水と触媒の作用によりシロキサン結合を形成し，ゴム弾性体となる。性能はシロキサン結合を含 

むためシリコーンシーリング材に近く作業性,耐熱性，耐久性が良好でありシーリング材として 

の要求性能をバランスよく保持している。 

〔特 徴〕 

・耐・候性，耐久性にすぐれている。 

・耐熱，耐寒性にすぐれ，温度による物性変化が少ない。 

・耐オゾン,耐紫外線などによる劣化が少ない。 

・プライマーの併用により,各種被着体にすぐれた接着性を示す。 

・硬化時の温度，湿度の影響を受け難く，安定した硬化特性を示す。 

・混練性にすぐれ，特に低温作業性は良好である。 

・石材に対する汚染を生じない。 

・吹付材や塗料による表面仕上げが可能である。 

・1 成分形は短時間で実用性能を発揮する。 

〔取扱い上の注意，用途〕 

‘餌、要fl 取扱、、上の注意 主 用 途 － 

1
 

成
 

分
 

形
 

・一般にタックフリー時間が短いのでへラ 地
 
十

次

地

 ク

グ

 

・
ど
 

の
 
リ
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の
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気

 

金
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プ
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目
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目
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築
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ラ
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一
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目
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類

製

 

類
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士
 
の
 

地
 

プ
 

瑚
 

イ
 

船
 

マ
 

脇
 

使
 

機
 

仕上げを早めに行う。 

・シリコーンをコーテングしたテープ類に 

接着しやすいので，ポンドブレ一カーに 

はこれ以外のものを使う。 

・表面のドライは環境条件に左右され，高 

温，高湿程早くなる。 

・不完全なプライマー処理は重大な事故に 

なる恐れがあるので，指定のブライマ一 

を完全に塗布する。 

・貯蔵は必ず屋内とし，3了C以下を厳守す 

ること。 

・可使時間を過ぎると急速に硬化する。混 ・低層から超高層までの各種の目地ゃ継~ 

練り後の充てんと仕上げを可能な限り短 目 ~ 

時間に行う。 ．金属類の目地 ~ 

・比較的空気を連行しやすいので，なるべ ‘コンクリート類の目地 1 

く真空脱泡混合機を使用することが望ま ．セメント2次製品類の目地 I 

し、、。 ．石材類の目地 ~ 
成 ・シリコーンをコーチングしたテープ類に ．プラスチック類の目地 I 

接着しやすいので，ボソドプレーカ一に ．木材類の目地 ~ 
分 はこれ以外のものを使う。 ．グレイジング（カラ一．プライマ一使~ 

・表面のドライは環境条件に左右される。 用） ~ 

また－・部の製品にはタックが残るものも ．そのほか建築，土木，車輛，船舶，機I 

ある。 械，電気などのシ一ル。 ~ 

・不完全なプライマー処理は重大な事故に 

なる恐れがあるので，指定のプライマ一 ~ を完全に塗布する。 
“ー一‘ 
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変成シリコーン系シーリング材 

じ貯蔵安定性〕 

・温度25CC以下，湿度50％以下で貯蔵された場合，メーカー出荷後，最低6カ月間はその品質 

が保証されており，また通常Iカ年は安定である。 

・貯蔵安定性はすぐれているが冷暗所に保管し，水分が入らないように注意する必要がある。 

会 1ト 名 商 品 名 色 客量 荷 ~ － 品合」t 」上 慮 維 考 

日本派加剤工業（株） 
フ1イソシーラー 

$500 

プ
ダ
 

ラ一 
ック 

ク
プ
 

・ヲ 
ホ
ウ
 

グ
ワ
ン
 

【
ト
雁
 

！
・
カ
 

レ
イ
 
・ 

,
 

5毎セ，ト 10: 1 1.38 

横 浜 プ ム （株） 
ノ
 

、
 
,

 
タ
 

ト
一
 

イ
ス
 

? 
'
 
一 II
 

白，黒，グレー．グー 

●ブラウン，ダークア 
ンノ‘ー 

3I 七γト 100:10 : (3) L45 
''）はカラーマス声ー 

J Is兼5758 904' 卸 

姐訪合成化学（株） ゴーレッFこ即0。 -SOOn I3.P 7"乙とー・プpンズ 5kg-h,ト 

,1スチ名パノ（株） ボスコシー‘2900 称；二プpソズ・γ 3 ,・hサト 
-" ..-.- 

ーュヌ’エスッー（株） L -WJUU 

I 'v _.ブロンズ． 7 

心 メ ダイ ン （株） ’ヒメグイ、-510 ホワイト，グレー 

ケイパ化I (株） ポ＝ー蒜§こii加 器ジ’グレー・ ノ 
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超高層ビルのシーリング工事 
アスファルト防水工事讐 

mi~ 

■ と『 
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L
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」
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一， ’ 諭マ 
．~‘“熹－+ALン 
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代表取締役 苅 谷 月券 

専務取締役 操 一Iニ 弘 昌 

取 締 役 扇 原 修 亨 

=1 東京都江東区佐賀1 - 9 - 14 

v I 電話03(643)5911（代表）〒135 
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ボリサルファイド系シーリング材 

ポリサルフ7 イ ドシーリング材は弾性シーリング材としてもっとも歴史が占く，高層ビルの建 

築が可能となったカーテンウォールーL法の発展とともに，可動ジョイントの防水に使用され,そ 

の真－仙iを発揮してきた。ポリサルファイドシ・ーリング材の特徴は, そのすぐれた耐久性に加え 

て，種々の建築材料によく接着することで，金属I 石材，コンクリート,ガラスおよび各種塗装 

に対する強固な接着は建築用途における汎用シーリング材としての地歩を固め，多くの実績をあ 

げている。 

〔特 徴〕 

・耐水，耐酸化性，耐老化性にすぐれている。 

・耐熱性はポリウレタンとシリコーンの中間的な性能を有する。 

・引裂抵抗性が大きい。 

・プライマーの使用により，多くの建築材料に接着可能である。 

・施工時の環境温度により可使時間，硬化速度が変化する。 

・石材に対し汚染の危険のあるものがある。 

〔取扱い上の注意，用途〕 

取扱、、上の注意 主 用 途 

・色合いにより物性に差があることが多い。 ‘金属カーテンウオール目地 

・指定された混合比を守る。 ・プレキャストコンクリート目地 

・夏用と冬用に分けている場合があるので， ‘ガラスグレイジング目地 

使用時期をあやまらないようにする。 ・サッシまわり目地 

・接着性を確保するため，プライマ一を使用 ・プ一ル，貯水槽目地 

する。 ・コンクリ一トの亀裂の補修 

プライマーの選定にあたっては製造業者に ・土木工事のエクスパンションジョイント 

種類,使用方法を確認し，できれば接着確 ・工場の床などの耐薬品性を要求される目地 

認試験を行うことが望ましい。 ・電気関係の接続部の目地 

・硬化剤には二酸化鉛が含まれているので， ・そのほかシ一リング目地全般 

過度の皮膚接触などは避ける。 

〔貯蔵安定性〕 

通常，常温で6 カ月であるが，高温で長期間放置された場合，粘度の上昇，硬化速度の変化な 

どがあり好ましくない。できるだけ直射日光をさけ冷暗所に貯蔵するのが好ましい。 

会 社 名 商 品 名 色 容量’ 荷姿 

i

混合」t 比 重 備 考 

アサピポンドエ業（株） 】01 --109 

グレー，黒，白，ブ口 
ソズ， ライトプロンズ 
アンパー， ライトグレ 
ー，クリーA,その他 

5k (2.94e ) 1.70 

（株）エーピーンー商会 

カネポウ・ 
コ二ヌエスソー〈株） 
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3 . 5 4
', - ~ 10; 1 1.46 ④ 

【b 柳
 

セ
 

ッ
 

'- 
1
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1
 

1.55 J Is指定製品受審中 
S・MCG -1 

関西パテ化エ（株） ハイトシ－ノレ 究l多レ1 5.5/ceセッI、 

鐘紡合成化学（株） ゴーレッ予こ5000 ダレー 

ジ（株） ポントゾール＃10 亨ン二とー黒 ― ク 

-so ー 



ボリサルファイド系シーリング材 

会 社 名 － 商 品 名 色 容量・ 荷姿 混合比 － 比 重 備 考 

'1-:.／ス夕 化学（殊） 

三洋上業（耕り スリ－コ→ 

・べタシール●169 
- - - - - - l 

ジ二二；り号ll'7 3 ,七ッ － 

5.5# -I ト 

ット 

“ー 

ジ二二移器二に 
-- - - - - - - -

昭千雲り7ルト（憐り フジチオコ一ル 
グレ一，ブラウン'7 

'-'く--,-', 74ニ～移ず 
，ク 

住友スリーュム （株） 
ウ＝ザーノ、ン 
ビルデインク－ 

ッ・ー－ラ 

3 lin 4f 缶 － 

世 界 長(111り 」カ質りーTH 緒ー J「一ワイトほカ 5k9(3,2 0 )七ット 10: 1 1.57 乳一】一A- N 

セ メ ダ イ ン （株） 
グレー，黒，プロンス 3.250 -1 ッ 9 
7 ンパ-2 色 

1 

10: 1 1.42 ・ ④ 

大和高分子工業 （株） 口.4ワゾ一ル＃790 」lりコ発万ブ 4. 8kyセッ I 助 8 60 

テ イ パ 

化エ（株） 

―ポニー‘§こ元00 りり二二ブロンズ・黒 I局甘4 ケ一7 
Iごニ 

ー P S - 259
～ ブラノ ク 

十ニー予§二面00 ブラック 

東亜応用化エ（有） エポコー＝ーフー 

' ,’ブラウノ・プ 3 0 -t 、・ 蓄化謝聖 

日本添加剤上業（株） フγイノシ-i 撫了1"79.7,ラ杏 

競I,-, (-,L.i-/'/X, -1 ir'V缶 I lo 1 
日東ポリマー工業（株） 

－一 L
I
 

一 ッ・ コ

一

 

一

 

3
 

ク～~ q
〕 

クレー，7ンバー，ほか 5kgセット 10 : 1 

10 : 1 

1

,50 

1.60 日本ペルノソクス（株〕 ビスコール A 一41) グレー,ブ】’ンズ 3 0 セッ ト 

日本ッーカ一（株） ンー－カジaイFs 夕レー 93 : 7 1,55 

日東化成エ業（株） プラッー芋一BG 
ホフイト，グレー，7 

ラ需ぱ男二‘りー 
ほか4色 

10 : 1 1.45 

（株）ハイケミカル J、イケミコiな090 芳/9’プロンズ’ブ 10 : 1 1.5 

プ
「
 

1

-' 
J
ソ
 

ポスコッ・－ル 

()
 
$1000 

グレー，7イボリー， 
ブ口ンズ,アンパ一， 3f 七ッ ~ 
黒,プラウソ 

10 : I 1.60 ④ 
S・MCG -1 --A--N 

二 星 産 業 （株） 三星シ一"- PS 
グレー，7ソパー，黒 

予 10 : 1 1.60 
プ口ンズ,7イポリ一 

明星チャーチル 〔株） 
一 一 

ス 
タ 

ン 

ルT 

2 
ケー 

ク’レー，7イポりーI 
ク
 
10 :
 
1
 
1
.6
0 
ブラウン，
71
ルミほか 

横 浜 ゴ ノ、 （株） 筆 -V-(SC-諦7'てとーブ口ンズ 4. 

65 

④ 

（株） 日木化学研究所 

チ1-ン一ル‘弱 グレ一 

45 

ク ＃ 501 ブ'-' .,ズ ク 10: 1 

45 

ク $1000 -/’イポリ,ー,ホワイト ク 10 : 1 

45 

4. # 245 /9'レ- 4 10: 1 

大 日 化 戊 〔株） サンッーラーP 
'
－
、
 [ ‘フ 一ン 

7
・黒 

ン
 

ノ

 グ
ラ
 

レ
ウ
 

3
 
Iセッ
 
ト
 

100 : 8 L60 

 ン、
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「． -3 

シャーフ化学エ業（株） 

 Tッ

ホブ 
7ラ・ 

イウ・ 
 ント

ブ7 

レ ッ．パ 
一ク一 

グラソ 

5 kgセット 10 : 
I
 
1.5
7 
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ボリサルファイド系シーリング材 

会 社 
考 

士木用 

重
 

如
 

比 北
 

合
 

し
 

混
 

L20 

1 

《
 

客量・ 商 品 名 I 色 名
 

ニュー コー 

ク＃ 

l

レ 各色 

矛 黒 

（株）ノーー・ンし同胎化学 

ソ＝ーケミカル （株） L 6105 A /B 

3I 

Is, 

グレー， ブラプク， 
アンパー， プF ノス， 
ダークプpンズ 

5 加・I,ッI. 
57 

m 

関西シーリンクこL事業協同組合会員 

有限会社 摂津シール工業 

代表取締役 槌 屋 邦 夫 

本 店 〒5加大阪市北区野崎町6-2 

(H宝束梅田ビル内） 
T E L 06(315)0638 

関西シーリング工事業協同組合会員 

昌 栄 建 材 

代表者 亀 井 信 

木 社 〒661 兵庫県I己崎市司車元町3・・5-26-303 

TEL 06 (4 31 ) 8429 

ポリサルファイドシーリング材ニ成分型 
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鳳
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ボリウレタンシーリング材ニ成分型 

ふ戸‘テ・・多多 
鳶
製
て
 

・
吐
尋
〕
－
舞
弾
浄
？
、
糞
：
」
・
）
暴
き
」
武
‘
 

雲
幾
マ
『
二
 

‘
・
津
二
曲
 

＋に」、一． 

^
，
】
卦
J

」
ご
‘
，
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、
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”」（「 

・－h
嚇一 

●」、‘ 

ブチルゴムシーリング材ー成分型 

肩「」電ー 

7 ‰矛，－鵬 
－ 
一
 

r弄 

午
縛
綱
才
農
コ
嶋
 

株式会社議 興社 
東京都江東区白河4-9-5 T E L (642) 7103(I ) 
 ~ 

- 82 ー 



ボリウレタン系シーリング材 ~ 
三 

ボリウレタンシーリング材はイソシアネート基(--NCO）を有する基剤成分と,活性水素化 

合物を含む硬化剤成分とを組み合わせた常温硬化型の弾性シーリング材のーつである。 

ボリウレタンシーリソグ材はほかの浴剤型,ェマルジョン型シーリソグ材よりも性能的にすぐ 

れており，無溶剤型弾性シーリソグ材としては安価であるから中間的な性能の要求分野への利用 

が多く， ・般に中高層以下のコンクリート，石綿スレート，AL C 板などの目地に用いられる。 

〔特 徴〕 

・低い吐出圧で容易にガンから出る。 

・加熱減量が少なく硬化後の収縮がほとんどない。 

・常温で硬化し，ゴム弾性体となり，復元性および耐疲労性は良好である。 

・耐寒性にすぐれ，-20℃以下で使用できる。 

・水分によっても硬化するため，貯蔵期間に制限があると同時に施工時の気温および湿度が高 

い場合には発泡のおそれがある。 

・90℃以上の熱に長時間暴露すると物性の低下を生ずる。 

・紫外線の作用により黄変する。 

・表面に粘着性が残る。 

L取扱い上の注意，用途〕 

、
 

－位 

月
×
貞
 

1

成

分

形

 

取扱、、上の注意 主 用 途 

・冷暗所に保管し，6カ月以内に使用する 

こと。 

・目地が深い場合硬化までに日数を要す。 

よこれに注意。 

・プレキャストコンクリート目地 

・RC 打継目地 

‘サッシュ回り目地 

・用水路，貯水槽,ブール目地 

・コンクリート亀裂補修 

・土木工事エクスパンションジョイント 

‘床目地 

一そのはかシーりング全般 

2
 
成
 
分
 
形
 

‘指定された混合比を守る。 

・夏用・冬用と分ける場合があるので使用 

時期をあやまらな、、ようにする。 

・プライマ一は指定されたものを用いる。 

・高湿度および被着体が湿った状態での施 

工は避ける。 

・基材および硬化剤は労働安全衛生法にも 

とづく取扱いをすること。 

〔貯蔵安定性〕 

・ポリウレタン系シーリング材の貯蔵安定性は反応に富んだNC0基をもつウレタンプレポリ 

マーと湿分とが反応するか否かによって決まる。したがって，カートリッジや容器の防湿性 

能，貯蔵場所の温度条件により製品の一部あるいは全部が6カ月以内で硬化する場合がある 

ので材料の貯蔵にあたっては冷暗所,低温度の場所を考慮すべきである。また，一度開封し 

た製品は,早い機会に使うことが必要である。 

会 社 名 商 品 名 色 容量・荷姿 混合比 比 重 備 考 

7サヒポンドエ業（株） 

（株）ュ－ ビ一－ッー商会 

7' 'I-ヒ笛と659 

黒,白,ブF ンズ,クレ 

ー， ライトブ口ンズ， 
クリーム，アンバー， 
ライトグレー，その他 

J《
「1 

5417
5
1~ 

卸k
g 

1 : 4 

④
 S
 

- 
一
 
一
 MG 

ABC ー」ーキンク 
ウレタン 

新7イポリーホワイト， 
新グレー，新ライトグレ 
ー，‘新フラウ－ン，新ダー 
クブラウノ，，「ブラソク 

'
9
 

，
‘
 

ト
ヒ
 

ッ 
ッ 

缶
缶
 

5
(1
 1 : 2 

A B C コ一キソク’ 
ウレタソ 

カ一ト リッジ 

乙ノ4 
! 

ホ
 

ワ
 

イ・ ア
 

レ
ボ
 

一リ－ 
330cc カートリッジ 1 成分形 

183 ー 



ボリウレタン系シーリング材 

会 社 名 商 品 名 色 容量 荷姿 混合比

~ 比 重 備 

カネポウ・ 

エ 紡 

プ 支 

株 株 株 

鐘 コ 

」  ン・

関西パテ化エ（株） 

究こ'ズ7舌ボリ一 6切12切ヒット I l I － 織」曹叢C

20 

さ一】－A -N 

 ー戸

一 一 - 
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G 1 

1  A 
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一 ロ 

《ン 

・ 」 
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 ポイ【 
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 一ス

6000 

33 
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カ 

ト 

ジ 

成 
 ～ハ

形 
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け 

ト 

1 
・！ 
2 

27 

ゴ
 一 レ

 タ 
ス
 ク

 
33 3c :1- ト

 
ジ
 6500 

 刀パ‘‘ 
成 1 

形 2 

20 
5~ 2~ 

'I-  「“

ポ ヂ 

ド  レド

 ン ンウ 

U ~' 

一 コ 

ク 

9 

k 

り 

ト 

ク 

3~ 

~c 

カ 

ト 

ジ 

成 
分 
形 

セルシーノ1- PIJ ク 15句缶 11i5 -1$ 1.20 

ク ダレー，アンパー，白 9k9-t ッ ト 1 : 2 1,30 

ク グレ一 320g力一ト リッジ 1 成分形 1.20 

V.ノスター化学 （株） 

ペンギンシ ル 

6 980 

?
 

．
、
、
 '

 
グ
一
 

レ
ジ
 

一 
ュ 

ホ
7
 

ワ
ン
 

イ
パ
 

ト
－
 

,

 

,

 

12『セット 1 : 2 1.34 S ・MC - 1 -A -N 

ペンギンシール 

6 970 
プラック， グレ一 21.10 I : 1 1.32 

ペンギンシ一ル 

6 955 
グレー，ホワイ ト， 7 
ンバ一，ページュ 

181 
333mI カートりッジ 

1 成分形 1.33 

三 洋 工 業 〔株） 

スリーウレッ二02 二’レニ・ナチュラルス 』』ち与ilhト 

'.. 103 グレー 

スリーウレッチ 編〒ト！鷲二二 32Qc カートりッン 1成分形 1.25 

~ 
アスフ7ルト（株）i 

】 

シャ一フ化学工業〔株） 

ュゼット 

― 

多をj
鳶糾ア l0..5農二ット,§●協）1: 2 1.26 S 'MCG-l-A--N 

ウレッ コ 

山二 山「 m ノ、，・片 ‘山：、 J1)1 F. f! !I ' M. 、 i1、ノ 

ノ‘ネコークS -501 どに：李幕l二' 6k 900 12切 1 : 2 1.20 

予 SG ウレタン グレ一 330c二カ ト リ ッジ 1 成分形 1.20 

l’メ グ イ ン （株） 

セメダイン 

S -750 
ク 10加セッ ト 

(7.50 セット） 1 : 3 1.33 S・MC G - 1 -A -N 

セメダイソ 
S ---700 

セシ 

 」）

P

IJ 

-21 

グレ一 ,ホワイ ト 333cc 力ートリッジ 1 成分形 1.29 

且
 】

 
－、 

引

 

、 

グレー，7イポリ・－, 
グ一クブラウン 

10”セット（7. 1 1 ) 1 :3 1.40 S ・ C -i --A -N 

セ 

一 U 

カシ 
イ一 

チラ 
 －ョ

グレ・ー， ホワイ ト, 
他3 色 

333IrL カ一ト リソジ 1 成分形 1.29 

ソー 

ー ケ カル （株）I L - 6500 
白，グレー， 7 ンパー 
アイポりー 

一 

「

ン

 

伽
切
 

り
缶
 

1成分形 1.20 

大和高分子工業（株） 

ダイワシ一ル 

#500 

グレー，べージュ， ブ 
ラウソ， ブラック， シ 
ルバ一グレ・― 

jh b^
切 

1 : 2 

基硬 

‘ー 

レL 
剤剤 

1,20 

1.20 

1.40 

1.14 

1,20 

一
 

一 

S・C一
1
-
A
-
N
 

V. # 100 グレー，アイボリ‘ー, 
ホワイト，アンパー 333a:.力一トリッジ 1成分形 

テ イ ノ‘化工 （株） 
ボニーシ一ラ一 グレ一－， プラウン， プ 

P U -2000 ラック 
9k9セット 3 :6 

（殊）東京ポース工業社 

口 木 シ ー カ （株） 

ウレボンシール グレー 9卸 ット 1 :2 

ウレポンッ一ルS 1/3 6一トリッジ 
1 成分形 発ア！'Ifワイト’ 20本人 

ッー力ソレックス 
1a 

グレー,白，べージュ 15切入ペール缶（851) 
ダークアンパー，黒 320cc カ－トリッジ 

1 成分形 1.20 



ボリウレタン系シーリング材 

会 社 名 商 品 名 色 容量 ・荷姿 混合比 比 重 備 考 

日 本 ッ 一 カ （株） 』
I
 
筑
 

グノー，白，黒 320cc一 カー｛・リッジ 

－ ■ 一 

1 成分形 

1ゲ1 

2 Jレ
4 9」

 黒じ

，‘「、） 速乾型 

S ・MC G - 1 -A -N 日東ポリマー工業（株） 
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ク
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û 1J 

グンーIまか 9 kg -Ir ット 1 : 2 1
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I i 東化成工業（株） 

プラッーラー 
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・色 翫難kg(2,2 )1VJ 6k (4.3e ) 1 : 2 1.40 

' PU -300 タレー，ほか4 色 七器 -2措にS)--)L-rr (L5e ) 1 成分形 1.18 

口木添加剤工業 （株） 
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フ7 イン－シ,’一ラ～ 
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1 :2.5 1' 21 o 
S ・ MCG -1 -A -N 

ミリオオりとラ一 箔 ,奪輸-

三 星 産 業 （株） 三星シールAU ダVー，白，ブ口ンズ 10匂セット 1 : 3 1.40 

1 : 2 1.30 

明星チャーチル （株） 

スターシールU -29 ダレ- 9加セット 

スクーン6と7DB 魚レー・白・ アル、・ 3 2occ カートリッシ 1成分形 

ト・ップン一子石2 】 二とー 白黒7ン 山内ゴム工業（株） 7 kg-It ッ I・ 2 : 5 1.25 

（株） 服 部 商 店 

サソッール＃701 
．
、
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・

7
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【
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カート リ ッジ 1 成分形 1.25 

サンシ一ル ＃901 
グレー,白，アンパ-- 1 
アソバ12 ,アイボリ 9柳セット 1 : 2 1,29 S・MC - 1 -A --N 

-－ッカウレタイ ト 
（株） 日本化学研究所 ッーラー ＃300 

タ’レー Skyセット 1 : 2 1.25 

ラ.4 合成樹贈（株） レップシ－-－ラ－ ~ - 9kg 1 : 2 1.20 

（株）ノ一べル樹脂化学 ニュ一一コ一ク＃491 タレ一，各色 9・ 1 : 3 1.20 士木用，建築用 

ソニ一ケミカル （株） L. 6500 

一一 
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クレ一，黒， ブ口ンズ 9 切セット 1 : 2 1.40 
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 イワ
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レ ッン 
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横 浜 ゴ ム （株） 
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白，グレー，べージブ 
6, 38 セソト 1 : 3 「 1.28 タ一クブラウソ 
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アク リ ル系シー リ ング材~ 

アクリルシーリソグ材は水性の合成樹脂系シーリング材であり，通常アクリルエマルジョソ樹 

脂を主成分とした1成分形シーリング材である。硬化は合有水分が蒸発したり，日地構成材に吸 

収されることによって始まり弾力性が出現し,シーリング機能が発揮される。おもな用途として 

はコンクリート，A LC ,石材,石綿スレート，木材などの目地施工に適している。 

〔特 徴〕 

・アクリルシーリング材は1成分形であり,高粘度と低粘度に区別されている。色はほとんど 

がグレイとホワイトである。 

・エマルジョン特有のチクソトロピック粘性を示し，流動性が小さく，温度にあまり左右され 

ず，四季を通じて使用でさる。 

・水性であるから臭気も少なく，工具の洗浄が水でできる。 

・一時的な湿潤面にも施工がでさ,完全に密着できる。 

・施工後,水性ペィントを塗布してもシーリング表面への塗料のぬれは良好である。 

・まだ固まらないコンクリートやモルタル面には施工ができない。 

・シーリング直後の表面にモルタル, コンクリートなどの打設はできない。 

・一般に0℃以下では施工ができない。 

・常時水につかる箇所へは使用でさない。 

・水性系のため硬化前は水に弱く，雨にあたると流される。 

〔取扱い上の注意，用途〕 

取 扱 、、 上 の 注 意 主 用 途 

・水性系であるため，冬期の施工時においては凍結に注意する 

こと。 

・施工後,硬化するまでの間,雨水を避ける措置が必要である。 

・約15彩の収縮があるので，目地設計の配慮が必要である。 

‘開封後の残製品の保管は水分の蒸発を防ぐために，ポリュチ 

レンフイルムで製品の上面を覆ってから密封保管しなければ 

ならない。また雨水が入らないように注意する。 

・溶剤系のプライマ一は火気に注意し，使用後は密封して冷暗 

所に保管する。 

'ALC ，コンクリート， 

石材，石綿スレート,木 

材などの日地に使用 

〔貯蔵安定性〕 

・アクリルシ,ーリング材の貯蔵に際してはI 直射日光を避け5℃から30。C以内で保管する。貯 

蔵安定性は通常6箇月である。保管中凍結しないよう注意する。 

会 社 名 商 品 名 色 容量・荷姿 混合比 比 重 備 考 

小野ill 建I」 （株） 

力辛ポウ・ 
－仁ヌコ二スシ－ (樟) 

ニ 二－I 一 ク7 ク リ元 トI I8 ', I'40 

P ----4000 十TJ f l ， クL 一 18 i!缶(26柳〕 
.320c二 0 ト リ y ン I. 16 S・C -- I1A ~N 

関西パテ化工（株） 

ノ、イ ト 」～ーク 」8‘合i 
333α二カ一 ト リッ・ン／ 

1.5n 

…一 
白 500gチューゾ 1.50 

鐘紡合成化学（株） 
ゴーレックス グレー－ 

p -4000 
is‘令f 1.46 S・C-i -A -N 
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アクリル系シーリング材 

会 り・ 名 商 品 名 － 客量・ 荷姿 混 合比 」L 重 備 Iり 

コ 

ポンド 
アク ，ノl 」－ ク 白 33伽じ力－ 1 リ ノン 

Song チ一エ－ブ 

- 

bソトコ－タ 
ホワイI・ 

白 

－二洋 上 業（株J スリ一ラン】 語総一トりッジ 1,65 

サンスタ－化学 （株） ペ
 

ノ
・
－
 

J
・一 

《
・
 ギ
 

ン

 

一
 

＃
 

レ1
' 
.Z
 
5
 a 

ホワイ ト 

磐 

~
 

!
 昭和石油 

アスフアルト （株） 
アク リルコ ース 予 

18 0 缶 
330〔エカートりッジ 
330CC. チ 一ーブ 

」 1.55 

・セカイチョー 世 界 長 （株） 
ン一ラーEA 

予 26切缶（17 0 ) 1.53 S・C一1一A-N 

七 メ グ イ ン （株） 

メシン一ル 
ク 18 0 缶 S -in S--20 

1 S -10 －一般用 
S -22 厳寒用 

メジシ一ル S -30 ク ク 1,62 

テ イ パ化上 （株） 

ア 
力・ 

り 
レ 

コ 

 －ク
 A一

ク 。 

n 

333z力・ートリ ソジ 
18 t!缶 

1.5 

日本添加剤工業 （株） ノ
 , 

イ
 

ン
 

ッ
 

ブ

・

1

 

- 

,
 

白
 

一00 0
 

180 (26kg) 1.46 

（株） 日本化学研究所 二ッカッー！.JA 白 
18 ●缶 
330α二カ・ トリッジ - 1.5~ ALC . PC !N 

凍結防止I)'r W -15 日東ポリマー・工業（株） エラス一一タ 
ホワイト，グレ一 18 0ftr333d 

カートりッジ アイポりー 
500gチュ－・ブ 

1.40 .1.50 

日東fヒ成エ業（株） ゾラシーるM-15 奮了．琵’ブフック 
333αニ力ートりッジ 
チュ一ブ 

1,51) (3llc 666（エ) 
08 0 石油缶入 

（株）ハ イ ゲミカ ル イケ 

コ‘5000 
ホ.1 1ト 

歯臨Iト クレー 

/ rl・ダレ 

I年 グレノ一 

（株〕 服 部 商 51) ナンノ一－＃元01 議ブ力一ト 

18 e 缶 
330cgニカ－ トリッシ 

ク 

二二三 星 産 菓 （株） 

明昂チャー-1"i （株） 

三星シールAC 

スタシマ-60 H I
L 6100 ノ 

ント一ノ化‘Iエ業（株） 

山内ゴムエ業（株） 

7 ク J - i 

トップッ・ーラー 
# 5o00 
S ON 

1.50 周 

S・M- 2 - A -N 
N =＝凍結防止品 

トッ 

プッl 

#6000 
1 SOlON 

4. S・M一1一A一N 
N -=凍結防」上品 

（株）ノーペル樹脂化学 ニュ一コーク＃301 ク 

子 

予 

181缶 
1/3 1 カ一~ リッジ 

1' 1 
4  J二
0 2 

高 
級 
品 

大 日 化 成 （株） サンッ一ラ-A 

シーリソグ工事なら 

」 

~v 

関西シーIJソグ工－‘業協同『既ゴ員 

、’ 

代表取締役 畑 山 祐一」 

〒545 大阪市阿倍野区文の里2 --3 - 15 電話06(621)3741閥 
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S B R 系シー リ ソグ材 

SBR シーリング材はSBRのラテックスを基剤とし，充てん剤などを加えてペースト状とし 

た水性シーリング材である。硬化は水分の蒸発とともに始まり充てん剤などを含んだゴム粒子が 

集まり融着し合い，徐々に部分的な架橋反応が進みゴム弾性体となる0 性能はアクリルシーリン 

グ材よりも柔らかく,ゴム弾性があり，油性コーキング材と弾性シーリング材の中間に位置づけ 

られる。 

〔特 徴〕 

・低粘度でしかもスランプがなく押出し性がよい。 

・一時的な湿潤面にも施ェができるが,常時水につかる所へは使用できない。 

・指触乾燥が速く初期硬化が比較的早い。 

・硬化前は水に弱く，施工直後の雨には流されろ。 

'0 ℃以下では施工できない。 

・硬化後10数％の体積収縮がある。 

・モジュラスの経年変化が少ない。 

〔取扱い上の注意，用途〕 

取 扱 、、 上 の 注 意 主 用 途 

・下地はきれいに清掃し，必ずプライマーを使用する。 

・わずかな力で流動するためにへら押えの際,力を入れ過ぎ 

ると目地からはみでる恐れがある。 

‘硬化収縮を考慮してへら仕上げをする。 

・指触乾燥が速いのでへら仕上げは早めに行なう。 

・水性であるために降雨に対する十分な配慮を行なう。 

・ 0℃以下では施工しない。 

・サッシ回り 

・PC 板の目地 

・A LC 板の目地 

［貯蔵安定性〕 

保管は5。 C -'40。C以内で行うのが原則であり，貯蔵安定性は6カ月である。凍結融解を繰り返 

すと再使用できなくなることがあるので凍結には注意を要する。 

会 社 名 商 品 名 色 容量‘荷姿 混合比 比 重 備 考 

日本合成ゴム（株） 

一
 －フ

 
J
 
S
 
R
 

ジ
 ン

3
 
ト
6~
 

グレ,ー 22．缶入 L40 

ク 360W 白 ク ク 
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ブチルゴム系シーリング材 

ブチルゴムシ・ーリング材は合成ゴムの・種であるプチルゴムを主成分とした1成分形シーリン 

グ材であり,施工後I 配合されている溶剤が蒸発することによって硬化し， その性能を発揮す 

る。 

一般的に建築物の外壁日地に使われることは少なく，盲日地や二次防水的個所I ブチルゴム系 

ルーフィング材の継目,船舶，コンテナー関係の需要が多い。 

〔特 徴〕 

・貯蔵安定性にすぐれている。 

・耐侯性，耐熱性，耐寒性が良好である。 

・多くの被着体に対して適応する。 

・表面乾燥が早くホコリの付着が少ない。 

・モジュラスが低く,はく離を起こしにく、、。 

・ほかのシーりング材に比較して収縮が大きい。 

・硬化剤は溶剤が含まれているので弓吠性である。 

・耐油性，耐溶剤性が悪い。 

〔取扱い上の注意,用途〕 

取 扱 、、 上 の 注 意 主 用 途 

・火気のそばでの作業をさける 

・粘度をさげるため灯油，シンナーなどを混合しないこと。 

・溶剤を使用しているため，肉やせがある。 

・耐油I 耐溶剤性が悪い。 

・材料に含まれる溶剤の種類によっては労働安全衛生法の 

表示対象に属しているものもあるので」その場合には表 

示されている注意事項を十分に守ること。 

・盲目地；二次防水的な個所, 

ブチルゴム系ルーフィング 

材の継目。 

・自動車，船舶， 

関係。 

コンテナー 

〔貯蔵安定性〕 

・直射日光を避け冷暗所に保管する。 

・貯蔵安定性は通常6カ月である。 

会 社 名 商 品 名 色 容量・荷姿 混合比 比 重 備 考 

カネポウ・ 
ュヌコ・・スッ一（株） 

P -- -- 3000 

関西パテ化上（株） セルン～一 

ルB 

鐘紡合成化学（株〕 

ゴ’レッ学-250 黒 188 缶 1.02 埋没用 

ゴ一レソJiこ3000 グレ一 ク 1.09 

「 

ポンドブチルコ・ーク ク 330CC カートリッシ 1,30 

ポンドシ一ルパテ ク 18 1缶 

1 
。。 
0 

ペンギソシール 
サンスター化学 （株） # 850 

18‘缶 ●I
 

d
 
9
 ク

 33
31!6カ一ト
 リ
 
ッ
ジ
 

三 洋 工 業 （株） ブチラ一 
グレー，新茶，プフウ 
ソ， ブル・一 

ク 1.10 

住友スリーコ」ム （株） リポンシー一ル 

ル 

300c二力一トりッジ 1. 23 

‘フ 一
 千・

 
レ
 
シ
 セ

 
メ
 
ダ
 
イ
 
ン
 
（株） ル

S
 

n

乙

 
6
 

0
 

4 18 8缶 
333(1二カ,-I, ') ッジ 

1,22 

-89 ー 



ブチルゴム系シーリング材 

会 社 名 商 品 名 色 容量・荷姿 混合比 比 重 備 考 

世 界 長（株） 七カlでg二RB グレ一・ 

ソニーケミカル （株） 

L6004 7 ルミ 380g －り－ トリッン ~ .17 

L 6020 クレー，白,アルミ ク 1.2 

テイパ化エ（株） ブチルンー各二100 タレ― 

（株） 日 興 社 ゾレンゾール 

日東ポリマ一工業（株） 
一 
・」 コ

 
一 

ゴ

 キ
 

ニ 
ン
 

ュク 

．、 」 

L
月
 '

7,
深
 

ノ
 レ

茶
 

》
 

‘
 

●】 t 

シ
ん
 

ル
が
 

20 1缶330mg 
力ート リ ッシ 1. 05 .. 1. 25 
(200Mgチューブ） 

日東化成工業（株） B
 
G
 

一
？
・
・
 

一
 

フ

 
コ
 

シ
キ
 

一ソ 
ル
 
ク
 

クレー，ホワイ ト， 
ブラック，7イボり一 

 智噛

1
.1
6 

（株）ハイ ケ ミ カル 一
一
 

グレ一，新茶，赤,青 
18‘缶 
330〔1二カート リッシ 

1.15 

ポスチックシャパン 
ポスコシ”－ル ＃310 グレー 

（株） 
18‘缶 
330mlカ11・りッジ 

1.20 

プタ－コ-'i－繊a グレー・ブラヴク 明星チ十一チル （株） 18 0 缶 
32ocじカ一トりッジ 

1.20 

山内げ！、工業（株） トッゾシ一ラ-.# 30 
18 9 缶 

一 330cc カートリッジ 
‘まカ、 

1.20 用途別多品種取揃 

シ中ーゾ化学工業（株） プチルコ
 

1. 

”・ 

イ‘ 

グ『ー 

一．フ 
・ラ 

新ッ 
茶ク 

, , 

 青ホ

18 9 
360MCカ一トリッジ 

(.12 

二 星 産 業 （株） 三星ン一ルブチル 
J
H
 

自

・

 

”
余
 

18 9
 

赤
 

グ
・
－
、
ン
 

レ

ル

 

1
.2
0 

'
 

'- 
【‘・ 

I
 
一 333叫カ

, 
ト
 
リ
 
ッシ
~ 

1 
横 浜 ゴ ム （株） 

 Yタ

- 

-73 ~ 

ク レー 330mカートリッシ 
20印ペーIT,缶 

1.23 

（株） 服 部 商 店 サソ、ンール ＃601 空二‘i葉了J了g害
 

カ一ト りッジ 
18 0 缶 

ペ一ノ‘・缶 
1.25 

早川ゴ ノ、（株）望lックfl -1300G-13~~ 参レー 
33occ- カートリッジ 
20kg缶 
330cc チ ューブ 

L44 
1. 19 

（株）ノーべル樹脂化学 ニュ一111ク＃201 ダレ,-，各色 18I缶 
330CCカ一ト リソシ 

1.05 

1.20 

土木用1 防水用 

大 (1 化 成 （株） サンシーラ一B グレ・ 

 3'

 ”缶

」 

 ソい・

駕編ー：黒H 
こ濫義賞翼憂(1琴 

製 

ポリサルファイ ド系シーリング材 

スソ~コ麟喜・ゾL 

:::Ss ;' 

難峯：iミミミミ峯横ミ 毒§』薄「三「…；舞霞霞罵’; ' 

麟
 

【
，
-
 

－
緋
…
『
翻
綱
『
 」

一

…

』

 

"

?

”

一

 

)
 

三洋工業 
本社‘東京都江東区亀戸6-20-7 2●03(585)345I 
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油性 コ ー キ ン グ 材 

油性コーキング材とは，ビヒクル（天然および合成の油脂または樹脂など）ならびに鉱物質充 

てん剤（炭酸カルシウム, タルク，石綿など） を主成分とするペースト状のものをいう。雨水や 

湿気の浸入を防ぎ，また部屋の気密性を保持することをおしな目的として建築物の目地部分，サ 

ッシ回りへの充てんおよびき裂の補修などに使用されるn 

〔特 微〕 

・扱、、やす、、。 

・安価である。 

・界面はく離（接着破壊）を起こしにくい。 

‘耐候性が劣る。 

‘大きな動きの目地に使用できない。 

・無皮膜性のコーキング材は汚染性が大さい。 

〔取扱い上の注意I 用途〕 

取 扱 、、 上 の 注 意 主 用 途 

・夏期, 70。C以上の温度の金属への使用ではスランプを起こす。 

‘冬期,作業性をよくするための灯油などの混入は絶対にさける。 

・5 '-'35。Cの室内に保存する。 

・子供,鳥のいたずらに気をつける。 

・使用後の材料の残りは表面を塩化ビニルや,ポリエチレンなど 

のシートでおおう。 

・多孔質の被着体では，汚染に気をつける。 

・窓枠回り 

・打継ぎ目地 

〔貯蔵安定性〕 

貯蔵安定性は通常6 カ月であるが，冷暗所に保管すればそれ以上も可能である。しかし，メー 

カーにより夏用，一般用,冬用などにわかれているのでそれぞれの区分に合わせて使用しなけれ 

ばならない。 

色 容量・ 荷姿 

「 混含比 比 重 備 考 

（株）J 一ヒ－ッー商会 ABC コ ―キンタ フレー 
lIe 缶 
400cc カートリッシ 
410gチュ一ブ 

1.44 ④ 

小野田建材 （株） ュ 二口 ンコーキンク 

K コーク 

ク 18 C 缶 1.63 ④ 

関西パテ化工（株） ク 
18‘缶 
333cc カートリッジ 
チューブ（1毎,400 g ) 

1.40 
④

翻

 
鐘紡合成化学（株） ゴーレックスP -320 ク 18 C 缶 1.48 

④ 

シ ‘換） 

ポンド油性コーク ク 330cc カ'－トリッジ 1
,5
0 

④
 

」二ブ~ コーキンク ク 500gチューフ LII ④ 

」＋ノスタ一化学 （株i 

…m 

ク 鷺
 

1.47 ④
 

三 洋 I’ 業 （株） プ，リーコ一キ／タ－ ク 

叫J 

ジ 

18  チチ

缶ト一」 
I一 ュ ュ 

？ブリ フ‘

 833
62~ 
00~ 
m m叫

1.65 ④
 

昭和石油 
アスフプルト （株） 

ク 18 C 缶 
O00C.1 チュ‘ーフ’ 

1.60 ④ 
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油性コーキング材 

会 社 名 商 品 名 色 容量 荷姿 ~ 混合比 比 重 備 

世 界 長（株） ケミ コーク グレー 
18 8 石油缶 
325v8 カートりッジ 

1.49 ④ 

セ メ ダ イ ン （株） ボリコーク 
333αニカートリッジ 
500gチュープ 
3 ●缶 lBI缶 

1.46 ④ 

テ イ パ 化 工 （殊） グレインつート 4 
333cc 500c. 3SOc. 

カー ト リ プジ 
18 ’缶 

1.6 ④ 

東亜応用化工（有） ポリシーn #100 グレー，白， プロンズ 18‘缶 I一5 ④ 

（株）東京ポース工業社 ポースコーーク グレー 

188缶 
800 590ccチューブ 
367 360cc, 

カートり ッジ 

1.45 

日東ポリマー工業（株） 
ニッ トーコーク 

# 160G 
グレーホワイ ト 

18‘缶 3‘缶1 如 
400 gチュープ 
400肌C 330'i8 

カーート リ ッジ 

1.40 -1.50 ④ 

日本添加剤工業 （株、 ファインコーク クレー 188 (26kg) 1.46 ④ 

〔株） ノ、 イ ケミカル ノ、イケミ コーク 18‘缶 
330cc カートりッジ 

1.5 ④ 
ボスチ，クジ十パソ 

（株） 

誠スコシ’・ール 
# 300L 

ク 18 ,缶 1.50 ④ 

三 星 産 業 （株） 主星コーキン ク 

18‘缶 90 缶 
800ccチューブ 
50ocニチュープ 
360cc カートりプジ 

1.50 ④ 

スターコーキング 
明星チャーチル （株） 

B -20G 
ク 18 032～轟ートリ 1.50 ④ 

（株） 』E 部 商 店 サンシール ＃101 
チュープ 

グレー，新茶， レンガ 
カートりッジ 

Ii 18‘缶 
1.50 ⑧ 

（株） 日本化学研究所 ,レ グレーー 25如缶 
550gカートリプジ 

1,40 

日東化成工業（株） 
プラシール グレ・ー， ライ トグレー 

コーキソグ ほか5 色 

18‘缶 
333αニカ・ートりッジ 
333cc S66c 二 

チューブ 

1.50 

・ン十ーフ化学工業（株） 
ン十ーピーシール 

i'---lO 
グレー，青，新茶， レ 
ンフり「 

18 8 
360m8カー・トりッジ 
1k9 50og 

チューブ 

」，44 ④ 

（株）ノーベル樹脂化学 二ニューフーク#101 タレー,各色 
18‘缶 98 缶 
500gカートリ”ジ 

1.40 ④ 

大 日 化 成 （株）I サンコーク グレー 1.45 18 01/3馬J4'8 ッジ 

建築用シーリング材 

躍東電工 
東京支店ノ東京都干代田区内神田Hヲ（東大手ビル）'n1h1 て● 03 (295)刺引 

名古屋支店ノ名古屋市中区錦1-17-13)名興ビル）〒160 ”鵬2(22D7811 

大阪支店ノ大阪市北区梅田2-4-9（サンケイビル）〒530 n 06 (341)9531 

ェポコールU-2（二液性ウレタンシーラント） 

ェポコールシーラー（チオコール） 

ポリシール＃100 （コーキング） 

ガラス用パテ 

op シーラー（接着材） 

東亜応用化工有限会社 
代表取締役 池 田 登 

住所 〒762 香川県坂出市室町1-3 --32 

電話 08774 (6) 2 1 8 5 
(5) 3 2 3 1 
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昭和55年度 日本シーリングエ業会機構表 

相
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A
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長
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事
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囲
 

加 小 西 狩 青 渡 岩 伊 
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憲

太

郎
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委員会構成表 

~i‘曇～一～~~～一区～～乞－ 委 員 長 副 委 員 長 

総 務 委 員 会 サンス タ ー化学(1* 横 浜 ゴ ム 輸 

技 術 委 員 会 昭和石油アスフアルト脚 横 浜 ゴ ム 囲 

広 報 委 員 会 東芝 シ リ コーン囲 日 本 添 加 剤 工 業 翻 

調 査 委 員 会 信越化 学 工業囲 ボ ス チッ ク ジ ャ パ ン 卿 

シーリング管理士検定委員会 日東ポリマー工業囲 ト ー レ・シ リ コ ー・ン（用 

分科会構成表 

一芽秤芸一～区～土～ 幹 事 副 幹 事 会 員 数 

シ－i コーン 
変成シ リ コーン 

トーレ・シリ コーン株 日本合成化学エ業( ) 10 

日 本添加剤工業卿 横 浜 ゴ ム （株） 14 

ボリサルフアイド 

ポ り ウ レ タ ン 

ポスチックジャパン ■ 囲エー ビ一ーシー商会 25 

保土谷建材工業開 セ メ ダ イ ン 姻 37 

カネボウ・エヌエスシ-柵 日 本 合 成 ゴ ム 44
世 界 長 44  12 

13 ブ チ ル 

、－ 

山 内 ゴ ム 工 業 囲 コ ニ シ 醐 

三 洋 エ 業 44 三 星 産 業 囲 15 



日 本 シ ー リ ン グエ業会 三 

会 員 名 簿 

本部・支部所在地 

I 郵便番号 電 話番 号 所 在 地 

101 (03) 255 2841 

060 (011)214 2586 

980 (0222)27 9528 

101 (03) 255 2841 

460 (052)231 4321 

533 (06) 322 1929 

730 (08289)2 1177 

812 (092)291 8442 

東京都千代田区外神田2-2 -17 共同ビル 

札幌市中央区北3条西1丁目鷲サ賢とり囲札幌営業所 
仙台市一番町2- 3 -20 響財弱茎箔仙台営業所 
東京都千代田区外神田2 - 2 -17 共同ビル 

名古屋市中区錦1 -17-13 名興ビル横浜コ含雛支店内 
大阪市東淀川区淡路5一1一7 東淀川工業協会内 

広懸鱗報鷲撃13 サンスターイヒ学（株）広島営業所内 
福岡市博多区綱場町2一2 福岡雛游工業岡福岡支店内 
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郵便番号 電 話番 号 所 在 会 社 名 

(03) 972 4929 

(03) 507 7189 

(03) 437 3482 

(03) 263 4701 

(03) 494 2741 

(0729)82 2131 

(03) 245 6923 

(03) 453 9301 

(03) 685 3451 

(0722)68 0321 

(03) 761 4291 

(03) 661 4931 

(06) 541 1931 

(03) 709 8240 

(0426)61 1339 

(03) 230 8546 

(03) 462 5161 

(03) 442 1341 

(03) 279 0441 

(03) 230 4311 

(06) 911 0251 

(06) 204 2431 

(06) 3認 1118 

(08774)5 3281 

(03) 801 1151 

(03) 479 5355 

(03) 243 1551 

(03) 642 7103 
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135 

東京都板橋区大谷口北町3 -7 

” 千代田区永田町2 -12-14 

1！ 港区西新橋2 -23- 1 

Iノ 千代田区平河町2-8-2 ユターナルモークィノレ 

1ノ 品川区西五反田7 -22-17 東京卸売センターIも 

東大阪市日下町3一7 -36 

東京都中央区日本橋室町4一5 近三ビル 

” 港区三田1一3-36 

Iノ 江東区亀戸6-20-7 

大阪府堺市築港浜寺西町13-12 

東京都品川区南大井1一7 -4 

“ 中央区日本橋本町2-2 -2 

大阪市西区西本町2-5 -19 ニコー十カザキにシビル 

東京都世田谷区玉川台2 -33- 1 

八王子市狭間町1456 

千代田区九段北1 -13- 5 日本地所ビル 

渋谷区道玄坂2-10-7 新大宗ビル 

品川区東五反田4一5一9 

中央区日本橋室町1-6 

” 千代田区平河町2-4 -16 平河中央ビル 

大阪市鶴見区茨田焼野町223- 4 

“ 東区道修町2-27 

“ 東淀川区下新庄3 --11---28 

香川県坂出市室町1 -- 3 -32 

東京都荒川区西日暮里2 -45- 2 

If 港区六木木6一2-3 東口ビル 

中央区日本橋室町2-8 三井ビル6号 

東京都江東区白河4 --- 9 -S 

第3東洋海事ビル 

（堺市化学工業団地内） 
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関 西 パ テ 化 工 囲 

コ ニ シ ( ) 

サ ン ス タ ー化学囲 

三 洋 工 業 囲 

シャ ープ化学工業囲 

昭和石油アスファルト岡 

信 越 化 学工 業 囲 

新 東 洋 合 成 (ti 

住友 ス リ ー エ ム 開 

(4 ス リ ー ボ ン ド 

製 鉄 化 学 工 業（株） 

世 界 長 囲 

セ メ ダ イ ン 岡 

ソ ニ ー ケ ミ カ ル（俳） 

大和高分子工 業( ) 

日 化 成 脚 

田 薬 品 工 業 囲 

イ パ 化 工 (50 

亜 応 用 化 工（有） 

(50 東京ポース工業社 

東芝 シ リ コ ー ン （50 
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トー レ・ シ リ コーン（株） 

岡 日 興 社 
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大阪市住吉区大領町5 -74 558 (06) 693 3561 

東京都千代田区内神田1 一 1 -- 7 東大手ビル 101 (03) 295 4441 

兵庫県尼崎市琴浦町75- 1 660 (06) 418 7421 

東京都中央区京橋1一6 -13 104 (03) 564 5161 

'I 中央区築地2 -11-24 104 (03) 541 4111 

大阪市北区野崎田J. 9 - 6 東梅田ビル 530 (06) 313 3412 

東京都港区新橋4 -2 -1 第29森ビル 105 (03) 436 6031 

！ノ 板橋区前野町1 -21- 5 174 (03) 960 8621 

！ノ 港区新橋2一6一5 織田ビル 105 (03) 580 8696 

！ノ 港区虎の門1一2一8 虎の門琴平会館 105 (03) 508 0621 

埼玉県川口市東領家4 -19--4 332 (0482)23 4511 

東京都品川区荏原7一7 -17 142 (03) 786 0165 

京都市伏見区淀美豆町705 612 (075)631 3128 

東京都江東区佐賀1 --16-10 135 (03) 642 9434 

H 港区浜松町1 -18-14 スバックスビル 105 (03) 437 9471 

ノノ 千代田区内神田1-13-7 四国ビル 101 (03) 294 4501 

1/ 港区虎ノ門3 -8 -21 第33森ビル 105 (03) 431 6193 

ノI 千代田区神田小川町3 -28 三東ビル 101 (03) 292 1961 

大阪府堺市浜寺石津町中1一4 -7 592 (0722)44 7500 

1/ 枚方市招提田近2一7 573 (0720)56 1131 

神奈川県平塚市中原上宿900 254 (0463)31 3002 

埼玉県草加市吉町4一4 -48 340 (0489)24 2865 

東 化 成 工 業 醐 

東 電 気 工 業（掬 

東ポ リ マーエ業（糾り 

日 本化学 研 究 所 
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本 シ ーー 力 （株） 

本添加剤 工 業( ) 

日
 
日
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日
 
日
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口本ポリウレタン工業 （株） 

脚ノ ーベル樹脂化学 

脚 ハ イ ケ ミ カ ル 

囲服部商店 （淀工場） 

早 川 ゴ ム （f特 

保土谷建材 工 業 囲 

ボスチ ッ ク ジャパン囲 

三井 日曹ウ レタ ン{ ) 

星 産 業 琳） 

星 チ ャ ー チ ル囲 

内 ゴ ム エ 業( ) 

浜 ゴ ム (1*) 

サ 合 成 樹 脂 (1/40 
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所 在 地 郵便番号「 電 話番 号 

札幌市中央区南三条西13-329 柴田ビル 060 (011)231 7904 

If 白石区東札幌5条1一2 -20 三信ビル 062 (011)822 1326 

1ノ 白石区南郷通21丁目南14 061-01 (011)871 5155 

H 中央区北一条西5 J _目 北一条ビル 060 (011)221 6471 

！ノ 中央区北一条東9丁目 060 (011）妬1 1471 

H 中央区北二条西4丁目 加森ビル 060 (011)221 6331 

！ノ 中央区北一条東9丁目 潮物産ビル内 060 (011）部1 8271 

H 中央区北三条西1丁目 東芝札幌ビル 060 (011)214 2586 

ft 中央区北二条西4丁目1 三井ビル 060 (011)231 5281 

/f 中央区大通東7丁目12 060 (011)241 5111 

(D 北海道支部 

会 社 名 

(1/9 ービーシー商会 
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ョコハマゴム 

工業品北海道販売囲 

(2） 仙 台 支 部 

会 社 名 所 在 地 電 話番 号 

( )ェ ー ビ・ーシー商会 

サ ン ス タ ー 化 学 脚 

三 洋 工 業 脚 

信 越 化 学 工 業 脚 

昭和石油アスファルト 開 

卿 ス リ ー ボ ン ド 

世 界 長 ●用 

芝 シ リ コ ー ン（m 

・ー レ・シ リ コーン 個 

ポスチッ ク ジャパン囲 

三 星 産 業 (1/10 
ョコハマゴム 

仙台市小田原1一4 -10 ABC ビル 983 

// 上飯田大町12-10 982-01 

(0222)97 

(0222)89 

1811 

3391 

II 扇町5-1 - 6 983 

'I 本町2 -10-33 第2 オフィスビル i 980 

(0222)92 

(0222)64 

5311 

2777 // 

北目町2-22 ビトリービル 980 (0222)67 5319 

'I 柏木1 - 2 -38 杯床町ビル 980 (0222)71 1106 

/1 大町1一1 -30 新仙合ビル 980 (0222)61 6732 

Iノ 国分2-2 一2 東芝仙台ビル 980 (0222)64 7496 

ー番町2 -- 3 -20 第3 日木オフィスビル 1

/'I

980 (0222)27 9528 

ー番町1一5-5 Ii立仙台別館 980 (0222)27 8665 

F, 本町1-3 -20 980 (0222)62 5201 

F, 萩野町3 -1 -8 983 (0222)94 0437 

東・ 

エ業品東北販売(1/10 

一95 一 



所 在 地 ~郵便番号 電 話番号 

東京都板橋区大谷口北町3 -7 173 (03) 972 4929 

I！ 千代田区永田町2 -12-14 100 (03) 507 7241 

II 港区西新橋2 -23- 1 第3東洋海事ビル 105 (03) 437 3482 

！ノ 千代田区平河町2-8-2 ユターナルモーヴィル 102 (03) 263 4701 

H 品川区西五反田7 -22-17 東京卸売セン'5 ー内 141 (03) 494 2741 

H 足立区西加平2一4 -20 121 (03) 850 3191 

II 中央区日本橋室町4 -- 5 近三ビル 103 (03) 245 6937 

1ノ 港区三田1 - 3 -36 108 (03) 453 9301 

I, 江東区亀戸6 -20- 7 136 (03) 685 3451 

” 江東区東陽5 -26- 1 小川ビル 135 (03) 649 8103 

1/ 品川区南大井1一7一4 140 (03) 761 4291 

I! 中央区日本橋本町2-2 -2 103 (03) 661 4931 

1/ 荒川区東口暮里5 -45-12 116 (03) 891 7531 

II ノ1、王子市狭間町1456 193 (0426)61 1339 

II 千代田区九段北1-13-5 口木地所ビル 102 (03) 230 8546 

'I 渋谷区道玄坂2-10---7 新大宗ビル 150 (03) 462 5161 

!I 品川区東五反田4 -5 -9 141 (03) 445 1311 

H 中央区日本橋室町1-6 103 (03) 279 0441 

H 千代田区平河町2-4 -16 平河中央ビル 102 (03) 230 4311 

ノI 港区新橋6 -10- 3 遠江ビル 105 (03) 431 9357 

埼玉県春日部市梅田2 -4 --28 344 (0487)54 4411 

東京都港区六本木6 -2 -31 東日ビル 106 (03) 479 3641 

I! 中央区日本橋室町2 -- 8 三井ビル6 号 103 (03) 246 1642 

Iノ 江東区白河4 -9 -5 135 (03) 642 7103 

II 千代田区外神田2-2 -17 共同ビル 101 (03) 255 6338 

ノ！ 中央区京橋1 - 6 -13 104 (03) 564 5161 

Iノ 中央区築地2-11-24 104 (03) 541 4111 

中央区日本橋3-12-1 三木ビル 1

'/I 

103 (03) 273 1381 

港区新橋4 -2 一1 第29森ビル 105 (03) 436 6031 

// 板橋区前野町1 -21-5 174 (03) 965 5731 

// 港区虎の門1一2-8 虎の門琴平会館 105 (03) 508 0621 

埼玉県川口市東領家4 -19-4 332 (0482)23 4511 

東京都品川区荏原7-7 -17 142 (03) 786 0165 

1/ 江東区佐賀1 -16-10 135 (03) 642 9434 

Iノ 港区浜松町1 -18-14 スパックスビル 105 (03) 437 9471 

I! 千代田区内神田1-13-7 四国ビル 101 (03) 294 4501 

Iノ 港区虎ノ門3 - 8 -21 第33森ビル 105 (03) 431 6193 

“ 千代田区神田小川町3 -28 三東ビル 101 (03) 292 1961 

神奈川県横浜市神奈川区三枚町299- 5 221 (045)383 4651 

束京都中央区ノ、、重洲1一4 -21 共同ビル 103 (03) 273 1871 

fノ 港区新橋5 -36-11 105 (03) 432 7111 

埼玉県草加市吉町4 -4 -48 340 (0489)24 2865 

(3） 東 京 支 部 

会 社 名 

アサヒボン ドエ業囲 

( ）エービーシー商会 

ォ ー ト 化学工業（株） 

カネポウ・エヌエスシー囲 

鐘 紡 合 成 化 学 囲 

関 西 パ テ 化 工(f) 

コ ニ シ （'I) 

サ ン ス タ ー化学（m 

三 洋 工 業 （株） 

シ ャープ化学工業40 

昭和石油アスファルト囲 

信 越 化 学 I 業 囲 

新 東 洋 合 成 囲 

陶 ス リ ー ポ ン ド 

製 鉄 化 学 工業（株） 

世 界 長 

セ メ ダ イ ン 

ソ ニ ー ケ ミ カ ル 囲 

大 和 高分子工業嚇） 

テ イ パ 化 工 40

40 東京ボースェ業社 

東芝シ リ コ ー ン 40

トーレ・シ リ コーン（掬 

(t ） 日 興 社 

日東ポ リ マーエ業（株） 

囲 日 本化学 研 究 所 

日 本 合 成 ゴ ム （材う 

日木合成化学工業40 

日 本 シ ー カ 40

日 本添加剤 工 業40 

日本ポリウレタンエ業 （51 

(51ノーベル樹脂化学 

脚 ハ イ ケ ミ カ ル 

早 川 ゴ ム （51 

保土谷建材工業（m 

ボスチッ クジャパン開 

三井口曹ウ レタ ン（周 

三 星 産 業 （掬 

明 星 チ ャ ー チル40 

山 内 ゴ ム 工 業 40

横 浜 ゴ ム 僻） 

ラ サ 合 成 樹脂 ～う 

脚
 
醐
 

所 在 地 郵便番号 電 話番 号 

名古屋市中区栄4一3 -26 昭和ビル 460 (052)251 4411 

/1 中村区名駅4 -17-19 鐘紡ビル 450 (052)583 8606 

'I 西区西菊井町8一3 451 (052)563 6171 

（め 名古屋支部 

会 社 名 

閣ェービーシー商会 

カネポウ・エヌエスシー姻 

コ ニ シ 綱う 

-96 一 



サ ン ス タ ー 化 学 翻 

三 洋 工 業 囲 

昭和石油アスファルト（株） 

信 越 化 学 工 業 姻 

世 界 長 個 

セ メ ダ イ ン （用 

千種区萱場町2 -4 --7 サンスタービル 

Iノ 緑区鳴海町字母呂後26 

II 中区丸の内1 -17-19 長銀ビル 

I1 中村‘区名駅4 --27----23 新名古屋ビル東館 

II 東区矢田町8 --20 

1！ 千種区井上町34 

464 

458 

460 

450 

461 

464 

(052)722 

(052)623 

(052)231 

(052)581 

(052)722 

(052)781 

テイパ化工脚 静岡出張所 静岡市下川原4 -10-23 421-01 (0542)59 

東 芝 シ リ コ ー ン（排） 名古屋市中区栄2 - 6 -12 白川第ービルSF 460 (052)201 

トー レ・ シ リ コーンく株） // 中村区名駅3-25-9 堀内ビル8F 450 (052)563 

日 本 添 加剤工業欄 !I 中村区大闇通り2 -40 フタパビル 453 (052)451 

(1 服 部 商 店 1/ 中区丸の内2 -18- 1 460 (052)221 

ボスチック ジャパン（掬 II 中村区広小路西通3-9 信泉ビル日立化膚工業内 450 (052)581 

保 七 谷建材工業岡 Iノ 中区錦1-17----13 名興ビル 460 (052)231 

三 星 産 業 (*) Iノ 東区泉2 --29-19 第2大野ビル 461 (052)931 

明 星 チ ャ ー チ ル 卿 'I 名東区一社3 -90 チサンビル 465 (052)703 

山 内 ゴ ム 工 業 醐 Iノ 中村区名駅4 -2 -28 名古屋第2埼玉ビル 450 (052)561 

横 浜 ゴ ム 囲 If 中区錦1 -17-13 名興ビル 460 (052)231 

(5） 大 阪 支 部 

会 社 名 所 在 地 

（株）エー ビー シー 商会 

カネポウ・エヌエスシ・―餬 

コ ニ シ 桝） 

サ ソ ス タ ー化学（株） 

三 洋 工 業 囲 

シ ャ ープ化学工業開 

昭和石油アスファルト囲 

信 越 化 学 工 業( ) 

東 洋 合 成 姻 

鉄 化 学 工 業 醐 

界 長 悃 

メ ダ ィ ソ 欄 

ニ ・ー ケ ミ カ ル(Hz) 

田 薬 品 工 業 姻 

イ パ 化 工 脚 

東 芝 シ リ コ ー ン 囲 

6815 

0061 

6568 

6511 

3301 

3166 

2333 

8541 

3951 

8632 

9461 

2967 

7251 

3390 

2061 

5401 

6221 

電 話番 号 

(06) 303 1171 

(0727)28 4701 

(06) 228 2961 

(0726)94 7771 

(06) 385 5241 

(0722)68 0321 

(06) 341 6395 

(06) 313 3141 

(06) 541 1931 

(06) 220 8560 

(0798)35 1741 

(06) 251 3555 

(06) 363 2071 

(06) 204 2481 

(06) 328 1118 

(06) 251 6272 

(06) 376 1251 

(06) 693 3561 

(06) 418 7421 

(06) 314 3115 

(06) 315 7851 

(06) 443 6231 

(075)631 3128 

(06) 202 6341 

(06) 203 4651 

(06) 443 9721 

(0722)44 7500 

(0720)56 1131 

(06) 345 1425 

郵便番号 

532 

562 

541 

569 

564 

591 

530 

530 

550 

541 

663 

542 

530 

541 

533 

541 

530 

558 

660 

530 

530 

550 

613 

541 

541 

550 

590 

573 

530 

大阪市淀川区西中島4-2 -9 

大阪府箕面市船場西1-10-3 カネボウ千里ビル 

大阪市東区道修町2-6 

高槻市上土室5 -590 

吹田市広芝町15-22 

堺市築港浜寺西町13-12 （堺市化学工業団地内） 

大阪市北区梅田2 ----4一9 産経ビル 

北区小松原町27 富国生命ビル 

西区西本町2-5 -19 ニューオカザキパシビル 

東区北浜5 -22 新住友ビル第2号館 

西宮市津門大箇町8-39 

大阪市南区大宝町東之丁41 

ノI 北区堀川町18 高橋ビル 

東区道修町2-27 

束淀川区下新庄3 -11-28 

東区本町3 -27-1 センパセントラルビル 

北区小深町3 -1 阪急ターミナルビル9階 

住吉区大領町5-74 

兵庫県尼崎市琴浦町75-- 1 

大阪市北区神山40- 4 

Iノ 北区野崎町69 高橋ビル 

“ 西区江戸堀1- 5 -13 日々会館ビル 

京都市伏見区淀美豆町705 

大阪市東区北浜4一6 日生日立ビル 

” 東区高麗橋5 -45 興銀別館 

I！ 西区京町堀1 -10---17 大栄ビ11' 

堺市浜寺石津町中1-533 

枚方市招提田近2-7 

大阪市北区堂島1 - 5 -17 堂島グランドビル 

H 

H 

！ノ 

H 

Iノ 

Iノ 

1ノ 

H 

新

製

世

 セ
 
ソ
 
武
 
テ
 

トー レ・シ リ コーン(44) 

日 東 化 成 工 業(*) 

H 東ボ リ マー工業( 

日 本合成化学工業( 

日 本 シ ー カ 禰 

日 本添加剤 工 業(44 

脚服部商店 （淀工場） 

ボスチ ック ジャパン翻 

保 土 谷建材工業醐 

星 産 業 囲 

ャ ー チ ル 囲 

ム 工 業 (I0 

ゴ ム 琳) 

チ

ゴ

 
浜
 

星

内

 

三

明

山

横
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(6） 広 島 支 部 Iし 

会 社 名 ！ 

琳）エー ビーシ・一 商会 

力ネポウ・エヌエスシー購） 

コ ニ シ 琳 

三 洋 工 業 （m 

サ ン ス タ ー 化学（株） 

信 越 化 学 工 業（排） 

セ メ ダ ィ ン （掬 

東 芝 シ リ コ ー ソ（●I) 

ト ー レ・シ リ コーン（周 

日本添加剤工業囲大阪支店 

明 星チ ャ ー チ ル 開 

横 浜 ゴ ム 囲 

」 

所 在 地 ―郵便番号 電 話 番 号 

広島市中区鉄砲町1 -20 ウエノヤビル3号館 730 (0822)21 3096 

1I 中区本川町1 ---- 3 -3 730 (0822)94 7084 /, 

西区上天満町3 -14 733 (0822)94 8811 

H 東区曙町4 ---50 730 (0822)61 9321 

'I 安芸区瀬野川町大字中野字大野3049-13 730 (08289)2 1177 // 

中区中町7 -32 日生広島ビル内 730 (0822)48 3931 

// 南区東雲本町1 -15-22 734 (0822)82 1471 

II 中区大手町2一7 -10 広島三井ビル 730 (0822)47 0951 

H 中区大手町2一7 -10 広島三井ビル 730 (0822)49 7811 

大阪市西区江戸堀1 -5-13 日々会館ビル 550 (06) 443 6231 

広島市南区比治山町5 -12 730 (0822)63 4461 

” 中央区鉄砲町5-16 広島サンケイビル 730 (0822)27 8100 

(7） 福 岡 支 部 1、 

会 社 名 

(siエービーシー商会 

カネポウ に亡ヌエスシー（株） 

コ ニ シ 開 

サ ン ス タ・ー 化 学(114 

三 洋 工 業 囲 

昭和石油アスファルト （俳） 

信 越 化 学 工 業 開 

セ メ ダ イ :' (114 

テ イ パ 化 工 （協, 

東 芝 シ リ コ ー ソ(1*) 

ト ー レ・シリ コーン 幽， 

日 東 ポ リ マー工業琳う 

日本添加剤工業（抹）大阪支店 

ボスチッ ク ジ ャパン（妹） 

保 土 谷建材工業111(1

三 星 産 業 (114

明 星 チ ャ ー チル（綱う 

山 内 ゴ ム 工 業（114 

所 在 地 郵便番号 電 話番 号 

福岡市博多区博多駅前3 -10-24 812 (092)451 5541 

広島市中区本川町1-3 -3 733 (0822)94 7084 

福岡市南区清水3 -24-19 815 (092)551 1761 

！ノ 博多区博多駅南4 -4 -17 ヤノウラビル 812 (092)451 2229 

ノノ 博多区大字板付866 816 (092)581 3438 

Iノ 博多区綱場町2一2 福岡第ービル 812 (092)291 0008 

” 博多区綱場町2-2 福岡第ービル 812 (092)291 8442 

1/ 中央区大手門1 - 9 -22 大手門ビル 810 (092)741 7188 

大阪市東淀川区下新庄3 -11-8 533 (06) 328 1118 

福岡市中央区長浜2-4 一1 東芝ビル 810 (092)721 5211 

” 巾央区天神2 -13------7 福岡長銀ビル 810 (092)712 6158 

兵庫県尼崎市琴浦町75- 1 660 (06) 418 7421 

大阪市西区江戸堀北通1 -66 日々会館ビル 550 (06) 443 6231 

福岡市中央区天神1 -14-16 三栄ビル 810 (092)712 4243 

/1 中央区大名2 - 9 -25 わこうピル 810 (092)751 7241 

I! 中央区天神4 -1-18 サンビル4階 810 (092）侶1 3361 

“ 博多区博多駅前4 -26-11 鐘芳ビル 812 (092）好2 2143 

I！ 博多区博多駅前3-2-8 住友生命博多ビル 812 (092)473 1647 

大阪市北区堂島1 - 5 -17 堂島グランドビル 530 (06) 345 1425 ム （株） 浜
 

横
 

所 在 地 －郵便番号 電 話 番号 

東京都千代田区有楽町1一1一2 日比谷三井ピル 100 (03) 507 2957 

ノノ 中央区銀座3 - 2 -19 建築会館 104 (03) 564 6361 

Iノ 港区西新橋3 -6 -5 入江ビル 105 (03) 432 7654 

// 港区元赤坂1-3 -12 赤坂センタービル8 F 107 (03) 405 1011 

ノI 中央区日木橋室町1 -2 - 4 103 (03) 241 1321 

荒川区西日暮里2-24-14 1

///

116 (03) 803 1411 

北区東十条3 -13-19 114 (03) 912 8447 

大阪市東区平野町1 --29 541 (06) 231 8751 
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束京都中央区口木橋蛎殻町1--33-6 103 (03) 669 9471 

'I 中央区日木橋本石町3-6 日本橋室町ビル 103 (03) 241 1845 

大阪府吹田市南金田1-4 -46 564 (06) 385 3886 

東京都港区西新橋1一3-12 日石本館内 105 (03) 502 1561 

'I 巾野区中央1-12-9 
I 

164 (03) 369 0215 

F, 荒川区西日暮里5-7 一(3 116 (03)敏〕6 0175 

I, 港区西新橋1--I -15 物産ビル別館 105 (03) 502 14関 

'I 墨HI区業平5-5 一6 1ま） (03) 626 3371 
~ 

'I 港区南青山5-11-2 共同ビル（南青山） 107 (03) 409 6981 

ミ キ ス タ 工 業（Ii) 

東 レ チ オ コ ー ル（牌） 

日 本 化 成 工 業（閑 

日 木 石 油 化 学（韓） 

日本パックアップ工業（件） 

ロ 興 産 80

80 野 村 事 務 所 

野
 

フ ョ ー 卿 

（社） 日本カーテン 
ウォールエ業会 

2 成分形シーリング材用混練器 

A型 タ250型真空脱泡ミキスタ キ 
、
、
、
 

く特 徽〉 

羽根の型が改良され、山型となり混合時に材料より10”下になる 
ため、不完全混合がほとんどな（、混合時の空気の混入が減少し 

た、また反転装置付であり、メーカーの丸缶がそのまま使えるパン 
ド式である．（標準型1乃‘:3‘缶，他はアタッチメントにより 
どの缶も使用可能です一） 

0 

' 

く特 徴〉 

シーリング材の混合時の空気抜が完全に出来奪用のフタ式タンク 
をかぶせるだけで、真空状態に出来る。ま〕秒毎の反転装置が付い 
ている為、混合不良がむい。またメーカーの九缶がその2 ま使え 
るバンI：式ずあ石一 

250型 
真空脱泡ミキス奥 

詳讐 
』皿子 」 t' 
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ンーリング業界の発展とともに歩む 

ミキスタ工業株式会社 
本； 社 東京都中央区目本橋蛎穀田丁I -33- 6 

TEL 669一947I(lり 

―・一99 -



日本シーリング工事業 
団体連合会の歩み 

山本 勇 

私たちの団体略称は，日シ工連と呼称いたします。組織形態は全国を七地区 

に十フlナ,各地区に地区団体を置き，東京本部において総括運営いたしておりま 

す。目的は全国会員会社の技術,技能のレベルアップを目指す教育事業の推進 

と，企業力安定のための団結力の醸成にあります。昭和M年4月に, メーカー 

団体である日本シーリング工業会（略称日シ工）の施工部会より材工体制の確 

立を目指し，同工業会の協力のもとに施工業者のみの独立団体を結成誕生させ 

たのが始まりであります。爾来，現今に至るまで,各地区団体を指導し，昭和 

53年12月，東北地区を包括することで全組織の体制作りを完了したわけであり 

ます。現在は，事業目的達成の目標に邁進中で，材工一体の協調精神をもっ 

て, 日シエの援助を得て活動しております。シーリング管理士と防水技能士の 

確保は，業界発展の基となるべきものと信じておりますので,関連業界皆様の 

理解とこ支援を切にお願い中し上げ，ご挨拶といたします。 

（日本シーリング工事業団体連合会会長ノ 
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'‘責任施工と保証の確立” 
シーリング防水施エの発注は優秀な技術管理（シーリング管理士） 

と国家認定技能（防水技能士）を持つ、下記所属団体会員 

自本シ-I) >1z事業面蘇奢葡 
止 所 〒105 束京都港区浜松町l n -11 7 ルノ二・産桑脚内 

電 i 03 (432) 5735 脚 

管理十・技能十在籍会貝 204(1. 

北海道地区 嚢海難f-IJ警」議墨纂讐協 
住 8i 9Q5 村親市剰k-l)20条東2 15一‘1 北海道タイホ（m内 

電 M 011 (731) 6351 

管理上・技能上在籍会員 1】社 

' 

へ0 

中蔀s,- t)ラ玉事薬麗合会 
住 Joi 〒 451 名古屋It3 豊町1 22 醐ピルノ／内 

電 / 052 (524) 5635 

管理士・技能十在籍会員 31社 

関餌製ーリ」ー装グ工裏業協同組合 
住 ”「 〒550 大阪市西区新町1一6 一17 杉田ピル 

電 話 “(531) 0lo7 

管埋士・技能士在籍会貝 49社 

棄援露_,lJ ' 罵議懲擦 
住 所 〒990 仙台市名れト町 8 大島金糾i臨事脚内 

電 80 0222 (91) 2 2 8 8 

管理士・技能士在籍会員 9 社 

秦日議鬟蔵りーン‘グ鷲藩藁協葡 
住 所 〒135 東京部江東区深川2 -15-23 小泉ビル2041) 

電 80 03 (641) 9561 ・9562 

声理士・技能士在籍会員 424 

司 

‘憩鳳I，一！りぐ：！罵一雄熱農襲裏巣協会
住 所 〒733 広島市中広町3 -17-16 脚サンゼオン防水i 業所内 

電話話 0822 (91) 1 6 3 1 

慌・；lIL ''0能i・在籍会員 17社 

洲地区 ラi猟’ミジ-
住 所 〒814 福岡市南区長丘5-11-20 ナイパ化工九州販充8*8内 

電 80 092 (561) 1675 

管理＋・技能士在籍会貝 20社 



日本シーリ ング：L事業団体連合会 

会 員 名 簿 

本部・支部所在地 

郵便番号 電 話番号・ ― 区 分 1 所 在 地 

本 部 ~ 東京都港区浜松町1 -11--il アルファ産業脚内 105 03 -432-5735 -

北海道シーリングーェ事業協会 相呪市東区北20条東2-15-14 北海道タイホー（捌内 065 011-731-6351 -

東北シーリング工事業協会 仙台市名掛丁8 大島金属商事欄内 980 0222-91-2288 -

東口本シーリング丁事業器I 東京都江東区深川2 -15-23 小泉ビル 135 03-641-9561 -

巾部シーリング工事業雲合 名古屋市西区琵琶里町1 -22 （用ビルメン内 451 052-524-6141 I 

関西シーリングエ事業鵜 大阪市西区新町1 - 6 -17 杉田ビル 550 06-531-8107 ~ 

巾国シーリングエ事業協会 広島市中広町3-17-16 翻サンゼオン防水工業所内 733 0822-91--1631 ~ 

九州シーリング工事業協会 福岡市南区艮丘5-11-20 テイパ化工九州販売囲内 814 092-561-1675 ! 

1. 北海道シーリング：L事業協会々員 

会 社 

r 
ノ 

！郵便番号 電 話番 号 

~ 056 01464---2-1651 

063 011-664-1488 

001 011-772-3377 

053 0144-33-6256 

053 0144-73-4697 

080 0155-25-5776 

001 011-731-7486 

040 0138-51-3586 

070 0166-23-9657 

062 011-841-6101 

062 011-812-9121 

062 011-854-0222 

080 0155--22-5565 

050 0143-45-4401 

041 0138-54-0421 

060 011 --261-5676 

060 011-231-0046 

040 0138-46-2223 

062 011一一863 ---5226 

060 011-281-2885 

065 011-742-1248 

060 011--251-3648 

065 011-731-6351 

062 011-861-2442 

042 0138-57-1870 

062 011-812-6347 

所 在 地 皇」 

北海道静内郡静内町末広町2 -42 

札幌市西区手稲西野863- 11 

II 北区屯田町199-128 

苫小牧市緑町4番地10 

“ 啓北町1-7 -14 

帯広市西10条南11丁目-2 

札幌市北区」ヒ14条西1丁目（磯田ビル） 

函館市時任町22-13 

旭川市常盤通3丁目 

札幌市豊平区平岸1条2-8 -25 

” 白石区菊水1条2 」’目 

” 豊平区西岡1条10丁目334-85 

帯広市西16条南4 -170 

室蘭市高砂町1-3 -9 

函館市花園町41-17 

札幌市巾央区北3条東5-5 

ft 中央区北2条東10-15 

函館市赤川通235-166 

本し幌市白石区本通り6丁目北28 

II 中央区北1条東9丁日 

ft 東区北7条東3丁目 

中央区北2条東9-9 

I, 東区」L20条東2 -15-41 

It 白石区中央1条6 -126- 1 

函館市榎木町72 

札幌市豊平区美園1条6丁目 

すずかけビル 

Iノ 

囿 遠 藤 工 務 店 

脚 片 岡 コ ー キ ン ク’ 

Us') カトウシ・ーリング工業 

Us) 協 栄 シ ー 

Us)北日本コーキ ン 

互 建 防 水 工 

ッポロ防水工業 

藤 研 究 

ン 美 工 

H 

第 ー コ ー キ ン 

中 央 コ ー キ ン ク’ 

洋 防 水 工 業(84 

日 光 美 装 

シー工業(r8 

建 

工 業 囲 

ル
 
グ

業

岡

所

 囿

研

グ

 

囲
 
サ

佐

 サ
 
囲
 
岡
 
岡

東

園

 函館ィ 

柵演 

フ タ 

藤 シ ー リ ンク’エ業（糾・ 

北 星 シ・ー ル 工 業 制 

北 海 コ ー キ ン グ（Iネ） 

北 海 シ ー ル 工業（有） 

北 海 道 サ ン 工業（排） 

北 海 道 タ イ ホ・ー(84 

北 晄 防 水 工 業（株） 

山 

同 ャ マ ト エ 業 
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2． 東北シーリングエ事業協会々員 I0 

会 社 名 所 在 地 郵便番号 電 話 番号 

囲 阿 部 商 会 山台市ー二口町7番32-213 980 0222-22-2813 

大 島 金 属 商 事 個 ノノ 名掛丁8 980 0222---91---2288 

( ) 河 北 工 業 所 宮城野10- 8一］5 983 0222--91- 9182 

郡山医療器製 作 所 郡山市大町2 -16-17 963 0249-32-1474 

ノ」、 山 商 店 盛岡市上堂1 -19--- 9 020 0196-46-9162 

仙台高分子工 業 開 泉市南光台1 -72-19 983 0222-33-5613 

(;)タンドウエンタープライズ 郡山市富田町日吉ケ丘129- 2 963 0249-51-0161 

中外商工開仙台営業所 仙台市台原41 7 -20 昭0 0222-71-2171 

ト ッ プ 工 業 (84 ” 新寺小路60-15 980 0222-57-5023 

( ) 丸 本 工 業 所 ” 扇町1一3一6 983 0222-94-6662 

3‘ 東日本シーリングエ事業協同組合員 - ?-

会 社 所 在 地 郵便番号~ 電 話番 号 

東京都港区浜松町1 -11-11 

I, 杉並区阿佐谷北5-12- 2 

新潟市下場新町20-12 

東京都北区豊島2 -20-13 

105 

166 

950 

114 

03-432-5735 

03---338-0905 

0252-76-5991 

03-919-9420 

I, 練馬区上石神井1-497 177 03--928--0386 

新潟県柏崎市幸町7 -32 945 02572-3-8506 

I! 上越市大字荒町453 942 0255-24-3402 

埼玉県朝霞市溝沼67 351 0484-63-8693 

栃木県宇都宮市若草町字宮の関2647-22 320 0286-24-7072 

東京都葛飾区西亀有2-56-6 125 03-620-4901 

Iノ 江戸川区西瑞江2-24-67 132 03--- 678-4512 

I, 墨田区緑4 -22- 9 林ピル 130 03-631-0106 

1, 練馬区上石神井1 -432-56 177 03-928一-2271 

Iノ 文京区本郷2 -12- 6 113 03---815--4421 

ノI 新宿区西新宿7 --16-- 3 160 03-363-8741 

神奈川県大和市中央林間3-12-n 八千代ビル2F 242 0462-74---8851 

東京都渋谷区; :i*i寿南2 -21-11 150 03-713-0191 

Iノ 千代田区神田3 ---4 -- 9 上田ビル2 F 101 03-251-6476 

千菜県市川市相ノ川1 -20-20 272-01 0473-57--5153 

東京都渋谷区代女木1 -28- 1 151 03-370-0121 

新潟県上越市南城町1- 14- 5 943 0255-24-4161 

東京都豊島区東池袋3-5-7 ユニオンビル203号 170 03-981-7266 

Iノ 千代田区神田佐久間町3 -21 宮地ビル 101 03-866-7468 

'I 立川市錦町6 -28-33 190 0425-26-0231 

F, 新宿区西新宿6 -20- 9 160 03-373-4630 

II 文京区本郷5一 1 -- 6 113 03-815-0508 

'II

板橋区板橋3 - 30 -5 173 03-964 -1901 

, 練馬区大泉学園町5487 177 03-925----3106 

I！ 中野区野方3 -26-6 I 65 03 389-6863 

長野市稲里町田牧1(80-12 381 -21 0262-84-6255 

東京都大田区池上7 -30- 5 146 03-758-0342 

ノノ 江戸川区西小岩5-4 -11 133 03 ---650-5261 

F, 練馬区大泉学園町618- 2 177 03-925-0711 
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東京都中央区銀座7 -14- 3 安田松慶ビル 

” 文京区後楽2 -17- 5 

I, 中央区八重洲1」4 -10 

ノI 練馬区中村北2-20-10 

1/ 千代田区神田神保町3 -7 石橋ビル 

江東区豊洲4 -- 4 --24 1

/// 港区新橋5 -12- 7 富永ビル2F 

！ノ 練馬区豊玉北2一5 高野ピル 

新潟県長岡市前島町237 

104 

112 

103 

176 

101 

135 

105 

176 

940-11 

03-543-8106 

03-815---3047 

03-271-0176 

03-970--3008 

03-264-7458 

03-531-7821 

03--437-0720 

03-948-5160 

0258-23-1529 

東京都文京区千駄木3 -50-15 環ビル 113 03-823-6061 

埼玉県上福岡市大字駒木680 356 0492-61-2398 

東京都港区芝大門2-1 -8 105 03-432-8731 
！ノ 台東区台東1一6-3 110 03-834--6696 

ノノ 江東区佐賀1-9 -14 135 03-643--5911 

1ノ 杉並区高円寺北3 -31-15 166 03-330-9312 

I！ 品川区戸越3-11-- 6 142 03-787-0360 

I! 渋谷区幡ケ谷2-20-12 151 03-377-3481 

墨田区江東橋2-8 -8 パークサイ ドビル 

//// 

130 03-631-4081 

千代田区神田佐久間町2-4 丸和ビル 101 03-861-2706 
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業

 

コ
 
工
 
工
 

北 斗 

田 細
 

（株） マ コ 

マ サ ル 工 
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4． 中部シーリングエ事業連合会々員 マo 

郵便番号I 電 話番 号・ 

452 052-502-8935 

921 0762-42-1281 

930 0764-33---8966 

410 0559-21-6061 

921 0762-42-1494 

460 052-- 241-7628 

921 0762-42- 5101 

462 052-981-2134 

440 0532--45--8211 

509-54 05725-9-4505 

451 052-531-5295 

422 0542 -82-9823 

424 0543-46-7859 

910 0776-54-3355 

453 052-412-2709 

490-11 0560-44-8021 

481 0568-21-0794 

453 052-412-0857 

453 052-482-1654 

464 052-761-6181 

468 052-801-1195 

430 0534-4 I-2273 

432 (1534 --48-87 11 

464 052-721-2211 

464 052-723-0528 

464 052-762-1596 

466 052-731-5059 

所 在 地 名
 

社
 

名古屋市西区八筋町-347 

金沢市泉が丘2-9 -3 

富山市柳町4一1-9 

沼津市神田町2 -1508 

金沢市増泉3 -15-10 

名古屋市中区新栄2 -49--22 

金沢市増泉3-7 一I 

名古屋市北区志賀本通2 -24 

豊橋市鴨田町52- 1 

上岐市旭ケ丘町47 -- 34 

名古屋市西区稲生町3 --37- 1 

静岡市西脇748-- 1 

清水市北脇新111328- 1 

福井市開発2 -121 

名古屋市中村区五反城町3一1 

愛知県海部郡甚月寺町山の瀬65 

” 西春日井郡師勝町大字六ツ師500 

名古屋市中村区五反城町4 -31 

中村区中村中町3 -45 

千種区高兄1--6 -1 

Iノ 

ノI 

'I 昭和区ーツ山1 -2 

浜松市白羽町2676 

静岡県浜名郡可美村増楽1481 

名古屋市千種区若水3 -20-23 

千種区都通1 -33 都マンシ甘ン302 

千種区本山町3 -9 

昭和区車田町2 -8 

II 
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(1*) 
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柵 志 水 化 工 

剛静岡コーキング工業 

シ ン コ ー エ 業 

硝 雨」 硝 子 （目り 

（合）清谷商店名古屋出張所 

信 工 業 囲 

隆 志 建 工 鯛 

脚 高 坂 工 業 

(41 第 一 防 水 

中 央 建 材 工 業（閑 

津 田 硝 子 (*) 

(＃ ツ カ コ シ 商 行 

（有） 東 海 建 村 工 業 

東 海 物 産 （株） 

名 古 屋 シ ー リ ン グ 

名古尾 日 本 化 成 翻 

中 村 コ ー キ ン グ店 

井m 

朝

朝

石

 石

加

北

柵

 囲
 
三
 
山
 

大
 

工
 
工
 

建

坂
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愛知県春日井郡清洲町新清洲6一5 -24 452 0560-49-4629 

富山県砺波市三郎丸313 939-13 07633-3-1202 

静岡市広野2 - 5 -32 421-01 0542-58-7537 

名古屋市中村区名駅3 ---10-26 450-91 052-561-4371 

“ 西区琵琶里町1-22 451 052-524-6141 

清水市鳥坂327 424 0543-45-7281 

名古屋市北区石園町3 -21 462 052-991-4741 

金沢市法光寺町24 920-11 0762-58-4755 

富山市布瀬町1区3 -6 930-11 0764-21-6924 

I, 総曲輪4 -10-4 930 0764-23-3754 

名古屋市守山区小幡字小林2984-22 463 052-791-4465 

岐阜市薮田3-63 500 0582-73-2761 

名古屋市西区松西町2 -87 453 052-562-1668 
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5， 関西シーリングエ事業協同組合員 

所 在 郵便番号 電 話番 号 

京都市伏見区桃山西尾5 

豊中市熊野町3 -9 -5 

豊中市長興寺南4 - 3 -22 

大阪市住吉区我孫子西2-48-7 

612 

560 

560 

558 

075-611-2798 

06-849-6886 

06-862-4193 

06-695-0751 

// 淀川区西中島4-6-30-303号チサン第5ビル 532 06-301-5235 

ノI 西区南堀江3 -13-11 550 06-531----4814 

” 北区天満4 -11-16 530 06-352-2895 

守口市梶町1-124- 7 570 06-903-0016 

大阪市福島区玉川2 -11-21 ユニロンビル 553 06-448-2341 

和歌山県東牟婁郡古座町西向842 649-41 07357-2-1111 

神戸市東灘区青木5-18―器 658 078-411-4418 

大阪府南河内郡太子町山田2673- 1 583 07219-8-0239 

京都市伏見区石田大受町31-266 601-13 075-571-0246 

1/ 山科区音羽八ノ坪町34-15 607 075-501-1100 

大阪市東区本町5-4 広和ビル 541 06-262-5845 

高松市浜の町18-27 760 0878-21-3010 

伊丹市荒牧字桑田60 664 0727-81-5189 

大阪市住吉区万代西2-34 558 06-671----2498 

I, 西区京町堀3-3-30 第2同盟ビル 550 06-448-0450 

“ 大正区北恩加島1一7-3 551 06-551-0587 

姫路市八代宮前町18--is 670 0792-97-0658 

徳島市東吉野町3 -12-16 770 0886-54-3056 

姫路市御立1571 670 0792-98-8176 

尼崎市武庫元町3 - 5 -26-303 661 06-431-8429 

富田林市大字彼方1529-49 584 07212-3一甥82 

大阪市北区野崎町6-2 日宝東梅田ビル 530 06-315-0638 

大東市寺川2一1一1 574 0720-71-8951 

大阪市浪速区元町2 -97 第3カネイチビル4F 556 06-649-4105 

神戸市長田区西丸山町3 -16 653 078-642-3760 

大阪市西区靭本町1-6 -2 崎山ビル 550 06-441-1384 

大阪市西区靭本町1-5 -14 550 06-443--- 7321 

高槻市芝生町1-281- 1 569 0726-77-1536 

神戸市東灘区岡本4 -4 -6 658 078-453-2211 
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大阪市阿倍野区文の里2一3 -15 545 06-621-3741 

“ 北区末広町3 -21 星和地所扇町ビル 530 06-315-0700 

神戸市兵庫区上沢通り6一1-1 652 078-511-4501 

1！ 兵庫区水木通8 --2-7 652 078-576-0851 

大阪市浪速区東関谷町2-30-3 556 06-631-8915 

吹田市南金田1一4 -46 564 06-385-3886 

大阪市都島区都島本通2-15- 1 534 06-924-2536 

神戸市長田区林山町9-5 朝日マンション105号 653 078-631-5048 

大阪市城東区野江3一2-2 536 06-939-7149 

大阪府南河内郡美原町太井549-5 587 0723-61-5572 

門真市大倉町16-14 571 06-901-0868 

守口市ノ1、雲西町4 -69 570 06-991-0500 

八尾市久宝寺5一4 -31 581 0729-92--3846 

大阪市西区靱本町3 -- 1 -6 550 06-445-0735 

貝塚市小瀬1 -25-34 597 0724-22-7712 

草津市西大路町10- 5 525 0775-63-7772 
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6， 中国シーリング工事業協会々員 

会 社 － 電 話番 号 郵便番号 地 在
 

所 

広島市楠木町3一6 -9 733 0822-38-3883 

I！ 舟入幸町19-10 733 0822-92-3200 

H 南観音1-2 -19 733 0822-93-0511 

H 浦木町1一9-14 733 0822-91-4566 

H 中広町2一25-14 733 0822-93-6557 

岡山市丸ノ内1 -13-13 700 0862一・25一4868 

徳山市瀬戸見町10-8 -104 745 0834-28-2196 

広島市中広町3 -17-16 733 0822-91-1631 

1/ 庚午南1 - 3 -30 733 0822-71-9317 

// 南区東雲本町2一4 -21 734 0822-83-3366 

岡山市伊島町2-3 -18 703 0862-52-9311 

Iノ 矢坂西町7 --36 700 0862-52-2641 

広島市中区舟入幸町23-20 733 0822-93-3829 

” 中広町3-11- 9 733 0822-31-9958 

Iノ 西区山田町921--18 730 0822-72-7600 

広島県安芸郡府中町本町1-11-3 735 0822-82-7016 

岡山市表町2 -6 -21 700 0862-25-2021 

山口県新南陽市大字富田4530 746 0834-63-2532 

岡山市原尾島580- 1 703 0862-72-1221 

尾道市新浜1一3 -4 722 0848-23-2760 

徳山市野上町2-15 745 0834-21-0003 

広島市中区白島九軒町14- 5 730 0822-28-7766 

” 宝町8 -26 730 0822-43-7474 

/1 舟入町7-9 733 0822-認一6155 

II 中広町3 -22-12 733 0822-91-2629 

名
 

ア イ シ ン 工 業 脚 

青 盛 建 材 脚 

旭 建 材 工 業 伽 

（有） ア ル フ ァ 工 業 

大阪アルフプ産業囲広島営業所 

肋 小 野 甚 商 店 

ノJ\ 林 工 業 

(l1)サンゼオン防水工業所 

婦三洋技建広島営業所 
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 中国特殊防水産業(;) 

葉 工 業 囲 
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琳） 

ソ テ イ （排） 

東中 国防水 工 業 脚 

ツ キ タ ニ 工 

化 工 材 
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脚
 
脚

業
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#6 は ま は 

防 長 建 材 

ホ ー ア ン 産 業 

岡 ・マ ル エ ス 工 

丸 福 建 材工 業 

脚 森 木 

- 105一 



7‘ 九州シーリングエ事業協会々員 

会 社 名 

大阪アルファ産業（株）福岡営業所 

( )仮屋防水工 業 所 

九 州 特 殊 工 事 囲 

九州シーリング工業岡 

所 在 地 郵便番号 電話番号 

福岡市博多区博多駅前3 -9-5 チサンビル内 812 092-451-1073 

鹿児島市玉里団地1-73-il 890 0992-20-5937 

福岡市博多区千代4 -5 一1 812 092-611-0426 

” 南区清水3 -8 -27 宝満ビル 815 092-541-4334 

鹿児島市荒田町1-17-6 890 0992-54-2704 

福岡市博多区博多駅前3 - 5 -2 博多センタービル 812 092-471-1355 

北九州市小倉南区大字南方409 803 093-963-1955 

福岡市西区原4-8 -11 814 092-843-3311 

北九州市小倉北区清水1 -12-14 幼3 093-581-2655 

'I 小倉北区西港町61-13 803 093-571-4581 

福岡市南区長丘5 -11-20 815 092-561-1675 

熊本市健軍町小峰2622-20 862 0963-67-3631 

“ 大江5-16-3 862 0963-62-2829 

福岡市中央区渡辺通り2一8-3 810 092-741-5050 

I, 博多区中洲中島町4 -15 812 
ハn。 路1一1027 
092一節1ー§681 

鹿児島市上福元町168-2 890 0992-67-6121 

福岡市西区免10-4 814 092-862-3331 

// 西区昭代町3丁目2-5 814 092-851-0111 

北九州市小倉南区重住2 -3 -41 803 093-941-5441 

鹿児島市永吉町1156 890 0992-57-2535 

福岡県春日市大字春日1606-27 816 092-595-0983 

福岡市西区別府2 -15-14 814 092-815-8722 

北九州市小倉北区霧ケ丘1-5 -11 802 093-922-7631 

長崎市扇町8一5 852 0958-49-2232 

水

囲

業

囲

 囲
 
囲
 
囲

建

業

業

所

 脚

業

ウ

 囲

会

会

業

園

 

売
 

一一
 

・ー一i 

防業 

m
業
 
価 
工」業成」‘ 

業
商
濃
業
 

工

化

 

栄
「
・
 

ノ
ユ
ー
ヒ
産
ト
 

書
 
ン
 
，
 

藤産 

本
工
戸
瓦
成
興
一
『
工
孔
 

工
崎
ザ
シ
工
 

ー 

田

日

 

仁
 

一

田

本

本

ム

 

シ

イ

 

佐

賀

 

ー
 
栄
 

パ
 

日
 
シ
 
F
 
ョ
 

崎

山

ー

 
・ 

野
 

ーJ 

和‘J 

わ
 

紀
野
日
 

‘
ー
ワ
ダ
 

囲
 
三

嶋

昭

昭

大

 テ
 
脚
 
園
 
日
 
園

南

宮

囲

 山

岡

 園
 
園
 
草

園

 
博栄 防水工業所 

皿ミ護盤‘；」I鉦‘監皿艦三」f,:4葱尋雄‘乞」国据‘ 

超高層ビルでの実績と信用 

シーリング工事責任施エ 

日本化成工業株式会社 
許可番号 大阪府知事許可（般一53) 34549号 

吹田市南金田1一4 -46 

〒564 電話06(385)3886（代） 

雌●泣」臨維遥主琶uI立歯こ 

昭和日本化成株式会社 

名古屋日本化成株式会社 
許可番号 知事許可（般一53）第1417号 

名古屋市千種区本山町3 -9 

〒 464 電 i052(762) 1596(代) 

許可番号 知事許可（般-53）第12100号 

福岡市西区大字原4 -8 -11 

〒 814 電話092(843)3311（代） 

南日本化成株式会社 
許可番号 知事許可（般一52）第4182号 

―鹿児島哩’liii 2937二5 ~ 

－ 

丁891- 01 電詰0992(67)6121眠） ~ 
‘城r叫社簾馴孀鼻藍亜三魯.乞麗I皿I~l 豊削『と裾I麟館きI 
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関連会社、 団体一覧 

ー 

D バックアップ材メー力― 

会 社 名 所 在 地 郵便番号 電話番号 

旭 ダ ウ （閑 東京都千代田区有楽町1-F -- 2 日比谷三井ビルー 100 03-507-2957 

(4 新 和 商 会 // 荒川区西日暮里2-24-14 - 116 03-803-1411 

日本パックアップ工業（株） ノI 中野区中央1 -12- 9 164 03-369-0215 

フ ョ ー （株） Iノ 墨田区業平4 -4 -11 130 03-6巧-3370 

2） 施工用具メー力ー 

所 在 地 

東京都中央区新富1一7 -4 阪和ビル 

郵便番号I 

104 

電話番号 

03-552-3611 

/1 板橋区双葉町44- 5 173 03-961-1246 

” 中央区日本橋3-14-1 新新会館ビル 103 03-274-0411 

兵庫県尼崎市琴浦町75- 1 660 06-418-7421 

大阪府吹田市南金田1- 4 -46 564 06-385-3886 

名古屋市南区南野1 -39 457 052-612-7認1 

東京都中央区日本橋蛎殻町1 -38-6 103 03-669-9好1 

－
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業

業
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3） 建材関連団体 

所 在 地 団 体 名 

板 硝 子 協 会 東京都千代田区丸ノ内3-3 -1 新東京ビル 

A L C 協 会 ノノ 港区元赤坂1 - 1 -15 ニュートョビル 

助 化 学 品検査協会 大阪市天王寺区堂ケ芝町12 

岡建材試験セ ンタ ー 東京都中央区日本橋小舟町1-7 太田ビル 

コンクリート 
カーテンウォール工業会 

ノ！ 千代田区五番町4一5 番町第6金井ビル 

全国板硝子商工 
協同組合連合会 

刀 千代田区神田神保町3 -4 総合板硝子会館 

（社）日本カーテン 
ウォール工業会 

1/ 港区南青山5-11-2 共同ビル（南青山） 

（社）日本建設材料協会 Iノ 中央区銀座3一2-19 建築会館 

（財）日本建築センター Iノ 中央区晴海1 -14-16 

（財）日本建築総合試験所 大阪府吹田市藤白台5 -125 

日本建築仕上材工業会 東京都千代田区神田和泉町1-6 インターナンョ,ルビル 

（社） 日 本サ ッ シ協会 Iノ 港区南青山5 -11-2 共同ビル（南青山） 

プ レハ ブ建 築協 会 II 港区新橋2-10-5 末吉ビル 

建築ガスケッ ト協会 'I 港区西新橋2一2-10 三喜ビル 

4） 防 水 団 体 

1 郵便番号「 電 話番 号 

I 団 体 名 所 
{ 

~ 九州アスファルト 
I エ事業協同組合 
1 合成高分子 
I ノレーフィング工業会 

在 地 

福岡市中央区舞鶴2-8 -2 村上ビル 

東京都中央区日本橋小舟町1-7 太田ビル 

100 03-212-8631 

107 03-403-7767 

543 06-771-7752 

103 03-664-9211 

102 03-264-3708 

101 03-262-6737 

107 03-409-6981 

104 03-561-7260 

104 03-531-6351 

565 06-782-0391 

101 03-861-3996 

107 03-409-1308 

105 03-502-2641 

105 03-501-2906 

郵便番号i 電 話番 号 

810 

103 

092-713-5263 

03-661-4317 
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防水工事業協同組合 

シート防水工事業団体連合会 

西部アスファルト 
工事業協同組合 

東京都品川区南大井1 -17-25 勝島パークハイツ 

Iノ 中央区日本橋小舟町1一7 太田ビル 

大阪市西区江戸堀1 -20-11 辻川ビル 

140 

103 

550 

03-761-4378 

03-661-5787 

06-445-1138 

全国アスファルト 
工事業協同組合連合会 

東京都中央区八重洲1一2-i 新呉服橋ビル 103 03-271-5797 

全国塗膜防水 
工事業団体連合会 

” 港区新橋6-13-3 島田ビル 105 03-434-0406 

全国防水工事業団体連合会 中野区中野1 -55---- 7 藤ビル 

/1II 

164 03-369-7351 

全日本プレハブ建築防水協会 中央区日本橋蛎殻町1-22-4 直江ビル 103 03-669---0764 

東部アスファルト 
工事業協同組合 

I! 中央区ノ八、重洲1一2一1 新呉服橋ビル 103 03-271-5797 

（社）日本アスファルト同業会 ノノ 中央区八重洲1-2-i 新呉服橋ビル 103 03-271-2208 

日本ウ レタ ン建材協会 Iノ 港区新橋6 -13-3 島田ビル 105 03-438-0988 

日本塗布防水工事業協同組合 ノ！ 巾野区中野1-55-7 藤ビル 164 03-367-1611 

（社）日本薬液注入協会 1！ 文京区後楽1-2 一7 全逓会館 112 03-816-2681 

東日本建設防水協同組合 I, 新宿区歌舞伎町2-i 一2 160 03-200-3584 

のマークは 

理建 

シーI)ングエ事 

ビル用改装ーサッシエ事 

Jl話 c )企i重i・設言十・施エ 

× 

のマークです 

東京都知事許可（般-53）第37037号 
ー級建築事務所 

理建工業株式会社 
東京都墨田区江東橋2-8-8（パークサイ ドビル） 

〒130 TEL (631) 4 0 8 1 （代表） 

r 
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「シーリング技術管理士」 に関する規約 

第1 条 （日 的） 

ーシーリング技術管埋士」は，シーリング材の重要性にかんがみ,設計施エを通じた技術の向上に併せ 

て，業界の地位向上を図るため，H本シーリングエ業会（以下工業会という）が設けた資格である。 

第 2 条 （職 務） 

「シーリング技術管理士」は」シーリングエ事に関して，防水設計，シーリソグ材の性能品質，施工法 

に十分な知識を有し，かつ技術指導を行なう。 

第 3 条 （資格の認定） 

シーリング管理士検定委員会（以下検定委員会という）は第2条に基づき,講習ならびに検定試験を毎 

年実施．じ，これを受講受験し,合格した者を工業会が「シーリソグ技術管埋士」として認定する。 

第'1 条 （受験資格） 

受験資格者はエ業会々員会社に所属する者，および会員会社が推薦し，理事会が承認した者とする。 

第 5 条 （資格の更改） 

「シーリング技術管理士」は，2年ことに資格の更改を行なう。 

更改に際しては,検定委員会で定める技術向上を日的とする講習を受けねぱならない。講習に不参加で 

あった者は，一年間資格を停上し，次年度の講習を受け，その資格を復活できるものとする。資格停止 

者は，速かに「シーリング技術管理士」証明書をエ業会に返却しなければならない。資格停止者が次年 

度に講習を受けなかった場合は，その資格は取り消－される。 

第 6 条 （資格の取消し） 

次に掲げる各項に該当する場合は「シーリング技術管理士」の資格を取消すことができる。 

1， 第2条に定める職務の遂行が困難になった場合 

2． 刑罰またはこれに準ずる行為があった場合 

3． その他「シーリング技術管理士」の権威を著しく汚す行為があった場合 

（昭和54年11月22日制定） 

「シーリング管理士」に関する規約 

第1 条 （目 的） 

シーリング管理士」は，水密・気密保持に関するシーリング材の重要出こかんがみ,設計施ェを通じ 

た技術の向上に併せて, 業界の地位向上を図る目的のため， 日本シーリングエ業会（以下工業会と、、 

う）が設けた資格制度のーつである。 

第 2 条 （シ,ーリング管理士の種類と職務） 

「シーリング管理士」はl 「1級シーリング管理士」ならびに 「2級シーリング管理士」の2種類とす 

る。 

H i 級シーリング管理士」は,現場施工管理能力を有し，シーリング材の性能・品質・施工方法に十分 

な知識ならびにシーリング材工事において， 技術指導能力をそなえた者であるP「2級シーリング管理 

士」は，シーリングエ申において，技術指導能力を有し, シーリング材の性能・品質・施工方法につ、、 
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て必要な知識をそなえた者である。 

第 3 条 （シーリング管理士の認定） 

シーリング管理士検定委員会（以下検定委員会という）は第2条に基づき，講習ならびに検定試験を毎 

年1回実施し・ これに受講，合格したものをエ業会は,シーリング管理士として認定する。 

第 4 条 （受験資格） 

受験資格者は, 日本シーリングエ事業団体連合会会員会社に属し，人格識見を有するもので，所属する 

会社代表者の推薦を必要とする。 

1 級ならびに2級シーリソグ管理士の受験資格は下記とする。 

第1項 1 級シーリング管理士受験資格 

（ィ） 実務経験年数7年以上または2級管理士資格取得後3年以ヒの経験を有する者 

( ) 年齢は25歳以上の者 

レり ゴンドラ運転の特別教育修了証所持者，特定化学物質等作業主任省の資格を有する者 

第2項 2級シーリング管理士受験資格 

（ィ） 実務経験年数3年以上を有する者 

（ロ） ゴンドラ運転の特別教育修」’証所持者 

第 5 条 （資格の限定） 

「シーリング管理士」は・ 日本シーリングエ事業団体連合会会員会社に所属するものに限り，この名称 

を使用することができる。 

第 6 条 （資格の更改） 

シーリング管理士はI 2年ことに資格の更改を行なう。 

更改に際しては,検定委員会で定める技術向上を目的とする講習を受Iナ1コばならない。 

講習に不参加であったものは,一年間資格を停止しI 次年度の講習を受け,その資格を復活できるもの 

とする。資格停止者は速やかにシーリング管理士証明書をエ業会に返却しなければならない，, 

資格停Iと者が次年度に講習を受けなかった場frは，その資格は取り消される。 

第 7 条 （シーリング管理士証明書の返却） 

シーリング管理士が所属する会社を退職する場合は，速やかにシーリング管理土証明書をエ業会に返却 

しなければならない。 

第 8 条 （シーリング管理士証明書再交付申請） 

第7条によりシーリング管理士証明書をエ業会に返却したものが,新たにシーリング管理士の証明書の 

再交付を希望する場合は，改めて所属会社代表者の推薦書を付して，工業会に申請することができる。 

第 9 条 （シーリング管理士証明書の再交付） 

シ・ーリング管理士証明書再交付申請を受けた場合，エ業会は所定の審査の上再交付する。 

第10 条 （資格の取消し） 

「シーリング管理士」が不法行為などにより著しく体面を汚した場合は，その資格を取消すことができ 

るものとする。 

第11条 （資格者への特典） 

シーリング管理士資格者は,エ業会が発行する 「シーリング誌」その他に掲載し,シーリング関係業界 

にPRを行なう。 

第12 条 （その他の事項） 

前各条の外，運営上必要な細部事項については別に定める。 
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~ シーリング技術管理士名簿 ~ 
I  I 

会 社 名 氏 

アサヒボン ドエ業（株）i 徳田精久 

( )ェービーシー商会－芥川慎ー 

コ ニ シ （株）－河端次彦、谷口雅俊 

サンスタ ー化学脚！木曽英隆 

信越 化 学 工 業 脚―青山 勝、河野純一、 

小林 勲、坂詰功晃、 

増田 透、鑓水寿博 

ソニーケ ミ カ ル 囲 大塚浩史 

北海道支部 

I 

~ 1 級シーリング管理士名簿 

会 社 名 ！ 氏 名 

セ メ ダ イ ン （排） 小形考一、田沼英己、 

八代秀雄 

東芝シ リ コーンG ) 斉藤 修、渡辺修二 

市橋弘雄、笠井慎年、 

岸原 淳、沢村直文、 

椎名健介 

( ） 日 興 社 篠田正己、松村 博 

山 内 ゴ ム 工 業( 梅野雅孝、鈴木典夫、 

山田 博 

トーレ・シリ コーン（株） 

会 社 名 

北海道 タ イ ホー( 

東 洋防水I 業( ) 

開 浜 建 

( ) ャ マ ト エ 業 

( ) 日 光 美 装 

仙台支部 

！ 会 社 名 

i ( )丸 本 工 業 所 

氏 名 

鳴海忠義、長尾忠幸 

石田誠二 

下井 守 

小山毅芳 

村田 渉 

氏 名 

本吉和康、浜砂喜重 

東京支部 

会 

斗成隆 

渡辺昭悟 

高津昭一、吉無田泰長 

平沢敏男 

高橋和彦、大関 勉 

鈴木賢一、宮川文雄、 

大辻勇七郎、雪入 毅 

塚本 弘、佐藤義政 

福山政隆、松田和彦 

上田調身、竹内利三 

加藤由之助、長谷川勲、 

木村正一、室井幸雄 

嶋崎裕一 

広瀬忠夫、戸田 裕 

大 和 興 業 （株） 

中 央 建材 工 業( 

( 日 本 コ ーキンク中 

平沢コ,ーキング工業( 

北 斗 工 業 囲 

マ サ ル 工 業 脚 

園マツダパラ ウォータ 

囲 山 形 防 水 

理 建 工 業 脚 

濯 青 建 材 脚 

東 邦防 水 総業 掬 

名古屋支部 

会 社 名 － 氏 名 

加 賀 防 水 工 業 周―諸橋茂一 

囲静岡コーキングエ業－堀川信昭 

（株） 栗 原―栗原 眞 

津 田 硝 子 （株） ~竹田正始 

シ ン コ ー エ業囲－新保喜美雄 

中 央建 材 工 業( ) i 阿野田卓男 

名古屋 H 本化成（株）~山口孝志 

僻） ビ ル メ ン ―守山彰治 

氏 名 名
 

社
 

大阪支部 

会 社 名 I 氏 名 

阿 南 工 業 （閑－庄川和貴 

山本勇、奏達也、宮代博 

石黒勝己 

神尾 健 

栗崎堅司 

木下義晴、木下剛 

内田鴇鵺 

鈴木裕二 

五十嵐志郎、山村辰志、 

高宮昇二、小山忠夫、 

大坪徳夫 

柏瀬謙一、宇山広道、 

鶴出正行 

神 繁夫 

富岡茂夫 

押本進治 

囲
 
社
 
囲
 
業
 
囲
 
囲

所

 脚
 

業
 

レ
・
 

究
 

産
 

ア
 

フ・ レ
 

J
 ア

 

一 

術
 

建

工

崎

シ

 

工

技

丁

 

黒元栗葉栄で 

石

木

囲

京

光

囲

 興
 

材

業

工

 1
 
業

研

業

 

山 栄 興 業 （株） 

園新 堂 

第一 建 材工 業（m 

( ) 大 進 興 業 



圃 豊 栄 ー ノレ 笹崎幹雄 

八 尾 コ ン ク’ 中元幸弘 

大阪アルフ ァ産業囲 

大 阪 工 業 （株） 

(lF） 大 阪 シ ー ル 

( )大阪防水工業所 広島支部 

氏 会 社 名 

淳 

~青 盛 建 材 （1'I） 月本満俊 

I 囲サンゼオン防水工業所 佐々木 守、佐々木 

1 大阪アルファ産業囲 I 茶lr且日，時rb 
i 入―’×ノノv /1 俸否翼母曾〒ョニ ~狭間述史 
~ 広島営業所1 4人】“IxL入 

東 中 国防水工業脚―小野田毅、加藤 孟 

（掬 マ ル エ ス 工 業」小野田真治、原 俊之 

(I ツ キ タ ニ ェ 業」世羅敏則 

氏 名 

福岡支部 

会 社 名 

龍 健一 

吉川繁満 

武藤 貞、檎原征雄 

諏訪憲雄 

中田 努 

宮木宣博 

I テイパ化工九州販売 囲 

－昭 和 日 本 化 成（閑 

柵 ム ト ウ 

ー園 野 田 工 業 所 

！三 賀 産 業 囲 

－宮 本 産 業 嚇） 

内田勝久、袖山衛彦、 

秋山 哲 

中田安信 

阪井敏夫 

水口峰彦、野上條司、 

佐伯忠雄、塩谷昭文 

金山満昭 

竹田征司 

松山駿三 

益田憲司 

高木 修 

横谷興彦 

大西利昭 

歳川 博 

亀井一身 

上田正義、 

安東延治 

志水利達、 

和田俊治、 

谷口忠文、 

西山義雄 

松下 実、三谷孝一、岡 

田良平、山村博司、岡田 

城治、山下雄治、岡田誠 

治、小森 勝 

上田三郎 

囲 

ノレ 

脚 

材 

脚 

囲 

囲 

『
都
 

分
 

一【ゴ、 

鷺
立
高
戸
幸
大
電

kK

東 

大
 
囲
 
共
 
固
 
神
 
三
 
三
 
椎

昌

 囲
 
椈
 
圃
 

ロ
 

ニ
 

会

制

業

材

会

 

一業工設産業び）建商 

シ
 

「寸 

ソ
ー
ー
 

】
．
 

産
 

建

物

工

 キ
 

防

協

光

 

水

研

 岡
 

業
 

防

技

 
‘ 

ー
 
．「工 

洋

殊

成

 

レ
し
 

東
特
H
 

脚
 
脚
 
日
 

北海道支部 

2 級シーリング管理士名簿 

会 社 名 氏 名 

北海道 タ イ ホー囲 

囲 日 研 

囲 浜 建 

東洋防水エ業( 

北海 コ ー キ ング卿 

佐 藤 研 究 所 

囲北口本コーキング 

北海道サ ン工業脚 

フ タ パ 工 業 嫻 

固I ャ マ ト 工 業 

北 晄防水 工 業脚 

園 日 光 美 装 

岡 輝夫、佐藤健一郎、 

太田靖彦、加藤 忠、 

鈴木忠利、高林房弘、 

斉藤 伸 

堂野寿昭、堂野雅穂 

佐藤俊和、加藤隆弘 

小野寺 寛 

斉藤浩一 

船瀬隆雄、佐藤和夫、 

佐藤和久 － 

栗橋 弘 I 

太田 巌、村田雄太 

中島義見 

宮田正彦 

武藤好美、菊池 薫 

本庄正人 

東京支部 

会 社 名 氏 名 

五十嵐 勇、大滝満夫、 

宮下勝正、吉原直行 

島村初義 

石黒一司 

橋本好典、難波重信 

児玉光夫、大釜典弘 

栗崎 守、池田宏造、 

小森田清次、及川幸一郎 

鈴木秀世、吉楽盛久 

竹田剛士、久松 昭、 

川端徳重、渋谷敏男、 

渋谷弘三郎 

桜井広英 

宇山松年、栗田達明、 

横田秀清、金子博美 

高井義信 

玉木ー一雄 

三上正道、中山 昇 

西潟秀男、小日向日出男 

囲

社

囲

 ( 

業 

材

材

業

材

工

 

建

建

工

建

崎

 

藤

黒

倉

栄

栗

 

伊

石

内

大

開

 

グロ リー防 水工業脚 

光 栄 工 業 脚 

（附工業技術研究所 

山 栄 興 業 ( ) 

イ 工 業 

堂 

カ
 

サ
 

ー ラ ン ト シ 

建 工 業 囲 

m
 
園
 
脚
 
理
 

一112一 



~（有） 名 

~石動コ ー 

岐 西垣 栄、早矢仕修 

ング脚 三浦 忠、安川敏雄、 

~萱原 寛、仁村 孝 

－丸 協 ソ ラ ス ー太田敏明、藤島陽治、 

高野光男、見角 弘、 

吉野憲一、北村憲三 

囲 栗 原i栗原 弘、今村邦夫、 

i山下晴夫 

不 二 興 業 （附~岡本幸男、宮本宗勝、 

シ ン 

<（合）清谷商店 
名古屋出張所 

隆 志 建 工 翻 

中 央 建材 工 業 開 

大 信 工 業 

津 田 硝 子 岡 

会 社 名 － 氏 名 
- - - - - - - - - - - - - - -

石 渡 産 業 （1朱） 百瀬秋彦、内海敏男、 

－片出定文 

不 二 化 成 品 脚－望月啓司、野末不二男、 

小田勝久 

脚静岡コーキングエ業 大木勝美、太田広道 

コ ー 工 業 出口英夫 

朝 日 コ ーー キ ン グ 石田 隆、吉田久由、 

道家 論 

三信 建材 工 業 卿 久米修己、竹下麻男 

鰓 志 水 化 工 小川雅也、栗戸裕、石川 

富夫、太田勝義、竹下澄保 

川口輝男 

大野隆正 

伊藤 篤、児島正宣 

宮崎 進、徳永治夫 

林 隆英、竹田久次郎、 

野村慎哉、滝上次―、 

老松啓二 

フ ジ エ 業 囲 豊島秀雄、小林哲錙、 

河原昇一、川合久雄 

ン 岡 志朗、五島政美、 

伊藤 栄、山崎清孝、 

森 建 材 商 行 森 哲夫 

中村 コ ー キング店 中村一音、笹野達臣、 

笹野伸也、中村 武 

ム ラ セ エ 業 悃 村瀬光雄、村瀬 守、 

植村 覚、柴倉 誠、 

蓑島豊作 

（株） ビ ル メ 

~広瀬啓一 室井義春 
興 業~渡辺和夫、石垣政見、 

清家勝雄、村松 靖 

囲~坂元久光、米満節夫 

（柳） 宮崎 勲、田幡健ーへ 

－石井正夫 

脚 須摩哲朗、重松清木 

（閑 木村芳孝、佐藤寿宏、 

中沢文隆 

制マツダパラウォータ 鈴木芳夫 

三 矢 興 産 僻） 塚越利和、原田俊二、 

能登 始、川上幸夫 

団 代 工 業 田代秀士 

和 工 業 （株） 土田善登、園部孝昭、 

石橋栄之助 

輸 木村元保、川又普行 

手塚 透 

中島賢吉、板垣喜和 

平沢哲雄 

―大滝幸雄、山田 実 

業

業

 

栄
 

興

興

 

ル
 
業
 

一 
工
 

シ
 

大
 

和

萩

 

邦

サ

 

大
－
高
 

東
 マ 

尚 

木 元 工 業 

－協和シーリング工事（周 

鹿 住 防 水 工 業 欄 

~平沢コーキングエ業（m 

名古屋支部 

大阪支部 

会 社 名 氏 

ィ サ ム 商 会~溝渕 勇 

エ マ ー ル エ 業翻！坂中俊彦 

大阪アルフ ァ産業（周－西原恵二、寺岡 保 

( )大阪防水工業所！笹山 博、道広央士、 

~笹山秀男、吉田」E一、 

大西文則、水口美博 

大 阪 ュ ニ ロ ン 脚 山本 勇、藤田長・博、 

浜崎安秀、早崎 巧、 

菱田 稔、佃 尚亮、 

藤原義彦、藤原彦久 

僻） 妻藤秀光 

悃 矢野健三、間瀬啓三 

婦 木村 優、木村浩三、 

木村 隆、工藤末喜 

城 内 商 店 古市正臣 

園摂津シールエ業 槌屋邦夫、中野利治 

吉田 功 

業

業

材

 

産
 
工
 
建
 

立

大

洋

 

共
 
三
 
三
 

紀の川 進 

長谷部 健、太田健治 

飯田一己、後藤晋也 

天笠 靖、井上信夫、 

浜田健二、坂根了児 

森田武司 

山本正義、藤永典弘、 

梅本 勇 

小林三干勝、小谷英昭、 

小坂田敬三、藪内俊則、 

重国照行、岡部 一 

藤本利喜也 

岸 勝美、堀越飛行、 

堀越喜雄 

北川和弘 

和田司朗、緒方 隆、 

柳田喜代志 

白髭 稔、新谷高雄、 

杉野輝行 

竹井 武、妹尾武典 

材

婦

水

卿

 翰
 

建工防ゾ 

協

商

洋

成

建

 

レ
」
 

大
外
東
・
「
洋
 

オ‘ 

開

中

 脚
 
日

白

 

業 

ノレ 

工
 
一 

成
 
シ
 

化

栄

 

士

豊

 

富

固

 

美 作 工 務 店 

松 田 商 店 

勝 友 商 会 

嶋沢シーり ンク’商会 

昌 栄 建 材 

日 建 渥 青 工 業 欄 

美 星 工 業 ( 
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福岡支部 

会 社 名 氏 名 

大阪アルフ7産業(1 篠原隆治 

大 栄() 井手尾靖彦、佐藤清春、 

時吉勝也 

九州特殊工 事 脚 松村光章 

昭 栄 エ 業 （附 坂本政夫 

昭 和 日 本 化 成 囲 村山敏雄、嘉村 昇 

磯村秀明、段上 勲 

テイパ化エ九州販売囲 青野隆明、青野博文、 

米坂和義、青野暢広、 

永野光章、松木貞夫、 

岡崎啓次郎 

日本シーラン ト工業 竹内聖二 

伯〉野 田 エ 業 所 竹ノ畑靖彦、野田恒忠、 

江藤音輝、桑原 栄、 

柴田純ー・ 

山 崎 ニL 業 （株） 浜村満男 

僻） 山 崎 商 会 山崎 ー 

佑） 日 興 工 業 吉里久信 

南 日 木 化 成 脚 柳橋利明，柳橋国博， 

瀬戸山哲朗 

商 会~中出紘一 

商 会 藤本 功、木村清ー一 

装商事 吉川博康、岩崎幸一 

出
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美

 

中

東

 吉 川 
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広島支部 

会 

青 盛 

社 名 ~ 氏 

材 脚 河村正昭、福原克彦、 

名 

建
 

脚サンゼオン防水工業所 

脚 マ ル エ ス 工 業 

中国特殊防水産業伽〉 

馬場吉光、立木昭典、 

岡本三千男 

近藤 満、臼杵正義 

大西道生、本田光春、 

山脇 俣 

海部 肇、海部信章、 

勝代伝三郎 

土居通雄 

長島隆良 

法林 光 

井上宅己 

柴田志郎 

麻田 肋、杉本賢志 

田中博正 

古野 満 
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●営業品目 

①目地材 

②断熱材 
③防音材 

④防水シート 
⑤機密材 

⑥防振シート 
⑦養生マット 

⑧結露防止マット 

⑨接着シート 
⑩ガスケット各種 

ラスチック製品 
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復合資材で用途開発をお引受する 

株大合融新柁骨会 

新利化工株大会魁 

本 社 東京都荒川区西日暮里2丁目24番14号 
TEL.03(803) 1411（代表） 

工 場 埼玉 県 浦 和 市 町谷 2 0 -I 
TEL. 0488( 64) 175~（代表） 

物 流 埼玉県与野市鈴谷 2 8 3 番地 
センター TEL. 0488(53) 1761（代表） 
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画 
妙 

シーリング 

編集後記 

☆ クリスマスも過ぎ，年の瀬も 

押しせまって， “シーリング18 

号”の編集作業も最終段階に入 

っております。 

☆ 昭和55年のシーリング業界は 

48年度以来の何度かの原油値上 

げの荒波にもまれながらも2桁 

の伸びを示し，順調と言える年 

でありまLた。ここ数年来弾性 

シーリング材の目覚しい伸びが 

注目されるが，昭和39年以来の 

超高層建築物、の採用に始ま 

性格 と 組織 I 
~ 

I 発 行 図 書 ~ 

り，実績が積み重ねられると同 

時に，それぞれに基材の評価が 

周まってきた年ともいえます。 

一方, オーブンジョイソト構法 

の一般化など,水密，気密性を 

保持する防水設計全体が見直さ 

れる中で，シーリング材の耐久 

性能の明確化が求められ，シー 

リング補修マニュアルの作成， 

定期補修期間の設定などへの要 

望が高まってきております。こ 

の趣旨に沿って，本文では“シ 

ーリングの補修とメンテナン 

ス”をテーマに座談会を開催し 

今後のシ・ーリング業界の活動方 

針を明確にするーピで貴重な指針 

を得ることができました。 

☆ 昭和56年は建築投資の低迷で 

大変厳しい年と予測されますが 

今日まで荒波にもめげず伸びて 

きたそのパイタリティで，今後 

とも相変らぬ業界の発展を期待 

したいと思います。 

☆ 皆様の一層のこ健勝をお祈り 

致します。 

昭和55年12月27 H 

副会長・広報委員長 

広報副委員長 

広報委員 

金子 譲 

山内雅夫 

坂倉征孝 

日本シーリ ングエ業会の概要 

本会はわが国における建築用，土木用シーリングエ事の健全な発展と振興を計ること 

を目的として，昭和38年2 )」に設立されました。会員はわが国のシーリング材メーカー 

が加盟し,賛助会員は原材料メーカーおよび取扱業者が加入しており，全国に支部を有 

する全国的組織であります。 

〇シーリング管理士の養成 

0 日本シーリングエ事業団体連合会と連繋，材料およびエ事に対する信頼の確保 

〇技術資料の収集と情報の交換 

03 Is , JASS への協力 

0 市場調査，需要開発に関する調査研究 

〇機関誌「シーリング」 （年1回） 

0 建築用シーリング材とその正しい使い方 

0 シーリングハンドプック 

シ ー リ ン グ 

SEALING 
l""'lI－●’目IlIIIIlHIIHIH""II"'",'‘●II"I I,!IjI, , I I,,,IIj,,,I,,,,II,.,II,,,,PP ,,II,,,, III,!I I"' II"III"!II (!! 

,ーリングニュース（年3回） 

01 級シーリング管理士用テキスト 

第18 号 （第13巻・第18号） 

mIII"IIlnIlI',HIpI,IIll●III・“II-HIIlIIIIl"llIIl"II"lIlHHIH川‘H'HI-"""'III・”lIlHIII -''-II' 

発 行／日本シーリング工業会 

東京都千代田区外神田2 - 2 -17（共同ビル万世） 

TEL 03 (255 ) 2841 -2 

編 集／目本シー リ ング工業会広報委員会 

制作協力・広告／新 樹 社 束京都中央区銀座8 --- 1 5 - 4 
きららビル 魁（542) 9 3 2 4（代） 

印 刷／毎 タ 印 刷 株 式 会社 

昭和56年1 月15日印刷 Hト ＝一 

昭和56年1 月20日発行 ヲF 7I」 品 禁 無 断 転 載 

I 
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◆防水工事，シーリング工事一式 

光 栄 工 業 株 式 会 社 
〒177 東京都練馬区上石神井1-432 TEL 03(928)2271（イt) 

◆防水材，シーリング材，販売一式 

光 栄 商 事 株 式 会 社 
〒177 東京都練馬区上石神井1一432 TEL 03(928)5811（代） 

◆バックアップ材，パッキン他加工一式 

光 栄 加 工 株 式 会 社 
〒177 東京都練馬区関町1一46 TEL 03(920)2671（代） 

◆工具一式，安全用具一式展示販売 

光 栄 シ ョ ー ル ー ム 
F ) 〒177 東京都練馬区上石神井1-432 （光 栄 ビ ル 1

 

防水およびシーリング工事の施工、材料、副資材の御用命 

は―貫したシステムの光栄グループへ 

代表取締役 内 田 鴇鶴 



コ目ー盟』ー』 

コォートJlてコド 

エw三J三」ール 

* 

T 一27 

U ---73 

U -29 

S 20 

Sl -50 

2 液寸、リサルノγイド系シーリソグ材 

1 液ボJウレタソ系シーリソグ材 

2液ポリツレタ、／系シーーリソグ材 

1 液シリコーソ系シーリソグ材 

2液変成シリコーン系シーリソグ材 

#100 #500 感光性接盾剤 

網入り板ガラスI'Jj鈷 -)チルテー ノ 

（ガラスメー力 3 社 全硝連推奨品） 

i 's表示工場 第567215号（i's・A・575D 

明寧チャーチル株式会社 
本 社 堺 市 浜 寺 石 津 町 中 1 丁 4 --- 7 

関西営業所 電話 堺（0722 )44 --7500（代表、 テレックス 5374 -743 

関東営業所 1費 浜 市 神 奈 川 区 三 枚 町 2 9 9 一 5 

電話横浜（045 )383 ----4651（代表, テレックス3823- 253 

熊谷営業所 埼 玉 県 熊 谷 市 宮 町 2 -- - 13 林ビル 

電話 熊谷（0485 )25 - ~ 822 )代表） テレックス2942-724 

名古屋営業所 名古屋市名東区－社3丁目90 番地 チサンビル202号 

電話 名古屋（052J703 --2061（代表） テレックス 447-3639 

九州営業所 福岡市博多区博多駅前4丁目 2 6 --- 1 1 鐘芳ビル 

電話 福岡、092 )472 -2143（代表） テレックス 724 --- 5 9 7 

広島出張所 広 島 市 南 区 比 治 山 町 5 -- - 1 2 

電話広島)0822)63 -4461（代表1 テレックス 652 --4 I 4 
 -”可 

変成シリコーンシーラントは 
P -8000を "

 
喜

ん

 

カ富嚇ウ・エヌエスシーのF - 8 0 0 0は最高の品質 

と評価されています。是非御使用を 

h 末蹴ウシーラント シリーズ 

〇ブ チ ル P 一30 00 

〇アクリル P - 4 000 

〇ポリサルファイド P -5000 

〇ウレタン P -6000 

〇ー液ウレタン P 一6500 

〇変成シリコーン P -8000 

向木宗▼古・エヌエスシー株式会社 
本 社 大駒“箕面市船場西1 -10-3 ) ';ネポウ年里ヒル） 〒562 TEL 0727(281-47018り 
東京営業所 東京66「代6)区平河町2 ] E 8 -2 〒 102 TEL 【 03 )263-4701 
名占星出張所 名古屋市中村区名駅4 」日17-19カネポウピル内 〒450 TEL l 052)583 - -8606 
広品出張所 広島I翻Hリ町1丁目3 -3 〒 733 TEL 16822)04 -7004 

1U7 - 



JIS /,J、許可番号 建築用油性コーキング材 

ld~I 
A5751 り二かノ 第573101 ニ液性ウレタン 

その他防水材 

AN サコシ-Jh コーキコ凸’' 
建築用充填材の綜合メー力― 

株式会社服部商店淀工場 
エ 場 京都市伏見区淀美豆町705番地 

T E L075 (631) 3128 

本 社 名古屋市中区丸ノ内2丁目18- 1 

TE L052(221) 9461 

確実なシ 
東日本シーリングエ事業協同組合員 

都知事許可（般-52）第~ 9573 号 

責任施工くとは、材米斗の確実 

な選定から、 被着体と二の関 

係を見きわめ真剣な態度で 

工事を行うこくきニと二考えてお 

ります。 

,, 

一一一－一一ーー一一一 ー 

く鵬訓TA) 

三矢興産株式会社 
〒142 東京都品川区戸越3 -11-6 (K&M ビル） 

費 03(787) 0 3 6 0（代表） 
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新 樹 
木 社 東京都中央区銀座8-15-4きららビル 

社 電話 03(542)9324(4- ) 
関西支局 大阪巾淀川区西中島6-2-3地産第7新大阪407号 

電話06(304)3345（代） 
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く変成シリコーン系〉 

NOW のシーリング材 

実績のシーリング材 

なかなかのシーリング材 

歴史のあるコーキング材 

省ェネのコーキング材 

ボニーシーラーMS -2 000 
くポリサルフアイ ド系＞ 

PS- 2000 
くウレタン系〉 

ボニーシー U-2000 
ぐ由 ‘性 系〉 

グレインコ ト 
くアクリ)レ系〉 

アクリルコ 

〇テイパ化王株式会社 

クA - ~00 

本 社 大阪市東淀川区下新庄3丁目H番28号 TEL 06(328)1 118 
、 、営業所 凍京都港区新橋 6 -10- 3（還江ピル） TEL 03(431)9358 一ー．ノ

ニコg阜遮」』どーー 

ぐ 

jusく SEALANT!T 'S 
一 」 － 

二号二‘ ’・ ンじ”二 ・’ -

エ」U. -司レアクり』江ース 
乾性油および不乾油などの油や石油樹脂． アクリルエマルシ」ンを’ベースにしたコ 

タルクなどを混ぜて線り合せ柔軟性のバ ーキング材で，長川にわたり柔軟性を失 

テ状にした油性コーキング材です。 うことなく、その性能を十分に発揮しま 

す。 噌
 

ユー・ゼ；りトフジチオコ→レ 」『 

一‘で 

rl糾』冨三・hにに二 

ウレタンエラストマーの持性を活して、 液状ポリサルファイ ドをベースとした2 

シーラントとしての要求を満たし、且っ 成分型のシーラントで，構遺物の変位に 

隆れた踏性能を有する2成分型のシーラ 追随し、I.I光、油薬品等によく耐えます。 

ントでナ。 

5舞 

昭和石油アスフアルト株式曾社 
(113 )(761, I29I( ': WI'l0 
【03 )(761)1211(It) 91140 
(6 )(341)63妬（1i ) 9153〕 
(0肥X231)6 5 6 8 〒 460 
(o巧2)(74 )7561(代)〒 550 

農2器器・殺 

東京都品川区南火IFI rIi 7 辞・1 号 
東京部品川区南大JトlTII 7 瞥‘号 
大仮市北区梅田町27（産軽ビル） 
名古'IIi中区丸の内I一17-I9(1乏銀 ピル）' 
新 潟 市 平 和 町 4 の l 
福岡市博多区綱場町2-2（楓岡第ービル） 
仙台ili北目町2 - 22(ピIリーピル） 
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所
所
所
所
所
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灘戸一 
《現代建築に確かな足跡》セメダインシーリング材による施工例＝東京海上ビル 

超高層ピルをはじめ、現代建築に重要な役割を 

果たすシーリング施工。セメダインではこれまでに、 

建築川接着剤とともに、各種シーリング材におい 

ても、数多くの実績を積み重ねてきました。すぐれ 

た接着性、弾性により抜群の水密・気密効果を発 

揮し、耐久性、耐候性など厳しい要求性能もクリ 

ア。シーリング設計には、あらゆるシーリング工事 

に適応するタイプをそろえた、セメダインシーリン 

グ材シリーズよりご指定ください。 

セメフイン建築用シーリング材 

●ポリサルファイド系＝セメダィンポリシール 

●ポリウレタン系＝セメダインS-700, S -750 

●油性＝セメタ‘インポリコーク 

●アクリル系＝ゼ)‘タ’インS-I 0, S -20 

●ブチルゴム系＝セメダィンS-620 

●シリコーン系＝セメダイン8060（オキシムタィプ） 

●シリコーン系＝セメダイン8065（酢酸タィプ） 

●変成シリコーン系＝セメダインS-S 10（一液タィ力 

O 
接着剤の総合メー力一 

t メフイン 
く本社〉〒141 東京都品川区東五反田4-5-9 
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灘一 纂震羸 
蕪黛裏蠶 ciiiIi 

2 成分型ポリサルフアイド系 2 成分型ウレタン系 2 成分型変成シリコーン系 

バqシIL 
169 

ペンギンシ－」レ 
980 

ペンギンシ－」レ 
2500 

建築用シーリング材は、カーテンウオ一ル工法をはじめとする建築工法の革新にともない、 

高度なシール性能が要求されています。 

サンスターの建築用シ一リング材〈ペンギンシール980・2500、べタシール169〉は、 

コンクリート・ALC・金属その他の多くの建築材料に強い接着性をもち、 

硬化後はすぐれた復元力を示すゴム弾性を有していまt~ 

しかも、硬化後のシーラントは、耐熱・耐寒性・耐水性・耐候性にもすぐれ、 

建築物の耐久性向上に大きく役立っています。 

サンス夕一化学株式会社 番畜003

藩礎講畿,明田町7番1号纏鼕■曽喜嵩IiI
-~427！露9～州 嘉古儒議者肴識 

躍lII君 


